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このマークは「若い力とわざと明朗な精神」を象徴するもので高体連のシンボル

マークとされています。真紅の色彩は「高い理想」と「希望に燃える若人の情熱」

の象徴であり、このマークを構成している3つの「K」 は、次のドイツ語の頭文字

をとったものです。

KRAFT         KUNST         KLARHEIT
「力」         「技」       「明朗な精神」

「 2016情熱疾走 中国総体 」
中国総体に出場するみなぎる情熱を持つた選手たちが全力をかけて戦う姿を青年らしく爽やかに

疾走する姿と重ね合わせ、このフレーズを考えました。

岡山県立岡山東商業高等学校 大川原 彩華

11:。こ13Lヽ|

ネの曖|ま1し4が ,ハ

ス回一ガン毛筆作品

岡山県立倉敷南高等学校 東谷 風花

頂点を目指した日々の努力が実って、出場権

を得た選手たちが競い合う全国高等学校総合体

育大会。大会は多くの方々に支えられていると

思います。各試合会場で、一人でも多くの選手

が日頃の努力の成果を発揮し、たくさんの笑顔

が咲いて欲しいという思いを込めました。

f
π

⌒

ー
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中国5県の花 (モモ・ボタン・二十世紀梨・モミジ・ナツミカン)と

人の躍動感をイメージしました。花は青から青みどり系の海 口山を連想

させる色にし、中心のオレンジの輪はチームのきずなやつながりを表し

ています。

岡山県立津山工業高等学校 苫田 桜花

着地した人の勢いを表現したいと思いました。―点に集中させた構成

により、その人の一歩を力強く表現しています。自分の舞台で大きく活

躍してほしいという願いを込めて描きました。

広島県立宮島工業高等学校 浮地 美穂
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公益財団法人

会 長

全国高等学校体育連盟

岡 田 正 治

皇太子殿下のご臨席を仰ぎ、平成 28年度全国高等学校総合体育大会「2016情

熱疾走 中国総体」が、岡山県、鳥取県、島根県、広島県、山口県の中国地方 5

県と和歌山県 (ヨ ット競技)において、「美 しく咲け 君の笑顔 と努力の華」の

大会スローガンのもと盛大に開催できますことは、大 きな喜びです。

高校生最大のスポーツの祭典であるこの大会 に出場される選手及び学校関

係者の皆さん、出場おめでとうございます。 日々努力を重ね、全国各地での厳
しい予選を勝ち抜き、この夢の舞台に集 う皆さんに心から敬意を表 します。

今年 4月 に発生した熊本地震による災害においては、熊本県と大分県を中心

とする九州地方に多くの被害が発生 しました。被災された方々に心よりお見舞

い申し上げますとともに、本大会での皆さんの高校生らしく爽やかで力強いプ

レーが、全国にたくさんの勇気と感動を与えてくれることを期待 します。

今年は、ブラジル・ リオデジャネイロでオリンピック競技大会が開催される

年であり、4年後の東京大会に向けたカウン トダウンが始まる年でもあります。

全国から集まった高校生 トップアスリー トが、このインターハイで、心・技・

体の力を遺憾なく発揮 し、2020年の東京オ リンピック 0パ ラリンピック競技大

会に向けた一歩を踏み出すような、いつまでも心に残る素晴らしい大会となる

ことを願っています。

また、インターハイは、全ての高校生が主役となるスポーツの祭典です。今

大会も地元高校生が、大会の準備 。運営 。支援活動に携わり、大会を作 り上げ

るための高校生活動も同時に行われています。出場する選手をはじめ、競技補

助員や大会運営に携わる全ての高校生が、「2016情熱疾走 中国総体」の主人公

として活躍し、多くの笑顔 と努力の華が美 しく咲くことに期待 しています。

結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力を賜 りました開催県実行委員会、会

場地市町村、各競技団体をはじめ多くの関係の皆様に深 く感謝申し上げ、大会

会長のあいさつといたします。
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あ い さ ″
つ

公益財団法人 日本バ ドミン トン協会

会 長 綿 貫 民 輔

全国各地区から日本の将来を担う高校生諸君をここ岡山市に迎え、平成 28年度全国高等

学校総合体育大会高松宮記念杯第 67回全国高等学校バ ドミントン選手権大会が開催され

ますことは、誠に喜びにたえません。

本大会は、高校生最大のスポーツの祭典です。「美しく咲け 君の笑顔と努力の華」のス

ローガンのもと、若々しい気持ちを前面に出して競技していただきたいと思います。

本会は、最重要施策としてジュニア強化育成に取り組み、その成果が現在のチームジャパ

ンを築き上げたといっても過言ではありません。3月 には、全英オープン女子シングルスで

奥原希望選手が 39年ぶりの優勝、同ダブルスでも高橋礼華選手・松友美佐紀選手が 38年

ぶりの優勝。男子ダブルスで早川賢一選手・遠藤大由選手が準優勝と今や男女とも世界のト

ップとして活躍しています。そのような先輩方もかつてはインターハイを経験しており、身

近な先輩として皆さんにとって頼もしい目標となっているはずです。

そしていよいよ今年はリオデジャネイロオリンピックが開催されます。4年前のロンドン

オリンピックでは、藤井瑞希選手・垣岩令佳選手の銀メダルに日本中が沸きましたが、リオ

ではバ ドミントン界待望の金メダルの獲得や複数のメダルが大いに期待されます。その先輩

方の活躍を見た皆さんの中から、2020年東京オリンピックヘと名乗りをあげる選手がたく

さん出てくることを楽しみにしています。

各都道府県を代表して参加されている選手の皆さんは、厳しい予選を突破し本大会に参加

していることと思います。これまで培われた技と力を存分に発揮し、悔いを残すことのない

よう全力を尽くして競技していただきたいと思います。そして勝敗が決まった後は、全国各

地から集まった仲間と健闘をたたえ合い、親睦を大いに深め、新たな歴史を創る大会となる

ことを祈念しております。

終わりに、本大会の開催にあたり、深い御理解と御協力をいただき、その準備のために格

別なる御尽力を賜りました岡山市はじめ、地元関係各位、並びに大会役員の皆様に心から敬

意を表しますとともに感謝申し上げ、挨拶といたします。
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祝 辞

文部科学大臣   蹴L   辛告

はじめに、 4月 に発生 した熊本地震によって、お亡くなりになられた方々に

深く哀悼の意を表 します とともに、御遺族と被害に遭われた方々に心からのお

見舞いを申し上げます。

平成 28年度全国高等学校総合体育大会 「2016情熱疾走 中国総体」が、全
国から多数の参加者を得て、盛大に開催されますことを心からお祝い申し上げ

ます。

本大会に出場される選手の皆さん、本当におめでとうございます。今 日まで

の皆さんの懸命な努力と、それを支えた御家族や指導者をはじめ、関係する皆

様の御尽力に心から敬意を表 します。

本大会は、国内最大規模の高校生スポーツの祭典であるとともに、我が国の

スポーツの発展にも大きな役割を果たしてきた伝統ある大会です。全国から集

まった高校生の皆さんの情熱や最後まで決 して諦めない姿に、数多くの感動を

生み出してきました。

選手の皆さん、今回のスローガンである「美 しく咲け 君の笑顔 と努力の華」
のとお り、選手一人ひとりがこれまでの練習の成果を最大限に発揮 し、最高の

笑顔で競技場を満開にしてください。

今年は時を同じくしてリオデジャネイロオ リンピックが開催されます。世界

を相手に戦 う日本選手団の活躍には期待が高まり、スポーツヘの興味・関心も

一層集まることと思います。

選手の皆さんには、オ リンピックに負けないほどの熱気で本大会を盛 り上げ

てほしいと思います。そして、全国各地から集まった仲間達と交流を深め、心

に残るすばらしい大会となることを願っています。

結びに、本大会の開催に御尽力されました関係者の皆様、そして、一致団結

して本大会の準備 と運営に携わっている多くの地元高校生の皆さんに敬意を表

し、心から御礼を申し上げますとともに、本大会の成功を祈念 して、お祝いの

言葉 といたします。
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岡山県知事 伊原木 隆太

歓迎のあいさつに先立ち、本年 4月 に発生した熊本地震により、お亡くなりにな

られた方々に深く哀悼の意を表しますとともに、ご遺族と被害に遭われた方々に心

からお見舞いを申し上げます。

本 日、皇太子殿下のご臨席を仰ぎ「美しく咲け 君の笑顔と努力の華」のスロー

ガンのもと、本県をはじめ中国 4県 と和歌山県において「2016情熱疾走 中国総体」

が開催できますことを大変うれしく思います。

大会に参加される選手、監督、役員の皆さま、全国各地から岡山にようこそお越

しくださいました。開催県を代表しまして、心から歓迎を申し上げます。

インターハイの愛称で親しまれている全国高等学校総合体育大会は、全国の高校

生アスリー トが日標とする高校生最大のスポーツの祭典です。選手の皆さんにおか

れましては、日頃より鍛錬された力と技を存分に発揮し、最後まで諦めない元気あ

ふれるプレーにより、観覧される多くの方々に勇気と感動を与えてくれることを期

待しております。

岡山県を主会場としてインターハイが開催されるのは、昭和 52年以来となりま

す。その当時、競技会場を彩った花の種が「友情の花の種」として初めて後催県に

引き継がれ、今回 39年ぶりに岡山に戻ってまいりました。インターハイを支える

高校生の想いが、このような形で長い間受け継がれてきたことは、とても感慨深い

ものがあります。

本大会でも多くの高校生がさまざまな形で大会を盛 り上げ、支えています。それ

ぞれの会場で、全国から集まった選手や地元の高校生たちとも交流を深め、友情の

輪を広げ、それを次の世代へ繋げていただきたいと思います。

結びに、本大会の開催にあたり、格別のご支援とご協力を賜りました関係者の皆

さまに心から感謝を申し上げますとともに、本大会の成功を祈念いたしまして、歓

迎のことばといたします。
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歓 迎 の こ と ば

岡 山 市 長 大 森 雅 夫

平成 28年度全国高等学校総合体育大会バ ドミン トン競技大会が、ここ岡山
市において盛大に開催できますことを、大変嬉 しく思います。また、全国各地

の厳 しい予選を勝ち抜き、郷土の代表として本大会へ出場される選手の皆様、

監督、役員の皆様を心から歓迎いたします。

本年 8月 から開催のリオデジャネイロオ リンピック・パラリンピックや、 2

020年 に開催 される東京オリンピック・パラリンピックなどわが国のスポー
ツ界は大きく盛 り上がっています。本市でも、昨年度、記念すべき 「第 1回お

かやまマラソン」を開催 し、まち全体が一体 となる盛 り上がりを見ることがで

きました。昨年に引き続き、今年も「おかやまマラソン 2016」 が開催 されます。

この盛 り上がりの中、「美 しく咲け 君の笑顔 と努力の華」とい うスローガン
のもと、高校生憧れの祭典である「インターハイ」のバ ドミン トン競技が、「ジ

ップアリーナ岡山」、「岡山市総合文化体育館」の 2会場で開催 されますことは

大変喜ばしいことです。選手の皆様には、日ごろの練習の成果を存分に発揮 し、

パワー浴れる熱き戦いを見せてくれることを期待 しています。また、全国各地

からの参加者同士が親睦を深め、笑顔あふれる大会となることを念願 していま

す。

さて、岡山市には、今、旬を迎えている自桃やブ ドウなどの季節のフルーツ、

日本三名園の一つである岡山後楽園や岡山城など、多くの魅力があります。岡

山後楽園、岡山城では、 8月 1日 (月 )か ら8月 31日 (水)の期間中、ライ

トアップした夜の庭園で多彩なイベン トが開催される「夏の幻想庭園」、柔らか

い光が岡山城を包み込む 「烏城灯源郷」など、夜間開放も予定されています。

ぜひこの機会に岡山市の魅力に触れていただければ幸いです。

結びに、本大会の開催にあたり、多大なご尽力を賜 りました関係者の皆様に

心から感謝申し上げます とともに、出場選手の皆様のご健闘を祈念いたしまし

て、歓迎のことばといたします。

-12-



あ い さ ″
1)

公益財団法人 全国高等学校体育連盟

バドミントン専門部 部長 田部井 秀郎

全国各地で厳 しい予選を勝ち抜かれた 1, 100余 名の選手を迎え、「美 しく咲
け 君の笑顔 と努力の華」のスローガンのもと、2016情 熱疾走中国総体、平成
28年度全国高等学校総合体育大会バ ドミン トン競技 高松宮記念杯 第 67回全国

高等学校バ ドミン トン選手権大会が岡山県岡山市に於いて関係各位のご協力とご

援助のもとに盛大に開催されますことは大きな喜びであります。

いよいよリオデジャネイロオリンピックが開催 されました。バ ドミン トン競技は

9名 の代表選手が出場 し、メダル獲得できる競技として注目されています。女子ダ

ブルス世界ランキングの 1位の高橋礼華選手・松友美佐紀選手、女子シングルス昨

年のスーパーシリーズファイナル、全英オープン優勝の奥原希望選手、男子ダブル

ス早川賢一選手・遠藤大由選手にもチャンスがあり、大きな期待が膨 らんでいます。

また、2020年 東京オリンピックに向けて、高校生の体育・スポーツ活動への注
目度も高まっています。皆さんにも母校や郷土、そして多くのバ ドミン トン関係者

の熱い視線が注がれています。高校の トップアスリー トとして感謝 と挑戦の心を忘

れず全力で競技 し、全国に夢と勇気と感動を発信 して下さい。

高校時代における運動部活動は大きな役割を果たしています。競技力の向上はも

とより、高校生の健全育成、生涯スポーツ実践の基礎づくり、友人との心の絆、忍

耐力や思いや りなど人生の基盤 となるものを得る大変貴重な機会であります。特に

インターハイは全国の高校生が目標 とするスポーツの祭典 として運動部活動推進

の原動力にもなっています。高校生らしいマナーとフェアープレーの精神を強く持

ち最後まであきらめることなく、正々堂々と競技して下さい。大会を通 じて多くの

仲間達と交流を深め、記憶に残る大会にしていただくことを祈念 してお ります。

結びに平素より熱心に指導されている指導者の皆様に心より敬意を表するとと

もに、本大会開催にあたりご指導ご協力を賜 りました関係各位 と地元高校生諸君の

献身的な活動に対 しまして心より御礼を申し上げあいさつといたします。
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歓 迎 の こ と ば

岡 山県バ ドミン トン協会

会 長 岡 崎  彬

全国各地区の厳 しい予選を勝ち抜かれ、出場の栄誉を得られた若さあふれる

精鋭の皆様をここ「晴れの国おかやま」にお迎えし、平成 28年度全国高等学
校総合体育大会高松宮記念杯第 67回全国高等学校バ ドミン トン選手権大会が
開催 されますことは、誠に光栄であり、岡山県バ ドミン トン協会会員一同、心

より歓迎申し上げます。

地元と母校の期待と栄誉を担って出場されます選手の皆様には、「美 しく咲け

君の笑顔 と努力の華」のスローガンのもと、日頃の練習の成果を遺憾なく発揮

され素晴らしいプレーが展開することを期待するとともに、全国各地から集ま

った選手はもちろんこと、「高校生が輝 く」大会を目指 して頑張ってきた地元の

高校生とも大いに親睦を深めていただき、思い出深い大会となることを願って

います。

また、岡山には日本三大名園の一つ後楽園や倉敷美観地区、桃太郎伝説の舞

台吉備路を始め名所・史跡が数多くあり、是非この機会に岡山の魅力を堪能 し

ていただければ幸いです。

今年は、バ ドミン トン界待望の金メダルの獲得や複数のメダルが期待される

リオデジャネイロオリンピックが開催 されます。本大会に出場 した皆様の中か

ら、日本代表として世界で活躍する選手が多数輩出し、 4年後の 2020年 東
京オリンピックで大活躍することを期待 しています。

終わりに、本大会の開催にあたり、ご尽力・ご協力いただいた役員、関係者

の皆様に心から感謝申し上げるともに、本大会の成功と選手の皆様のご健闘を

心からお祈 り申し上げ、歓迎のことばといたします。
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歓 迎 の こ と ば

岡山県立岡山芳泉高等学校

猪 坂  瞳

全国の予選を勝ち抜いてきた皆さん、ようこそ岡山県へおいでくださいました。

皆さんのお越 しを心から歓迎いたします。ここ岡山は、昭和 52年に開催 されたイ

ンターハイで、花を通 じて心の交流をしようと初めてサルビアとマ リーゴール ドの

花の種を次の開催地へ伝達 した地です。その種は全国各地を巡 り、今年一巡 して帰

ってきました。この種をこれからも絶やすことなく全国へ繋いでいきたいと思いま

す。

さて、皆さんは岡山について、どんなイメージをお持ちでしょうか。岡山といえ

ば、まずは何と言っても桃太郎です。岡山は桃太郎ゆかりの地の一つとして知られ

てお り、吉備団子や温羅とい う鬼の話を基にした「うらじゃ」とい う大きなお祭 り

があります。また、岡山には透き通るように自くなめらかな口当たりの白桃、たく

さんの種類がある葡萄やマスカット、瀬戸内海で獲れるままかりなど、美味しい食

べ物が沢山あります。この機会にぜひ岡山の魅力を堪能 して帰って下さい。

そして今、「平成 28年度全国高等学校総合体育大会バ ドミン トン競技大会」が開

幕 しようとしています。皆さんは今大会に向け、今までどんな困難も乗 り越え、努

力 し、ここまで勝ち抜いてきたと思います。今年度のスローガン「美 しく咲け 君
の笑顔 と努力の華」には一人でも多くの選手が日頃の努力の成果を発揮 し、沢山の

笑顔が咲いてほしいという思いが込められています。皆さんの努力が実を結び、笑

顔が花開いたときには、岡山全体が大きな感動に包まれることでしょう。

私は高校入学後、生徒会に入 り、行事の運営や 日々の仕事を経験 していく中で沢

山の方々に支えられていることを実感 しました。この誰かに支えられているとい う

実感は、バ ドミン トン競技はもちろん、学校生活や 日常生活のいたるところで感 じ

ることができるはずです。共に汗を流 してきた仲間、ここまで導いてくれた先生、

どんなときも支えてくれた保護者の方々に感謝 して、悔いの残らないよう、自分が

持てる力をすべて出し切って下さい。

本大会が皆さんの輝かしい笑顔 と努力の華で彩 られる素晴 らしい大会になるこ

とを期待 しています。精一杯頑張って下さい。
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名 誉 会 長   張 富士夫

名 誉 副 会 長 伊原木隆太

仁坂 吉伸

△

= 長   岡田 正治

副  会  長 岸田 吉史

清水 利宏

名 誉 顧 間  馳  浩

顧 冨岡  力

高橋 道和

田嶋 幸三

山根  明

福田 富昭

藤重 貞慶

綿貫 民輔

島田 日青男

尾縣  貢

木村  新

天野 好人

笠井 達夫

高橋 清生

山口 徹正

井元乾一郎

林  昭男

鳴木  朗

弘中 勝久

奈良  隆

澤口 文裕

中田 寛志

中山 重義

成広淳太郎

大島 俊秋

大西 富男

平成28年度全国高等学校総合体育大会 大会役員
(順不同、敬称略)

平井 伸治   溝口善兵衛   湯峙 英彦   村岡 嗣政

本廣 淳範

宮本 和幸

藤井 健平   橋本代里子   長野  博

山口 寿一 籾井 勝人
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成
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年
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治
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尭

要

治

司

朗

治

帳

治

人

伸

司

昇

城

年

平

紘

之

英

由

正

貴

憲

博

新
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利
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龍

成

五

　

貴

靖

真

野

　

田

　

野

村

野

尾

田

川

元

本

田

野

谷

崎

羽

島

田

原

川

口

部

田

笠

山

野

小

　

豊

泉

北

木

河

松

柴

笹

坂

寺

高

星

銭

宮

足

中

宇

浅

荒

山

安

吉

日

奥

中

問 鈴木  寛

河内 由博

畔柳 信雄
二木 英徳

小池百合子

星野 正史

岡村  正

遅塚 研一

岡島 正明

吉森 照夫

鈴木  修

大野 孝弘

福本 修二

有竹 隆佐

宮地 俊明

山本 仁志

高垣 広徳

浅井修一郎

土屋 定之

横川  浩

大久保尚武

三屋 裕子

渡邊 佳英

宗岡 正三

人木原囲明

佐藤

古川

渡辺

篠官

齋田

坂本

植木

竹井

絲原

下崎

下

増田

典幸

孝

千庫

徳康

邦明

宏

明美

矢島富士雄

庄司 一也

馬場 克彦

浅野 哲郎

福本 和宏

森下 弘志

鈴木 大地

青木  剛

横田  努

橋本 聖子

表  孟宏

徳田  寛

福田 康夫

川島 一浩

内山  勝

田中 道博

蒲生 晴明

近石 康宏

尾形 好雄

畠瀬美佐子

斉木 正一

藤原 孝行

畑原 基成

官下 和己

澁谷 有人

杉浦慶一郎

森本 新一

平田 賢治

和気  誠

西谷  英

屯倉 紀正
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鎌木 孝二

片寄  進

磯本 泰三

村瀬 俊之

松林 博文

濱村 悦巳

越宗 孝昌

神前美津男

野見 典展

加藤 勝信

逢沢 一郎

石橋富二雄

青木 暢之

砂原 克規

丸本 卓哉

伊東 香織

萩原 誠司

荒木 勝美

深澤 義彦

高田 周儀

速水 雄一

田中 武夫

天満 祥典

永田 雅紀

亀井 源吉

本村健一郎

中尾 友昭

野嶋 広子

橋本 誠司

金沢  敬

桐野 伸一

石井 孝典

藪田千登世

吉田 朋幸

福原  保

竹中 正博

三上 幸三

池田  豊

和歌 哲也

高橋

神出

岡田

伊藤

平盛

山下

油野

下川

島

岡峙

石破

山藤

小城

久保

安倍

小林

小倉

鵜川

野坂

松浦

勝田

藤原

平谷

石崎

國井

桑原

杉山

本田

佐藤

渡邊

広田

松尾

名和

森永

石岡

小玉

日吉

清志

予

孝章

進

吉昭

浩

利博

俊樹

正博

彬

茂

哲夫

得達

允誉

昭恵

嘉文

博俊

晃匠

康夫

正敬

康則

信宏

一雄

知美

一恭

紳次

振平

智絵

輝久

典彦

康文

坪井 恭紀

石井 道代

松尾 俊之

山口 昌宏

白松 壽人

豊岡 芳和

平林 鴻三

片山 博臣

山口 裕市

山本晋一郎

齋木 幸雄

土井 正人

岡崎 哲夫

齋藤 宗房

高村 正彦

片岡 聡一

宮武  博

竹原 茂三

石田耕太郎

久保田章市

山本勝太郎

岩田 明人

Z刀田   1告

梅本 秀明

渡辺 純忠

市川  熙

岡峙  巧

溝口  烈

樋 口 昌之

竹本

大本

城平

越智

藤間

浅原

菊間

坂井

秋貞

岡本

俊彦

裕志

守朗

文明

博之

利正

秀樹

浩明

憲治

圭岡1

池脇

脇

荒木

今橋

中村

藤井

桑原

江口

大森

上村

糸原

箕越

藤井

中井

音村

原田

山本

房安

長岡

西田

松井

増田

高本

松浦

福田

関谷

石井

大美

康典

雅彦

康治

建一

靖刀

龍夫

喜臣

一良

明彦

武生

忠史

次之

秀美

律子

國雄

武司

龍五

雅彦

光

秀人

清久

一賞

和俊

訓司

正人

良彦

博

一夫

慶昌

富田  満

荒木 裕人

岡崎 隆司

小西慎太郎

冨樫 篤英

山根 健嗣

寄谷 純治

土井  司

西生 公一

直江 利克

佐藤 正範

森鳩 勝也

松田 義成

菅  信博

島津 宗隆

山本 貴司

黒神 公直

村上 恒夫

宮崎 保正

遠藤 康洋

福田 俊史

林  正夫

樋 口  誼

橋本 尚理

大森 雅夫

太田  昇

栗尾 順三

川上  正

渡辺 穣爾

近藤 宏樹

長廻 利行

小本寸 不口年

蔵田 義雄

小川 員和

久保田后子

大西 倉雄

尾花 正啓

田口 晃也

宮本 久也

山本

亀森

吉村

米田

松浦

伊達

上仲

天野

原井

岡II音

哲也

敏宏

文宏

裕子

芳彦

英一

孝昌

清彦

進

秀紀

松浦

参 与

宏

成

守

雄

幸

邦

紀

　

昭

祐

元

　

益

俊

美

幸

　

史

山下

岩 田
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楠  義隆

杉山  茂

釜田  渉

桑山 靖幸

伊藤 義孝

石川恵一郎

長岐  博

越川  均

下根 浩明

茶谷不二雄

村山俊一郎

蓑田 智通

長尾 隆史

山内  晃

澄川 利之

大木  至

三角 雅彦

坂田 和彦

堀田  牧

松尾 倫男

重野 陽一

福田 浩一

中嶋 淳行

山脇  健

沼  信之

木下 法広

横路 仁朗

土江 博昭

尾形 完治

松村 智由

白石 千代

松浦 正彦

野津手重信

田原  稔

木村  靖

松本 春枝

木皮  亨

高橋 伍郎

藤嶋 典弘

家弓 明丈

月本  真

山形 守平

直江 克也

大田原弘幸

大原 陵路

大溝 誠則

川島 祥嗣

谷日 英彦

常本 直史

浜崎 之義

野依 英二

西村 和彦

西岡 大修

梶川 政文

松本 典子

岡本 昭二

小川 司徳

平岡 英雄

横尾 英治

井上 正義

大川 泰栄

北尾 慶治

清水 伸夫

安部  隆

中村 弘市

津森  毅

中馬 好行

波佐間 清

吉形 祐司

鈴木 克道

山崎秋一郎

橘   誠

土居 昌彦

山根  尚

須藤  聡

竹村 恭一

大沼 博之

橋本 健一

飯島 節生

鈴木 賢治

永井 邦治

谷口 茂敏

堂園 弘之

森山 敏久

井村 孝之

高橋 一志

内田  仲

藤村 利行

千田 博通

川ロ ー彦

今岡 一朗

正司 尚義

大桑 埼嗣

仁科 正己

浅野 文生

岡  伸之

福井伸一郎

石本 一夫

井内 康輝

瓜生人百実

西村  宏

相本 晃宏

中村  裕

山田  隆

品川 和彦

濱田 順道

志場 紀之

成田  聡

加藤  敦

深井 靖士

白井 尚登

佐々木晃久

坂田 和文

平田 正樹

松井 和子

柴田 秀治

大坪 郁弘

棚原 秀則

藤田 光司

中村 公一

中原 康善

中村 柔道

阪口 雅則

千原多美子

岩谷可奈子

仲山 友章

岩橋 良晃

津田 亘彦

川中 慶明

前田 善彦

手塚 智幸

孫田  淳

杉山 岡1士

米谷 和也

辻  昭司

高井 信一

赤星 隆弘

難波 宏明

田淵 直樹

小林 泰崇

佐藤 知紀

揚村 典生

永石  和

古矢 博通

細田 重雄

山根 恒弘

千葉 泰久

南  正晃

小谷 員人

杉浦俊太郎

藤田 義彦

太田多美子

勝部 慎哉

山北  篤

三好 雅章

杉山 一茂

佐倉弘之甫

山岸 徹也

三村竜太郎

小田橋昭仁

若木 香織

寛

次

大

夫

人

輔

義

子

幸

司

弘

二

文

起

紀

健

直

郁

直

榮

正

恵

信

博

昌

精

龍

一

秀

澤

原

神

下

　

中

山

田

野

田

藤

城

美

　

中

有

河

黒

山

林

山

金

本

根

岡

佐

岩

能

原

廣

大 会 委 員 長   岸田 吉史

大会副委員長   奈良  隆   横山 清嗣   宇田川貴生   井筒 秀明   友澤 邦昭
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委 員

坂口 雅紀

柚木  脩

川端 英男

中田  哲

中塚 多聞

文谷 元信

池葉須智之

石浦外喜義

山本  徹

石田 和清

小嶋 光信

竹入 隆弘

金光 道晴

浜崎 隆也

土橋 義親

岡田 行雄

宮本 善行

西村  覚

園山 信夫

春 日 順子

鳴木美紀子

佐藤 哲郎

竹志 幸洋

玉井 尚樹

田浦 敏邦

平松 恵一

木村 龍史

繁吉 健志

吉川 英俊

合田 幸二

官地 政利

加藤  晃

岡村豊太郎

原田  茂

河内 秀夫

東山 泰清

西原 英男

津田 健治

後藤 泰之

佐藤 至貞

福田 耕治

高保 裕樹

本多 正美

滝田 勝彦

田尻  肇

三浦 徹也

松田 正己

石川  紘

臼井正一郎

上田 康信

影山 勝己

奥村上雅浩

稲毛  靖

二郎

橋野  薫

渡部 正夫

諸藤 孝則

曲田 憲司

森崎 恒夫

古田 篤良

金川 真二

才野原照子

廣川  晋

古西 克己

片岡 昭憲

高原  透

岡  邦彦

久光 孝弘

野田 一紀

中谷 昌子

川原 健夫

吉田 弘毅

岸田 正幸

石井 茂光

人木橋 努

浜田 天真

佐藤 建治

秋山 静男

高橋 尚史

久保 佳彦

坂東 昭栄

長谷川 浩

原  憲一

官田 明美

吉澤 威人

田中 広矛

浅沼  淳

福田 順一

谷  輝久

永瀬  学

竹谷  一

山本 富朗

山根 常正

後藤  勇

河下 寿昭

福原 幸範

岩本 光彦

原  裕思

大原  隆

前垣 壽男

野村 雅史

松田  靖

大田 正之

古田 圭一

阿武 慎治

廣中 公夫

兼平 明男

宮川  力

御神本 実

坂口 邦嗣

小川 直寛

山口 彦則

阿部  浩

保坂 慶蔵

荒木 保幸

岡嶋 佳治

五十嵐善一郎

増渕 敦人

大岩  靖

丸山 正広

中静敬一郎

野津  喬

鈴木 昌徳

香山 真一

福島 治子

谷田 富穂

後藤 裕明

板持 功毅

花本 茂人

大賀美周作

松崎  滋

大谷 厚郎

大畦 益司

中土  基

吉川 正貴

衣川 知孝

小野藤 訓

深山 英樹

藤井 義裕

河村  隆

平生 光雄

吉本  晃

白石 信之

嶋田 信子

河村 康明

松村 孝明

中谷  岡1

正田 和也

高瀬 彰彦

土田 忠男

横田 智雄

米窪伸一郎

北村 泰生

釜井 昭人

大西  修

高木 直樹

渡邊 浩司

下川原堅蔵

博司

勉

雄

岡下

秦

泉

郎

裕

治

靖

弘

吾

二

文

明

真

聡

夫

理

樹

文

造

賞

則

志

昌

寿

　

明

新

成

健

功

　

　

昌

　

直

昭

庄

治

輝

中

藤

尾

田

村

本

保

上

野

橋

下

田

井

富

上

成

井

原

山

西

松

岩

小

松

安

溝

水

高

木

椋

酒

永

井

月

大

綿

吉村喜代子

大石 敦磨

古川 紀子

員貝 昌洋

中島 寛和

林  義治

田部井秀郎

千葉 浩次

大人木淳史

近藤 彰郎

佐藤 裕恒

幾留 純二

白石 邦俊
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清川

坂本

野田

染矢

松井

竹内

白神

工 立
手え′多

紀典

正明

得

守

英人

三郎

高橋

武居

池田

田里

河本

牧野

秀信

正憲

昌隆

一美

充昭

吉伸

大官司昭倫

平賀 国康

藤田 隆司

山下 和幸

久保田文也

吉原 俊治

中村 和哉

堀越  晋

岩井 智幸

長谷川哲朗

鳴瀬 幸裕

神達 靖久

田中 早苗

山之内正隆

小林 正純

村上 昌司

船木  茂

片沼 裕二

武部 秀夫

(平成 28年 7月 1日  現在 )

-20-



平成28年度全国高等学校総合体育大会 バ ドミントン競技大会役員
(順不同、敬称略 )

名 誉 会 長  綿 貫 民 輔

名 誉 副 会 長  大 森 雅 夫

名 誉 顧 間  伊原木 隆太  小 野  力  越 宗  孝 昌  山 口 寿 一

Zゝ

=

目1

長  岡 田 正 治

会  長  福 田 達 夫

岸 田  吉 史

小 松  貴

森  喜 朗

権 田 正 一

福  田  武

村 山  幸 雄

三 宅  祐 司

竹 林  克 彦

川 島  一 郎

加 藤  寛 治

真 壁 幹 雄

中 島  義 雄

田 邊 禎 明

山 口 龍 城

本 廣  淳 範

宮 本  和 幸

梶 川  政 文

中 山  重 義

成広 淳太郎

大 島  俊 秋

大 西  富 男

鎌 木  孝 二

小 林  寿 雄

岡 崎  隆

佐々木正士郎

田 中  広 矛

橋 本  誠 司

籾 井

本 廣

杉 山

勝 人

淳 範

美 邦

関 谷  勝 嗣

原  二 三 雄

内 多 小 五 郎

漬  中  誠

野 村  嘉 明

油 井  秀 男

板 垣  隆 房

原  紀 征

野 村  安 忠

松 田 欣 也

泉  正 文

小 野  文 生

中 田 寛 志

藤 井  健 平

千 田 博 通

吉 田 五 平

日 笠  紘

奥 山  貴 之

中 野  靖 英

高 橋  清 志

東 原  透

東    毅

大 月 秀 樹

平 林  久 一

関 根

岡 崎

義 雄

彬

森  田  一

平 田 登 志 郎

小 宮  淳 宏

福 岡  幸 一

里 見  光 徳

木 村  寛

星 野  忠 男

鈴 木  勝 之

井元 乾一郎

上 地  玲 子

増 田  明 美

矢島 富士雄

安 部  成 年

森 本  新 一

竹 井  千 庫

柾 木  繁 男

桑 原  五 郎

佐 藤  正 敏

古 河  正 道

坪 井  恭 紀

中 原  淑 子

羽場 頼二郎

河 野  広 幸

溝  口  烈

林  芳 正

青 木  昭 二

吹 田 修 一

岡 本  武 利

山 根  怜

遠 井  稔 男

藤 本  滋

中 山 紀 子

田 野  美 佐

奈 良  隆

澁 谷  有 人

杉浦 慶一郎

下 屋  浩 実

大 本  裕 志

千原 多美子

馬 場  克 彦

浅 野  哲 郎

福 本  和 宏

森 下  弘 志

松 浦  康 典

和 氣  健

森 山 幸 治

鈴 木  昌 徳

石 井  一 夫

竹 井

山 脇

千 庫

健

橋 本  角 市

毛 利  清 志

牧  野  武

本 郷  節 生

佐 藤  芳 朗

岡 村  英 男

藤 原  和 文

藤  原  航

梶 谷  俊 介

荒 り|1  昇

澤 口 文 裕

岸 田 吉 史

庄 司  一 也

岡 崎  彬

古 矢  博 通

平 田 賢 治

和 氣  誠

西 谷  英

屯 倉  紀 正

宮 武  博

川本 浩一郎

繁 定  昭 男

長 尾  隆 史

田 口 晃 也

銭 谷

藤 井

欽 治

健 平

顧
口日
l口」
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参 与 岡 崎  彬

坂  上  昭

民谷  千寿子

山 田 順 一 郎

阿 部  秀 夫

石 井  孝 典

山 形 守 平

直 江 克 也

大 田原 弘幸

下 根  浩 明

杉浦 慶一郎

永 井  邦 治

藤 井  健 平

村 山 俊一郎

蓑 田 智 通

松 井  守

瀬  戸  勝

難 波  宏 明

田 中 利 直

山 脇  健

山本 晋一郎

馬 場  善 久

梶 川  政 文

山 岸  徹 也

三村 竜太郎

今 井  茂 満

佐 竹  養 一

能 登  則 男

築 地  孝 彦

漬  中  勉

丸 山  正 広

大 沼 博 之

橋 本  健 一

小 野  文 生

大 原  陵 路

辻   昭  司

柴 田 秀 治

本 廣  淳 範

川 島  祥 嗣

赤 星  隆 弘

荒 木  雷 太

内 田 絢 子

常 本  直 史

岸   堅  士

藤 井  禎 介

田 村  健 児

内田 耕二郎

小 嶋  光 信

野津手 重信

浅  岡  武

樽 島  博 幸

新 井  研 二

明 神  憲 一

大官司 昭倫

増 渕  敦 人

坂 本  紀 典

上 松  芳 則

芝 ス ミ 子

村 元  英 美

三 井  裕

内 田  広 之

石川 憲一郎

佐 々 木 晃 久

坂 田 和 文

飯 島  節 生

矢島 富士雄

茶谷 不二雄

宮 本  和 幸

清 水 利 宏

谷 口 茂 敏

谷 口 英 彦

柳 本  尭 敏

長 尾  隆 史

森 山 敏 久

河 野  広 幸

平 林  久 一

小 松  貴

川 口 法 子

高 畠  大 作

吉 形  祐 司

小 野  理

高 橋  英 夫

森  田  昇

神  戸  照

鍵 本 芳 明

澤 口 文 裕

孫  田  淳

杉 山  剛 士

平 田 正 樹

鈴 木  賢 治

大 溝  誠 則

橋本 代里子

中 田 寛 志

大 坪  郁 弘

堂 園 弘 之

重 井  文 博

小 林  洋

池 田 経 二

石 田 和 清

堤  棟  男

玉 光  源 爾

小林 建太郎

大 月  秀 樹

山 田  隆

河 崎  正 紀

田部井 秀郎

山 蔭  栄

木 戸  純 一

福 本  和 宏

山 口 龍 城

長  岐  博

越  り|1  均

米 谷  和 也

松 井  和 子

岸 田  吉 史

長 野  博

高 井 信 一

安 部  成 年

棚 原 秀 則

藤  原  航

萩 野  克 己

横 山  忠 弘

森安 浩一郎

越 宗  孝 晶

香 山  直 人

花 房  稔

藤 井  健 介

廣 中  秀 紀

大 会 委 員 長  田部井 秀郎

大会副委 員長  山 田

長 尾

賢 一

隆 史

渡 邊  励  樽 島 博 幸  吉 原  俊 治  横 山 清 嗣

山 本  徹

委 員 丹 藤  勇 一

山 田  賢 一

関 根  忠

秋 山  啓 太

清 川 義 彦

久 保 佳 彦

高 橋  秀 信

上 原 信 彦

渡 邊  励

日 詰  彰 則

飯 田 武 司

成  田  聡

堀 越  晋

平 賀  国 康

吉 原  俊 治

菊  地  亨

山 下  幸 夫

下川原 堅蔵

滝 田 勝 彦

津 田 亘 彦

高 木  直 樹

千 葉

官 野

寺 田

土 居

佐 藤

山之内

岩 井

健 夫

慎 哉

裕 昭

晶 彦

裕 恒

正隆

智 幸
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釜  田  渉

藤 嶋  典 弘

山 根   尚

横 山  清 嗣

川 中  慶 明

船 木  茂

川 口  淳

浅 黄  喜 悦

関 根  務

羽 田 春 喜

増 田  和 伯

小 島  博 幸

三階堂 茂夫

尾 崎  好 秋

犬塚 加代子

徳丸 喜代志

小 田  和 文

藤 原  道 弘

松 下  浩 明

佐 藤  民 子

尾 崎  勝 久

光 本  清

川上 新太郎

難 波  英 昭

赤堀 宗一郎

小 坂  英 二

横 山  茂 嘉

牧 野  浩 也

寺 坂  鋭 子

名古谷 忠士

藤 井  志 保

小 林  正 純

藤 田 隆 司

坂 東  昭 栄

加 藤  敦

池 田  昌 隆

鳴 瀬  幸 裕

百 川  弘 通

星  栄 一

村 瀬  繁 義

菊 池  政 則

杉 山  洋 一

渡 邊  健 一

小 山  峰 明

篠 原  達 司

林 田 純 雄

高 江 洲  武

平 島  秀 典

佐 藤  忠 裕

片 岡  俊 之

畑  健  二

山 下  紀 一

小 田 豊 子

市 り|1  佑

小 林  桂 子

青 野  雅 裕

加 藤  秀 人

小 寺  一 正

片 山 哲 也

田 中  宏 和

川 上  和 子

今 井  宏 行

武 居  正 憲

長谷川 哲朗

坂 口 雅 紀

友 澤 邦 明

染  矢  淳

三 浦  徹 也

大 内  高 志

渡 邊 宏 明

武  内  彰

小 酒  正 明

岩  間  博

向  田  茂

長 尾  隆 史

倉 橋  孝

酒 井  達 彦

西    寛

柴  田  憲

松 岡  純 子

中 島  英 喜

野 田 修 嗣

阿 部  秀 一

伊 月  章 晃

神 田 亮 一

山 本  浩 之

蒲 地  直 志

井 上  ゆ み

山 峙  仁

片 山  輝 幸

岩 田 洋 介

歳 森  隆 夫

三 好  留 名

野 田 正 明

村 上  昌 司

宇 田川 貴生

大 岩  靖

山 下  和 幸

桑 山 靖 幸

大 内  栄 幸

上 野  修 一

鈴 木  市 朗

笹 岡  俊 男

松 田 光 司

辻   寛  司

森  由 美 子

濱 田 久美子

酒 井  一 匡

中 山 睦 雄

松 本  哲 也

西 崎  文 貴

高 見  龍 剛

中 元  一 幸

田 淵  芳 美

丸 尾  逸 人

赤 木  友 恵

細 り|1  誠

吉 山  隆 志

丸 川  勝 己

土井 田 匡徳

清 水  公 康

河 本  尚 樹

向 井  一 郎

井 上  博 子

幾 留  純 二

田 尻  肇

井 筒  秀 明

渡 邊 浩 司

白 石  邦 俊

田 里 一 美

西 村  充 司

高 張  浩 一

川 手  正 昭

渡 辺  藤 夫

森 田 恭 司

柳  和 希

齋 藤  嗣 夫

西 元  孝 幸

荒 川  信 一

中須賀 祥雅

中 原  修 二

香 山 百合子

藤 井  一 男

松 川  大 記

大塚 貴美代

香 西  清 輝

立石 潤一郎

山 中  直

島 村  貴 司

石 原  秀 和

内 藤  誠

山 本  茂 令

小  野  暁

吉 田 武 生

難波 愛里沙

(平成 28年 7月 1日 現在 )
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安

子

春

美

子

依

子

子

代

弓

衣

弥

か

莉

法

子

一

篤

博

雄

夫

輔

志
　
　
美
　
　
　
　
　
　
や

郁

敬

良

登

智

貴

真

佑

由

さ

悠

祥

舞

宏

　

辰

敏

辰

大

新太郎

則

樹

嗣

元

雄

智

尚

修

　

睦
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運営役員

総 務 部 長 西 崎 文 貴

総 務 副 部 長 新 井 研 二

総  務  主  任  山 田 千津子  枝 木 謙太郎  小 山   誠  寺 脇 理 史  佐 藤 忠 裕

総 務 委 員 下 り|1 和 恵
星 カロ 康 昭

松 り|1 大 記

受付案内接待委員 直 子
亜佑子

由紀子

環 境 整 備 委 員

式 典 表 彰 主 任  小 山   誠

式典 表彰副 主任  仁 科 知 子

式 典 表 彰 委 員

駐車 駐輪 場 委 員

加 藤 好 明  中 桐 ゆかり  春 名 容 子  清 水 梨 恵

本 山 莉 帆  山 本 和 美
片

市 川
井 上

青 山
戸 川

貫 一

大 輔
陸 紀
丈 士

川 野 一 貴
水

男Б

〃ヒ

愛

樹代子

田

尾

岡

妹

子

栄

真

信

淵

藤

高

加

原

原

原

林

藤

梶

登

紀

栄

貴

木

子

村

児

帆

那

美

香

野

光

浅

國

次

明

清

広

尾

元

長

藤

治

子

賢

文

木

子

鈴

児

雅

絵

和

千

長谷部

山

子

太

靖

勇

柳

村

佐

中

幸

子

宏

純

吉

藤

中

佐

稲 岡 未来子
江 村 真 琴

西 井 美紗子
表   梨 紗

郎

裕

規

卓

英

正

田

須

木

史

治

美

也

一

昌

英

達

徹

成

寄

村

山

　

澤

山

西

大

東

花

治

大

夫

一

勇

賢

宙

郁

龍

田

村

森

山

井

山

田

歳

小

石

剛

宏

久

二

治

俊

稔

淳

賢

本

西

藤

尾

田

楠

大

佐

矢

内

巨

貢

尭住

内

黒

壺

医

大 会 写 真 委 員  唐 木 祐生子  高 田 和 俊

救 護 委  員  岸 本 江利子  松 本 雅 子  道 下 弘 恵  太 田 員理子

筆  耕  者 森  純 子 篠 原 幸 子 川 西 美 波

ウェルカムステージ委員  り|1 野    聖

師 山 田 和 希  戸 田 聡一郎  藪 野 信 美  伊 達 宏 和
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師  城 戸 豊 美  横 山 絹 代  石 坂 暁 子  瀧 り|1 純 子  河 本 都希子看   護

(平成28年 7月 1日 現在 )
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衣

織

里

乃

麻

沙

悠

芳

原

島

井

木

中

福

鳴

椋

希

の

ら

咲

脩

し

さ

有

井

島

廣

波

柳

中

松

難

也

理

達

愛

橋

上

高

瀧

起

子

湖

晶

野

市

河

古

郎

佐

太草

有

原安

原

口員助補行進

実
　
　
緒

歩
　
　
菜

鶴
　
　
山

士
口
　
　
　
　
市
閂

果
　
　
乃

桃
　
　
夢

行
　
　
崎

本
　
　
西

菜
　

　

々良

結
　
　
希

尾
　
　
口

高
　
　
山員助補送放

規

利

太

公

拓

翔

本

上

野

平

保

岡

井

吉

氏

長

樹

み

僚

剛

貴

な

瑞

ま

　

将

敦

田

野

井

西

野

保久

板

安

中

山

子

佳

基

太

貴

恭

穂

智

涼

祐

波

井

井

玉

井

万

永

安

小

廣

美

咲

靖

佑

生

夏

美

竜

享

大

田

田

辺

村

尾

武

澤

山

津

星

原

井

島

藤

土

大

奈

斗

歩

玲

皓

里

華

樹

帆

希

佑

和

里

瑞

木

部

田

本

人

阿

竹

竹

貴

佳

基

希都

珠

利

喜

侑

谷

渕

森

口

板

田

家

田

里

弥

太

陽

由

紗

航

晴

口

石

川

江

山

大

小

黒

楓

吾

矢

月

省

侑

菜

代

井

下

澤

田

土

松

井

晃

楓

介

花

朋
　
　
雄

桃

口

田

名

内

山

石

山

堀

希

歩

葵

佳由

拡

希

　

　

真

峙

嶋

本

行

西

津

松

珍

吾

季

花

優

翔

沙

勇

有

井

田

村

清

坪

山

野

是

平
　
々奈

築

邊

都

渡

口員助補場〈バ
習練

紅

太

美

雄

本

好

杉

三

競技補助員

小 倉 奈々緒

森  彩 賀  寺 山 莉 奈  中 谷 萌 佳

真

子

壮

理

崎

峙

藤

松

織

美

伊

智

宅

門

三

賀

恵

空

奈香

大

森

松

大

平

柴

也聖

脇

山

刀

稲

記 録 報 道 補 助 員  庄
大 前

選 手 招 集 補 助 員  川 崎 瑞 生

本 田 彩 乃

夢

輝

大

充

浦

田

北

柳

恵莉奈

賢士郎

大 輝
蓮 斗
真由子

前 田 颯 人

隼 人
翔太郎

本 可南恵
玉 優 佳
知奈美

下 華 音

原

中

土

口

川

屋

シ ヤ トル 補 助 員

輝

基

一

香

人

音

生

士

衣

也

河

浩

実

美

な

日

　

　

　

　

　

　

　

一

　

々

征

瑞

太

明

陸

初

泰

貴

結

遥

大

　

夏

菜

ひ

田

下

上

本

手

添

上

西

藤

田

岡

駒

川

本

橋

池

森

池

高

井

川

西

近

佐

鎌

石

生

市

山

高

地

樹

太

斗

朗

帆

人

月

来

大

太

郎

奈

梨

由

太

　

　

　

　

　

　

太

大

　

創

海

康

真

海

瑞

実

泰

勇

凌

杏

真

真

田

野

川

野

田

本

井

田

名

原

　

田

宮

村

宅

宮

矢

荒

槙

津

森

藤

植

春

藤

森

福

下

野

三

貴

斉

一

哉

也

香

遼

花

花

覚

生

穂

彩

和

菜

々

熙

　

幸

達

朋

菜

　

結

結

　

丈

知

　

日

加

里

　

田

野

橋

島

川

　

藤

田

本

原

神

崎

時

在

森

酒

相

高

瀬

石

角

安

上

宮

吉

後

尾

守

河

人

汰

太

人

佳

実

月

考

馬

輝

弥

陽

奈

絵

菜

　

　

　

　

　

　

里

銀

隼

颯

健

寛

千

奈

奈

真

翔

大

歌

美

侑

萌

崎

井

井

澤

木

越

木

尾

田

屋

島

藤

坂

田

口

尾

坪

向

有

楠

名

四

永

漬

守

星

佐

小

上

山

樹

希

斗

大

花

舞

子

昌

斗

太

也

彩

祐

和

湧

智

陽

　

紗

孝

泰

健

聖

江

原

本

川

村

田

矢

宅

村

本

入

高

川

山

三

中

飛

三

岡

杉

橘

柏

児

岸

木

一員一不表点得審線
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奈

遼

厘

太

奈

希

香

平

香

穂

誠

勇

沙

也

也

華

子

希

希

ナ

花

介

樹

瑠

慎

太

剛

一

弥

優

季

舞

那

輝

斗

楓

美

海

央

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

美

里

　

　

ン

春

　

朱

駿

玲

一

美

哲

萌

菜

大

　

理

拓

哲

瑠

佑

遥

直

ア

純

駿

弘

　

　

涼

　

太

朋

茉

由

　

奈

　

海

　

紅

仁

丸

場

澤

吉

宅

原

戸

本

角

木

田

原

日

本

本

近

　

須

門

山

川

尾

宗

絲

林

村

沼

本

林

川

見

上

原

原

本

若

武

は

石

的

相

有

三

竹

楠

岩

古

枝

原

中

酒

岸

山

宗

仲

那

長

高

岡

丸

池

久

小

竹

浅

樫

小

中

寺

尾

河

竹

川

義

中

宇

彩

哉

奈

哉

鷹

や

香

葵

夢

子

輔

加

乃

夏

也

子

音

輝

國

尚

加

治

い
ソ

早

柊

花

侑

　

ま

優

　

十

侑

俊

瑠

香

彩

悠

尋

唯

和

秀

範

実

周

都

輔

咲

斗

孔

智

斗

奈

み

香

伊

二

つ

直

祐

　

駿

　

大

海

日

み

里

麻

脩

尾

直

岡

岡

治

林

條

光

本

頭

川

本

田

木

藤

司

原

本

木

宅

上

尾

田

河

本

名

西

崎

　

本

山

田

枝

内

賀

´
Ｌヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ョ
「ヽ

長

廣

北

光

大

小

南

金

山

田

中

河

米

青

佐

中

能

上

村

三

岸

金

野

十

山

角

中

古

林

島

丸

広

赤

武

中

音

貴

緒

朗

輝

紗

子

治

孝

音

華

太

栞

香

樹

亜

多

護

記

太

香

太

馬

己

也

穂

樹

力

陵

也

乃

美

都

華

遼

ぇ

月

華

菜

洋

り

子

咲

明

友

己

翔

勇

凪

可

龍

優

風

清

翔

似

愛

英

莉

瞭

　

康

皓

綾

亮

将

拓

優

奈

佑

一
　

郁

彩

歩

秀

優

　

こ

希

鈴

陽

克

ゆ

結

未

木

保

原

田

井

師

手

　

田

下

本

中

岡

川

藤

田

藤

部

戸

田

原

田

重

原

師

岡

野

通

崎

島

塚

本

寄

饗

好

馬

宅

下

宅

脇

藤

　

橋

久

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

和

鈴

大

神

片

安

土

川

伴

高

松

山

田

増

水

後

池

近

渡

岸

原

中

戸

俄

藤

土

松

萱

源

津

田

八

岩

檜

大

三

岡

三

山

三

洲

加

岡

高

奈

実

来

朗

汰

葉

躍

華

雄

菜

衣

登

夏

乃

伸

貴

匠

郎

人

哉

依

夏

介

咲

一

太

起

海

大

麻

由

歩

史

葵

地

花

美

希

月

輝

菜

輔

月

太

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

太

　

　

　

　

之

綾

愛

実

虎

勇

爽

祐

静

康

里

葵

陽

芳

彩

憲

大

　

健

康

朋

佑

千

龍

実

太

幹

海

拓

旺

裕

茉

志

洋

　

大

友

茉

優

菜

直

由

佑

美

口

藤

本

村

廣

田

谷

野

田

中

田

口

岡

井

口

川

西

邊

井

谷

宅

本

村

田

村

上

光

谷

口

口

原

宅

谷

野

坂

見

野

口

西

山

藤

橋

村

野田

安

樫

木

経

今

中

小

原

田

岡

樋

増

藤

城

立

香

渡

吉

板

三

山

野

高

中

野

繁

表

花

花

河

三

張

平

小

寺

水

山

大

白

遠

高

野

尋

衣

吾

祐

裕

千

優

真

悠

智

山

本

谷

田

田

奥

脇

奥

寺

吉

佳千中須賀

龍之介

伎

花

遠

衣

香

太

斗

碧

輔

海

香

里

也

大

乃

希

樹

倖

楓

永

麻

優

佑

拓

　

桂

拓

侑

海

怜

智

琴

咲

祐

門

田

羽

田

田

田

田

田

野

房

岡

栗

吹

野

田

井

月

加

徳

細

原

来

岡

山

柴

員

花

光

笹

矢

田

藤

藤

望

太

郎

人

輝

汰

香

奈

音

菜

香

紀

波

耶

海

菜

奈

平

菜

航

太

勇

幸

颯

紀

侑

薫

晴

桃

龍

奈

沙

菜

花

由

滉

結

本

　

良

井

村

　

本

上

場

田

本

中

野

坂

宅

上

田

前

森

杉

米

松

下

森

荒

井

馬

増

岩

田

中

田

三

山

吉

下

真由美松

木 晶 佳
平

佐 々

藤 崎 亜梨奈

晴

香

渡

良

和

千

文

海

咲

本

室

本

木

口

井

大

山

玉

田

子

香

奈

太

登

衣

子

莉

綾

葉

啓

直

葵

梨

平

澤

國

江

川

田

沢

賀

元

藤

常

加

前

鎌

亀
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ウエル カムステー ジ

出   演    者

-32-



催主

平成28年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会
高松宮記念杯 第 67回全国高等学校バ ドミントン選手権大会

実施要項

(公財)全国高等学校体育連盟 (公財)日本バ ドミントン協会

岡山県 岡山県教育委員会 岡山市 岡山市教育委員会

共  催   読売新聞社

後  援 スポーツ庁 (公財)日 本体育協会 日本放送協会
(公財)岡山県体育協会 (一財)岡 山市体育協会

主  管 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

岡山県高等学校体育連盟 岡山県バ ドミントン協会

特別協賛   大塚製薬

協  賛   JTB マイナビ カンコー学生服

1 期  日
(1)開
(2)競
(3)閉

2 会  場

(1)開

∠、
7ヽ

/、
アヽ

式

技

式

平成 28年 8月 7日 (日 )13時 00分～

平成 28年 8月 8日 (月 )～ 12日 (金)5日 間

平成 28年 8月 12日 (金)競 技終了後

岡山シンフォニーホール

〒700-0822 岡山市北区表町一丁目5番 1号

TEL 086-234-2001

ジップアリーナ岡山 (岡 山県総合グラウン ド体育館 )

〒700-0012 岡山市北区いずみ町 2番 1-3号
′
「EL 086-253-3944

岡山市総合文化体育館

〒702-8024 岡山市南区浦安南町 493番地 2号

TEL 086-263-7474

ジップアリーナ岡山 (岡 山県総合グラウン ド体育館 )

〒700-0012 岡山市北区いずみ町 2番 1-3号

TEL 086-253-3944

会  式

(2)競   技

(3)閉 会 式
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3 競技種目
(1)学校対抗
(2)個 人対抗

各団体戦

各個人戦 (シングルス・ダブルス)

女

女

男

男

4 競技日程

5 競技規則
平成 28年度 (公財)日 本バ ドミントン協会競技規則。同大会運営規程。同公認審判員規

程による。

6 競技方法
(1)学校対抗 (団体戦)
ア トーナメント戦方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
イ ダブルス 2組・シングルス 3名で行い、試合順序はダブルス 1・ ダブルス 2・ シ
ングルス 1・ シングルス 2・ シングルス 3で実施する。なお、シングルス 1出場者

以外は、ダブルスとシングルスを兼ねて出場することができる。

ウ 1対抗戦は 3マ ッチ先取とする。
工 監督・コーチ・マネージャーの変更は、大会事務局に所定の変更届出用紙で提出
する。但し、追加は認めない。

オ 選手の変更は、校長及び各都道府県高等学校体育連盟会長の承認を得て、大会事
務局に所定の変更届出用紙で提出する。

力 上記 6(1)工 。オについては、監督会議開始前 (監督会議受付でも可)までとする。

期   日 時   間 内 容 (種  日) ノ 、

場ア ヽ

8月 8日 (月 ) 9時 30分～
学校対抗

1回戦～ 3回戦

ジップアリーナ岡山

岡山市総合文化体育館

男子

女子

8月 9日 (火 ) 9時 30分～

学校対抗

準々決勝～決勝

学校対抗表彰式

ジップアリーナ岡山  男子・女子

8月 10日 (水 ) 9時 30分～
個人対抗ダブルス

1回戦～準々決勝

ジップアリーナ岡山

岡山市総合文化体育館

男子

女子

8月 11日 (木 ) 9時 30分～
個人対抗シングルス

1回戦～準々決勝

ジップアリーナ岡山

岡山市総合文化体育館

男子

女子

8月 12日 (金 ) 9時 30分～

個人対抗ダブルス・

シングルス

準決勝～決勝

個人対抗表彰式

閉会式

ジップアリーナ岡山  男子 。女子
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(2)個 人対抗 (個人戦)
ア シングルスおよびダブルスを行う。(シングルス・ダブルスは兼ねて出場できる。)
イ トーナメント方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
ウ 選手の変更は、いかなる場合も認めない。

7 引率・監督
(1)引 率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は校
長の認める学校の職員とする。

(2)監督・コーチは、校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠
償責任保険 (スポーツ安全保険等)に必ず加入することを条件とする。

8 使用用器具
(公財)日 本バ ドミントン協会検定・審査合格用器具及び平成 28年度第 1種検定合格

水鳥球を使用する。

9 参加資格
(1)選 手は、学校教育法第 1条に規定する高等学校 (中等教育学校後期課程を含む)に
在籍する生徒であること。但し、休学中、留学中の生徒は除く。

(2)選 手は、都道府県高等学校体育連盟に加盟している学校の生徒で、当該競技専門
部に登録し、当該競技実施要項により全国大会の参加資格を得たものに限る。但し、

都道府県高体連に専門部が設置されていない種目については、加盟校の生徒である

こととする。

(3)監督・コーチ 。選手・マネージャーは、 (公財)日 本バ ドミントン協会に平成 28
年 6月 24日 (金)までに会員登録を完了した者とする。

(4)年齢は、平成 9(1997)年 4月 2日 以降に生まれたものとする。但し、出場は同一
競技 3回までとし、同一学年での出場は 1回限りとする。

(5)チ ームの編成において全国制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は
認めない。

(6)統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を
認める。

(7)転校後 6ヶ 月未満のものは参加を認めない。(外国人留学生もこれに準ずる)但し、
一家転住などやむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の認可があれ

ばこの限りではない。

(8)出 場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長及び所属する高
体連会長の承認を必要とする。

(9)参加資格の特例
ア 上記 (1)(2)(3)に 定める生徒以外で、当該競技実施要項により大会参加資格を
満たすと判断され、都道府県高等学校体育連盟会長が推薦した生徒について、別途

に定める規定に従い大会参加を認める。

イ 上記 (4)の但し書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出
場は、同一競技 3回までとする。
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【大会参加資格の別途に定める規定】

1 学校教育法第72条、115条、124条及び134条の学校に在籍し、都道府県高等学校体育連
盟の大会に参加を認められた生徒であること。

2 以下の条件を具備すること。
(1)大 会参加資格を認める条件
ア (公財)全国高等学校体育連盟の活動の目的を理解し、それを尊重すること。

イ 参加を希望する特別支援学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校にあつては、
学齢、修学年限とも高等学校と一致していること。また、広域通信制連携校の生徒に

よる混成は認めない。

ウ 各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、全
国大会への出場条件が満たされていること。

工 各学校にあっては、部活動が教育の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員
の指導のもとに適切に行われており、活動時間等が高等学校に比べて著しく均衡を

失していず、運営が適切であること。

(2)大会参加に際し守るべき条件
ア 全国高等学校総合体育大会開催基準要項を遵守し、競技種目別大会申し合せ事項
等にしたがうとともに、大会の円滑な運営に協力すること。

イ 大会参加に際しては、責任ある学校の職員が引率するとともに、万一の事故の発
生に備えて傷害保険に加入しておくなど、万全の事故対策を講じておくこと。

ウ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。

10 参加制限

(1)学校対抗 (団体戦)
ア 参加チーム数
(ア)各都道府県は男女とも、 1チームとする。

(イ)北海道は、男女とも、道南 。道北より各 1チームとする。

(ウ)開催県 (岡山県)は、男女とも、各 1チームを増やすことができる。

イ チーム編成
監督 1名、コーチ 1名、マネージャー 1名、選手 5名以上 7名以内とする。また、

5名 を欠いた場合はチームとして認めない。(同一校で男女出場する場合は、それぞ

れに別の監督をつけること。)

(2)個 人対抗 (個人戦)
ア 参加数
(ア)各都道府県は男女とも、シングルス 2名、ダブルス 2組。

(イ)北海道は、男女とも、道南 。道北より、各シングルス 2名 、ダブルス 2組。

(ウ)開催県 (岡山県)は、男女とも、各シングルス 2名、ダブルス 2組を増やすこと

ができる。

イ ダブルスの編成は、同一校選手による。
ウ 監督は、1名 とする。(同一校で男女出場する場合は、それぞれに別の監督をつけ
ること。 )
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(3)

ア

外国人留学生

学校対抗 (団体戦)

申し込みは 2名以内とし、 1対抗戦の出場は、その出場人数 (1名 または 2名 )に
関わらず、 1試合とする。
個人対抗 (個人戦)

男女とも、道南 。道北 。各都道府県シングルス 1名 、ダブルス 1組までとする。

マネージャーは当該校の職員または生徒とする。

イ

(4)

11 参加申込

※個人情報の取り扱いに関して

大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ以

外の目的に利用することはありません。(詳 しくは実施要項の最終ページを参照してく

ださい。)

(1)申込書類
ア 参加申込書        学校対抗・個人対抗とも4部

(1部は、各都道府県高等学校体育連盟で保管する)

イ 参加料振込通知書     1枚
(2)申 込方法
所定の様式により4部作成し、各都道府県高等学校体育連盟で取りまとめ、 1部

は各都道府県高等学校体育連盟で保管し、 2部は下記申込先宛に簡易書留郵便で申

し込むこと。なお、その際に参加料の銀行振込通知書 (副 )を同封すること。

参加校は、下記要領に従って、参加申込書及びそのデータを提出すること。

参加申込書は、エクセル形式ファイルを下記の (5)のホームページから、ダウンロー ド

して作成し、プリントアウト(正・副・控 。都道府県控の4枚)すること。 (詳細に関しては、

別紙説明書あり)

プリントアウトした参加申込書の必要筒所に押印して提出すること。

また、入力したデータは、下記の(4)のメールア ドレスに6月 21日 (火)ま でに送信する

こと。その際、各学校等における個人情報の電子メール送信に係る取り決め等を遵守する

こと。もし、送信が不可能な場合はデータをCD一 R等に保存して、下記申込先へ送付す
ること。 (記録メディアについては参加校で用意すること。)

(3)申 込期限
平成 28年 6月 27日 (月 )必着

(入カデータは資料作成のため、6月 21日 (火 )までに、下記の (4)のメールアド

レスに送信すること)

(4)申込先
〒700-8544 岡山県岡山市北区大供一丁目1番 1号

岡山市市民生活局スポーツ振興課内

平成 28年度全国高等学校総合体育大会

岡山市実行委員会事務局 バ ドミントン競技担当 宛
TEL 086-803-1616    FAX 086-803-1768

(送信先) E¶ail okabado2016@city.Okayama.jp
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(5)平成 28年度全国高等学校総合体育大会公式ホームページ
「2016情熱疾走 中国総体」

http://www.kOukousoutal.com/2016soutai/event/index_okayama.php

12参 加 料
(1)参加料
ア 学校対抗 (団体戦)1チ ーム   40, 000円
イ 個人対抗 (個人戦)1  名    4, 000円
(シングルス・ダブルスの重複出場者は 1名分のみとする)

(2)納入方法
ア 各都道府県高等学校体育連盟で取りまとめ、参加申込と同時に、所定の銀行振込
用紙を用いて、下記の口座に振り込むこと。

イ 振込先

指定銀行 中国銀行 岡山市役所出張所

口座番号 普 通  1311199

口座名義
チヽネ年

ユゥ
８

ニジ
２晟ヘィ平

コウトウ

高等 大会岡山市実行委員会事務局

経二
ガ
技
ヨ
立
中
¨

キ
喜
″
ン
ン
ト
ｔ
ｒ
ン
ン
ミ

ミ

ド

トヽ

ノ

ノ

ジムキョクチョウ  ィ クダ
事務局長 池田

(3)参加取消に伴う納入金の取り扱い

ア 参加申込期限日までの取消については返金する。ただし、振込手数料を差し引い
た額とする。

イ 参加申込期限日後の取消については、返金しない。

13 表  彰
(1)学校対抗 (団体戦)
ア 男子及び女子の優勝校に、高松官記念杯を授与する。
イ 男子及び女子の優勝校に、文部科学大臣賞状及び文部科学大臣杯を授与する。
ウ 男子及び女子の優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟会長杯を授与する。
工 男子及び女子の優勝校に、 (公財)日 本バ ドミントン協会優勝旗を授与する。
オ 男子及び女子の優勝校に、NHK盾 を授与する。
力 男子及び女子の優勝校に、読売新聞社杯を授与する。
キ 男子及び女子の準優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟会長盾を授与する。
ク 男子及び女子の準優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部長
杯を授与する。

ケ 男子及び女子の 3位までの入賞校に、 (公財)全国高等学校体育連盟賞状及びメダ
ルを授与する。

コ 男子及び女子の 3位までの入賞校に、 (公財)日 本バ ドミントン協会メダルを授与
する。

サ 男子及び女子の 3位までの入賞校に、 (公財)日 本バ ドミントン協会賞状を授与す
る。

※ 優勝杯、優勝旗、準優勝盾、準優勝杯は、持ち回りとする。
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(2)個 人対抗 (個人戦)
ア 男子及び女子のシングルス優勝者に、 (公財)全国高等学校体育連盟 トロフィーを
授与する。

イ 男子及び女子のダブルス優勝者に、 (公財)日 本バ ドミントン協会会長 トロフィー
を授与する。

ウ 男子及び女子のシングルス準優勝者に、 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミント
ン専門部長杯を授与する。

工 男子及び女子のダブルス準優勝者に、 (公財)全国高等学校体育連盟 トロフィーを
授与する。

オ 男子及び女子のシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、 (公財)全国高等
学校体育連盟賞状及びメダルを授与する。

力 男子及び女子のシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、 (公財)日 本バ ド
ミントン協会メダルを授与する。

キ 男子及び女子のシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、 (公財)日 本バ ド
ミントン協会賞状を授与する。

※ 優勝杯、準優勝杯、及び トロフィーは、持ち回りとする。
(3)監督
学校対抗 (団体戦)優勝校の監督を (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門

部が表彰する。

(4)レ プリカ
前年度の優勝校、準優勝校及び優勝者、準優勝者にレプリカを授与する。

14 宿

(1)

(2)

,自

宿  泊
選手・監督及び引率責任者等 (参加申込書に記された者)並びに役員等の宿泊は、

下記の申込方法により「中国総体2016 岡山県配宿センター」 (以下、 「配宿セン

ター」という。)を通じて申し込まなければならない。

なお、上記に違反があった場合は、 (公財)全国高等学校体育連盟専門部及び都

道府県高等学校体育連盟が当該校に対して指導を行う。

宿泊料金

宿泊料金は、原則として下記のとおりとする。

料金区分 宿泊料金

宿泊施設

A

宿泊施設

B

宿泊施設

C

宿泊施設

D

宿泊施設

E

宿泊施設

F

宿泊施設

G

宿泊施設

H

選手・監督

1泊 2食又

は

1泊 夕食

13,001円

14,000円

12,001円

13,000円

11,001円

12,000円

10,001円

11,000円

9,001円

10,000円

8,001円

9,000円

7,001円

8,000円

6,000円

7,000円

役 員

1泊 2食又

は

1泊 夕食

13,801円

15,000円

12,801円

13,800円

11,801円

12,800円

10,801円

11,800円

9,801円

10,800円

8,801円

9,800円

7,801円

8,800円

6,800円

7,800円
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視察員 。

報道関係

者等

1泊朝食

11,041円

12,000円

10,241円

11,040円

9,441円

10,240円

8,641円

9,440円

7,841円

8,640円

7,041円

7,840円

6,241円

7,040円

5,440円

6,240円

素泊り

1無料提供朝食

含む ,

9,661円

10,500円

8,961円

9,660円

8,261円

8,960円

7,561円

8,260円

6,861円

7,560円

6,161円

6.860円

5,461円

6,160円

4,760円

5,460円

(3)

ア

※ 1 宿泊料金には奉仕料を含む。消費税は含まない。
※2 入湯税及び宿泊税が課税される場合は、当該税額が別途加算される。
※3 昼食弁当を申し込んだ場合、選手・監督は 1食当たり864円 (消費税込)を別
途支払う。

※4 1泊 2食 とは宿泊当日の夕食と翌日の朝食のことをいう。
※5 1泊夕食とは無料提供朝食が付いている宿泊施設のことをいう。また、素泊
まり (無料提供朝食含む)と は食事提供がない (または無料提供朝食が付いて

いる)宿泊施設のことをいう。

※6 上記の料金によりがたい場合は、上記料金表の上限を超えない範囲で別途定
めることがある。

申込方法

申込責任者は、所属長の責任のもとに、配宿センターホームページ内にある宿泊

申込様式に必要事項を入力し申込登録をする。併せて、その登録内容を「宿泊申込

書」としてプリントアウトする。 (学校長印、都道府県高等学校体育連盟会長印の

押印必要)

申込責任者は、プリントアウトした宿泊申込書及び参加申込書の写しを速やかに

各都道府県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部に提出する。

各都道府県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部は、宿泊申込書を各都道府県高

等学校体育連盟会長あてに提出する。

各都道府県高等学校体育連盟会長は、上記書類を確認のうえ、以下の申込先へ申

込期限必着で郵送する。

申 込 先
中国総体2016 岡山県配宿センター

〒700-0822岡 山市北区表町一丁目7番36号  JTB岡 山ビル 4階
TEL 086-234-9561   1FAX 086-234-9562

申込期限

選手・監督及び引率責任者等           平成28年 6月 29日 (水 )

選手・監督及び引率責任者等以外         平成28年 6月 22日 (水 )

宿泊の変更及び取消し

入宿前について

(ア)宿泊決定通知書が到着する前は、申込責任者がインターネット申込み画面に直

接変更内容を入力して変更登録するか、出力した宿泊申込書に加筆修正してファ

クシミリで上記申込み先へ送信するものとする。

イ

ウ

コニ

(4)

(5)

ア

イ

(6)

ア
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(イ)宿泊決定通知書が到着した後は、申込責任者がインターネット申込み画面に直

接変更内容を入力して変更登録するか、到着した宿泊決定通知書兼変更依頼書に

加筆修正してファクシミリで上記申込み先へ送信するものとする。その効力の発

生は、インターネット上での変更申込みが完了した日時とする。また、ファク

シミリにおいては、上記申込み先に着信した日時とする。

イ 入宿後について
申込責任者が直接宿泊施設へ速やかに申し出るものとし、その効力の発生は、

申出のあつた日時とする。

ウ 宿泊取消料金について

宿泊予定日の5日 前からの取消し及び宿泊申込み後、変更・取消しの申出がな

いまま宿泊をしなかった場合には、「平成 28年度全国高等学校総合体育大会宿泊

要項」に定める宿泊取消料金がかかるものとする。

※選手・監督の特例

競技の結果により取消しをする場合、利用予定前日の午後 8時までは取消料金

が発生しない。午後 8時以降の取り消しの場合は、 1泊分の宿泊料金がかかること

とする。

(7)そ の他
詳細については、配宿センターのホームページを参照のこと。

15組 合 せ
(1)(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部及び (公財)日 本バ ドミントン

協会の責任において行う。

(2)組 合せ抽選は、平成 28年 7月 9日 (土)に行う。
(3)組 合せ抽選にともなう諸会議

16諸 会 議

会 議 名 日   日寺 場  所

第 1回常任委員会 7月 7日 (木)13時 00分 ジップアリーナ岡山 会議室 1・ 2

第 2回常任委員会 7月 8日 (金)9時 00分 ジップアリーナ岡山 会議室 102

組合せ抽選会議 7月 9日 (土)9時 00分 ジップアリーナ岡山 会議室 1・ 2

会 議 名 日   日寺 場  所

第 3回常任委員会
8月 4日 (本)13時 00分

5日 (金 )9時 00分
岡山市総合文化体育館 会議室

専門委員長会議 8月 6日 (土)10時 00分 ジップア リーナ岡山 会議室 1・ 2

監 督 会 議 8月 6日 (土)13時 00分 ジップアリーナ岡山 会議室 1。 2

審 半ll 会 議 8月 7日 (日 )17時 00分 ジップアリーナ岡山 会議室 1・ 2
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17 連絡事項

(1)服装
ア 競技時の服装は、色付き着衣を使用する場合、 (公財)日 本バ ドミントン協会の検
定審査合格品とする。

イ 上衣の背面中央に必ず高等学校名及び都道府県名を日本文字で明記し、文字の色
は上衣に鮮明に映えるものとする。目立たない場合には、ゼッケンをつけてもらう

場合もある。

【上段 :学校名 (やや大きく)、 下段 :都道府県名】

ゼッケンを使用する場合、自の布地で縦 15 cm、 横 30 cmの大きさを基準とする。

(ゼ ッケンの場合の文字の色は、黒色または濃紺色とする。)

文字の大きさについては、大会運営規程第 24条による。

(例 )

← ―-  30 cm  ――……>

↑
学 校 名

都道府県名

15 cm

(2)

(3)

ア

イ

ウ

(4)

ア

イ

ウ

コ■

(5)

ウ

(6)

ア

イ

l

▼

開会式・閉会式に参加する時の服装は、競技時の服装に準じる。

応急処置

競技時の傷害、疾病等の応急処置は主催者側で行うが、その後の責任は負わない。

なお、参加者は健康保険証を持参すること。

プログラムの無償配布

プログラムの無償配布は次のとおりとする。

都道府県選手団本部              2部
学校対抗 (団体戦)出場チーム (監督を含む)   3部
個人対抗 (個人戦)のみ出場者          1部
備考

引率責任者は、 (公財)全国高等学校体育連盟「大会参加選手心得」を精読の上、

事前に生徒指導の万全を期すとともに出場者の行動に対して責任を負 うものとする。

部旗 。応援旗の使用については、大きくないものとする。

学校対抗 (団体戦)、 個人対抗 (個人戦)は、アドバイス席を設ける。

大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ

以外の目的に利用することはありません。

来会及び各競技会場への移動

駐車スペースが限られているので、公共交通機関を利用すること。

(公財)日 本バ ドミントン協会環境委員会よりお願い

(開催地の)ゴ ミの分別収集に協力してください。

(宿泊先の)部屋から出るときは、エアコン・テレビ。ライ トのスイッチを消して

ください。

マイ歯ブラシを持参して大会に参加してください。ウ
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【問い合わせ先】

平成 28年度全国高等学校総合体育大会
岡山市実行委員会事務局 バ ドミントン競技担当
〒700-8544 岡山県岡山市北区大供一丁目1番 1号

岡山市市民生活局スポーツ振興課内

TEL 086-803-1616   FAX 086-803-1768

E―mail  okabado20160city.okayama.jp
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ノヘ =ロ個E△
バ

種別 月 日 内容 場所 開始時間

大会準備

8月 4日 (木 )

8月 5日 (金 )

8月 6日 (上 )

8月 7日 (日 )

競技会場準備
競技・運営リハーサル

競技会場準備

式典・表彰準備

岡山市総合文化体育館

岡山シンフォニーホール
ジップアリーナ岡山

8:30

△   =曇
Zヽ  6我

8月 4日 (木 )

8月 5日 (金 )

8月 6日 (土 )

8月 6日 (土 )

8月 7日 (日 )

第 3回常任委員会

専門委員長会議

監督会議

審判会議

岡山市総合文化体育館

ジップアリーす岡山

13:OO

9:○○

10:OO

13:OO

17:OO

開会式

8月 6日 (土 )

8月 7日 (日 )

準備

準備

日 日 △ ――ド

1刑ム エヽ

岡山シンフォニーホール

8:30

8:30

13:OO

競 技 8月 8日 (月 )
学校対抗
1回戦～3回戦

《男子》
ジップアリーす岡山
《女子》

岡山市総合文化体育館
9:30

兄兄

表彰
技
式
8月 9日 (火 )

学校対抗
準々決勝～決勝
学校対抗表彰式

《男子・女子》
ジップアリーす岡山 9:30

競 技

8月 10日 (水 )

8月 11日 (木 )

個人対抗 ダブルス
1回戦～準々決勝

個人対抗 シングルス
1回戦～準夜決勝

《男子》
ジップアリーす岡山
《女子》

岡山市総合文化体育館

9:30

8月 12日 (金 )

個人対抗
ダブルス・シングルス
準決勝・決勝
個人対抗表彰式
閉会式

《男子・女子》
ジップアリーナ岡山 9i30
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日

競 技
表彰式
閉会式



１
工
　

ｎ
∠

　

∩５ 次第

期

会

式

日

場

開 会 式 式 典 要 項

平成 28年 8月 7日 (日 )受付 12:00～ 12:50 開始 13:00～
岡山シンフォニーホール

No 時刻(時間) 次 第 登 壇 者 氏  名 備  考

12:55 選手集合完了

９

“ 12:55(5) 来賓・大会役員着席 客席

3 13:00(15) 歓迎ア トラクション 山陽女子高等学校 ミュージック
コース ウェルカムステージ

‘４ 13:15(35) 出場校紹介 出場校紹介

Ｆ
０ 13:50(15) 休憩

′
０ 14:05(5) 来賓 。大会役員登壇 ステージ

ワ
ー 14:10(1) 開式通告 司会(放送係)

０
０ 14:11(1) 開会宣言 大会副委員長 長尾 隆史 77>77-v

Ｑ
υ 14:12(2) 国歌斉唱 君が代

10 14:14(2) 高体連の歌 高体連の歌

11 14:16(10) 優勝杯 。優勝旗返還 大会委員長 田部井 秀郎 得賞歌

12 14:26(2)
大会委員長挨拶 (公財)全国高等学校体育連盟

バ ドミントン専門部部長

田部井 秀郎

13 14:28(2) 大会名誉会長挨拶 (公財)日 本バ ドミントン協会会長 綿貫 民輔

14 14:30(3) 来賓紹介 司会(放送係)

15 14:33(2) 歓迎の言葉 岡山市長 大森 雅夫
16 14:35(2) 歓迎の言葉 岡山市議会議長 官武 博
17 14:37(2) 歓迎の言葉 岡山県バ ドミントン協会会長 岡崎 彬
18 14:39(2) 歓迎の言葉 生徒代表 (岡山県立岡山芳泉高等学校) 猪坂 瞳

19 14:41(2) 選手宣誓

大会委員長

男子代表 (岡山県立水島工業高等学校)

女子代表 (岡山県立倉敷中央高等学校)

田部井 秀郎

山下 恭平
武田 莉奈

ファンファーレ

20 14:43(5) 連続出場校表彰 大会委員長 田部井 秀郎 得賞歌

21 14:48(3)
感謝状贈呈 (公財)日 本バ ドミントン協会会長

岡山市長

綿貫 民輔
大森 雅夫

得賞歌

22 14:51(1) 閉式通告 司会(放送係)

23 14:52(3) 来賓・大会役員退場

24 14:55 選手退場 客席前側より

4 注意事項

① 各校の選手は12:55ま でに集合 (着席)してください。
② 優勝・準優勝杯 。優勝旗を返還する生徒および連続出場表彰を受ける学校の代表選手は、
12:40に ステージ前に集合してください。
③ レプリカの箱は、開会式終了後、受付で受け取ってください。

5 役員・補助員
式典役員および生徒補助員は式場の所定の場所に8:30ま でに集合してください。
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開会式会場案内図
岡山シンフォニーホール

岡山県岡山市北区表町1-5-1 電話 :086-234-2001

ホール 3階客席 (―般)
4Fから入場してください
座席は自由です

ホール2階客席 (個人戦参加者)
4Fから入場して<ださい
座席は自由です

ホール 1階客席 (学校対抗戦参加者)
別紙座席指定があります。

選手受付は全て4Fと

なります
城下電停

7F

6F

4F

4F受付会場図

来賓 。選手 。監督・関係者は4Fで
受付を行って<ださい。
一般の方は7階観覧席となります。

7Fヘ

受 付 (ホワイエ)
(E)

|

| □
今
ロ
ロ
ロ
ロ

(=)
」
∠′ア

/
……〆

エ ン トラ ン ス
ロ ビ ー
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岡山シンフォニーホール 4F 学校対抗出場校座席表

1タリ

13唖
IzI璽 I璽[!]回:[亜:亜II]13

囲亜回亜回亜回]14
匝回亜Ⅲ亜皿画
唖皿画 面画 画

堕 皿Ш Ⅲ囮コ

個人対抗出場選手は6Fになります。

1'リ

2

3

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

3i

32

33

34

35

2 1夕」

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

15

16

17

18

19

展 3
列

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

＝

‐２

嗣

回「
り
「
凶
「
凶
「
凶
「
凶回

「
凶
「
Ц
Ｔ
上
Ｆ
」

5

6

7

8

9

10

11

12

i3

14

15

16

17

18

５

６

７

８

９

‐０

＝

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

匝ⅢⅢШ Ⅲ□
匝 匝皿ШⅢ□
匝画亜回亜回国
匝回亜回亜回□
囮匝 璽画面□

′
｀ヽ

′ヽ
ヽ

14

15

16

17

18

19

「コ
■
里
百
三

一
４４

一

■
里
Ｆ
世
一＝

一

「
旦
π
量

一
４４

一

■
旦
薔
世
一“

一

「
量
π
重
厘

ヽ
　

ヽ

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

3i

32

33

34

35

20[]亜]]亙I::1:回:i]:I!19匝回夏[コ 20

21[2E2E2遍璽匝謳亜:亜璽5璽 51コ 21
2[i[II[I]:EI]][lil[:E]|:i亜 ][I]22

23[]コ
IttI亜 ][:]=[]亘 i匝匝II1 23

24[:亜[Ⅲ[亜i]:I:[I]IE亜 ]I::124

25 EI:E:[1亜
II“ E]亘I:EI]!]亘Iコ

25

26[iIII:[iIE]亘
]lIIEIIE:]豆Ii正コ26

27[iI□
Ii[:匝EIIi匝匝|コ亜I:□I:]27

28〔コi:ili::匝匝li亜]]:i]]:::匝 [コ 28
29[i::匝 :[:亜 EIEEEII]:匝匝[コ三]29
301]]:【 lli亜亜:]791i][]IIIi]:[コ 30
31厘回□豆Ⅲ皿亜亜亜□ 31

32匝剛
=匝
亜画 E]32

33匝匝匝匝匝匡匝幽 □ 33
34[亜:[回:1亜][III]亜i]:I亜正]34
35

9神奈川 女子
○神奈川 男子

35

人人

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

島

島

城

城

木

木

馬

馬

玉

玉

葉

葉

京

京

福

福

茨

茨

栃

栃

群

群

埼

埼

千

千

東

東

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

森

森

手

手

城

城

田

田

形

形

青

青

岩

岩

宮

宮

秋

秋

山

山

回
曰
闊
国
コ

1北北海道女子

2北北海道男子

3南北海道女子
4南北海道男子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

阜

阜

岡

岡

知

知

重

重

賀

賀

都

都

阪

阪

岐

岐

静

静

愛

愛

三

三

滋

滋

京

京

大

大

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

梨

梨

潟

潟

山

山

川

川

丼

丼

野

野

山

山

新

新

富

富

石

石

福

福

長

長

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

7兵 庫 女子
8兵 庫 男子
9奈 良 女子
0奈 良 男子
1和歌山 女子
2和歌山 男子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

島

島

川

川

媛

媛

知

知

岡

岡

賀

賀

崎

崎

徳

徳

香

香

愛

愛

高

高

福

福

佐

佐

長

長

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

子

子

子

子

子

子

子

子

女

男

女

男

女

男

女

男

取

取

根

根

島

島

□

□

85熊 本 女子
86熊 本 男子
87人 分 女子
88人 分 男子
89宮 崎 女子
90宮 崎 男子
91鹿児島 女子
92鹿児島 男子
93沖 縄 女子
94沖 縄 男子
95岡山1 女子
96岡山1 男子
97岡山2 女子
98岡山2 男子

5
6
7
8
9
10
11

12
13
14

鳥

鳥

３

４

島

島

広

広

山

山

５

６

７

８

９

０
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15:25 選手集合完了
９

″ 15:29 来賓 。大会役員着席
（
６ 15:30 (1) 開式通告 司会者
‘４ 15:31(3) 選手・監督入場 行進曲
ｒ
Ｏ 15:34 (2) 成績発表 レフェリー 渡邊 励
ハ
リ 15:36 (40) 表彰 大会委員長他 田部井 秀郎 得賞歌
ワ

ー 16:16 (1) 閉式通告 司会者
（Ｘ
） 16:17 選手 。監督退場 行進曲

１

２

３

日

場

期

会

学 校 対 抗 表 彰 式 実 施 要 項

平成 28年 8月 9日 (火) 競技終了後 (15:30～ 予定 )
岡山ジップアリーナ

式次第

4 注意事項
(1)被表彰者は競技終了後速やかに、選手集合所に集合してください。
(2)優勝校・準優勝校の表彰は男女同時に行います。
(3)3位校の表彰は男女別に 2校同時に行います。
(4)表彰はすべて表彰エリアで行います。

5 表彰式配置図

●式典褒彰委員

●介添係

●進行係

●放送係

●誘導係

鶏山市旗 臓パ協会旗 目 旗 全国高体連旗 綺山県旗 読発新聞社旗

☆総括者

●誘導係

●式典表彰委員・補助員

●介添係

大会役員席

表彰エリア

役 員
審判員

線遣員

女  手
2位  1位
△
◎
◎
◎
○
○
○
〇
〇
○  ○
○  ○

プラカー ド

監   督
」 ― チ
ヤネージャー

選   手

優勝校に敗れた3位

準優勝校に敗れた3位

男 子

載

０
０
０
〇
〇
４
１
Ｊ

3位

△
◎
◎
◎
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

2位

△
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

載

△
◎
◎
◎
Ｏ
０
０
０
０
０
０

載

‐Ａ
属
Ⅸ
ぼ
Ｐ
一〇
〇
〇
〇
〇
〇

3位

○
○
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ

補助員

演  台

メグル・表彰状

来費席
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個 人 対 抗 表 彰 式 閉 会 式 実 施 要 項

平成 28年 8月 12日 (金) 競技終了後 (14:00～ 予定 )
岡山ジップアリーナ

4.注意事項
① 被表彰者は競技終了後速やかに、選手集合所に集合してください。
② 男子シングルス→女子シングルス→男子ダブルス→女子ダブルスの順で、優勝者、準優勝者、第 3位の
各4名 (組)を順に表彰します。

③ 表彰はすべて表彰エリアで行います。

5.表 彰式配置図

日

場

第次

期

会

式

１

２

３

●式典衰彰獲員

●介添係

●進行係

●放選係

●誘導係

舞山市旗 鐵  旗 全国高体連旗 財山県旗

☆総橋者

●誘導轟

(ダブルス)

●式典褒彰委員 。補助員

●介添係

大会役員席 甲
●

表彰エリア

役  員
審判員

報道 員

(ダブルス)

女  手
(シングルス)

男  子
(シングルス)

△〇

△〇

△〇

△〇

○○△

OO△
00△
OO△

優

饉

準

３

３

△

△

△

△

０

０

０

０

勝

麟

位

位

△〇〇

△00
△〇〇

△00

機助 員

※ 優勝者に敗れた 3位 を3番 目に着席させる.

13:50 選手集合完了
９

“ 13:50 来賓 。大会役員着席
ｎ
０ 14:00 (1) 開式通告 司会者
‘４ 14:01 (2) 選手 。監督入場 行進曲
Ｆ
Ｄ 14:03 (2) 成績発表 レフェリー・ 渡邊 励
ρ
０ 14:05 (40) 表彰 得賞歌

大会委員長挨拶 大会委員長 田部井 秀郎 司会者７

〓 14:45 (1)

（Ｘ
） 14:46 (2) 開催会場地挨拶 岡山市教育委員会教育長 山脇 健
Ｑ

υ 14:48 (2) 国旗儀礼 君が代 CD
10 14:50 (1) 閉会宣言 大会副委員長 長尾 隆史

司会者11 14:51 (1) 閉式通告

12 14152 (2) 選手・監督退場 行進曲

メグル・表彰状

来費席
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目
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目
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国



競技タイムテープル (学校対抗の部)

8月 8日 (月) 第 1日目 (1回戦～ 3回戦) 男子

8月 8日 (月 ) 第 1日 目 (1回戦～ 3回戦) 女子

8月 9日 (火) 第2日 目 (準反決勝～決勝) 男子・女子

会 場

コート
時 間

2 7 8 9 10 11 」2 13 14 15 16 17

:30´Ψ
l回戦

BT
」

BT

2

B丁

3

B丁

4

B丁

5

BT
6

BT
7
B丁

8

BT

9

B丁

10
B丁

11

B丁

12
B丁

」3
B丁

14
BT
15
BT
46
B丁

17

2回戦 B丁 18～ B丁 33

3回戦 B丁 34～ B丁 41(2コ ート使用)

会 場 岡山市総含文化体育館メインアリーす プアリーす

コート
時 間

2 3 4 5 6 7 8 9 |○ 」」 12 13 14 15 16 17

:30～
1回戦

GT

1

G丁

2

G丁
3
G丁

4

G丁

5

GT

6

GT
7
GT

8

G丁

9

G丁 IG丁~  |

101 11
G丁

12
G丁

13
GT
14
GT
15
GT
16
G丁

17

2回戦 G丁 18～ G丁 33

3回戦 G丁 34～GT41(2コ ート使用)

9 10 11 12 13 」4 15 16 17
コート

時 間
2

B丁

42
IB丁
1 44

BT
45 43

GTI
42 1

GT G丁

44
G丁

45
9:30～
準々決勝

BT
43

G丁

46
G丁

47
準決勝

B丁

46
B丁

47

決勝
B丁

48
G丁

48
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競技タイムテープル (個人対抗の部)

8月 10日 (水) 第 3日目 (1回戦～準尺決勝) 男子ダブルス

8月 10日 (水) 第 3日 目 (1回戦～準反決勝) 女子ダブルス

コート
時間

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

9:30～
1回戦

BD

1

BD

2

Ｄ
　
‐

副

３

⊃Ｂ‐

４

「

　́
‐

Ｂ‐

５

Ｄ

，ヽ

Ｂ

く

BD

7

BD

8

BD

9

BD
lO
BD
ll

BD
12
BD
13
BD
14
BD
15
BD
16
BD
17

(10:〇 〇～)
1回戦

BD1 8～ BD34

2回戦 BD35～ BD50

′′ BD51′ ′ヽBD66

3回戦 BD67～ BD82

4回戦 BD83～ BD90

準々決勝 BD91～ BD94

コート
時 間

2 3 4 5 6 7 108 9 」1 12 13 14 15 16 17

9:30′ ′ヽ
1回戦

ＧＤ

ｌ

Ｄ

＞
¨

Ｇ

′
ｚ

Ｄ

３

Ｇ

ξ

「
´
　

・

Ｇ‐

４

Ｄ

＞̈

Ｇ

⊂

Ｄ

，ヽ

Ｇ

く

Ｄ

ア

Ｇ

．′

Ｄ

♪

Ｇ

ｃ
ヽ

GD
lO

Ｄ

３

Ｇ

ε

GD
ll

GD
12
GD
13
GD
14
GD
15
GD
16
GD
17

(10:○ ○～)
1回戦

GD1 8～ GD34

2回戦 GD35～ GD50

′′ GD51′ ′ヽGD66

3回戦 GD67～ GD82

4回戦 GD83～ GD90

準衷決勝 GD91′ ′ヽGD94
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競技タイムテープル (個人対抗の部)

8月 11日 (木) 第4日 目 (1回戦～準な決勝) 男子シングルス

8月 11日 (木) 第4日 目 (1回戦～準々決勝)女 子シングルス

コート
時 間

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

:30～
1回戦

BS

1

BS
2

BS

3

BS

4

BS
5
BS
6
BS
7

BS
8

BS
9

BS
10
BS
ll

BS
12
BS
13
BS
14
BS
15
BS
16
BS
17

(10:00～ )

1回戦
BS18～ BS34

2回戦 BS35～ BS50

′′ BS51～ BS66

3回戦 BS67～ BS82

4回戦 BS83～ BS90

準々決勝 BS91～ BS94

コート
時間

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

9:30′ ′ヽ
1回戦

ＧＳ

ｌ

GS
2
GS
3

GS
4
GS
5

GS
6
GS
7
GS
8
GS
9
GS
lO
GS
ll

GS
12
GS
13
GS
14
GS
15
GS
16
GS
17

(10:〇 〇～)
1回戦

GS1 8～ GS3 4

2回戦 GS35′ ′ヽGS50

′′ GS51～ GS6 6

3回戦 GS6 7～GS8 2

4回戦 GS83′ ′ヽGS90

準皮決勝 GS91′ ′ヽGS94
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競技タイムテープル (個人対抗の部)

8月 12日 (金) 第5日 目 (準決勝～決勝) 男子 0女子 ダブルス・ シングルス

凡例
BT・ ・・男子学校対抗
GT・ ・・女子学校対抗
BD・・・男子個人対抗ダブルス
GD・・・女子個人対抗ダブルス
BS・ 0。 男子1固人対抗シングルス

GS・ ・・女子個人対抗シングルス

コート
時間

2 3 4 5 6 7 8

9:30′ ′ヽ
準決勝

Ｄ

５

Ｂ

９

Ｄ

６

Ｂ

９

GD
95

Ｄ

６

Ｇ

９

10:30′ ′ヽ
準決勝

Ｓ

５

Ｂ

９

Ｓ

６

Ｂ

９

Ｓ

５

Ｇ

９

Ｓ

６

Ｇ

９

11:30～
決勝

BD
97

Ｄ

７

Ｇ

９

12:30～
決勝

Ｓ

７

８

９

Ｓ

７

Ｇ

９
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公式練習割当表 (学校対抗の部)

8月 8日 (月 ) 第 1日 目 (1回戦～ 3回戦) 男子

8月 8日 (月 ) 第 1日 目 (1回戦～ 3回戦) 女子

8月 9日 (火) 第2日 目 (準尺決勝～決勝) 男子・ 女子

16 17コート
時間

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

先番チーム
8:30′ ′ヽ8:40 BT

1

BT

2

BT

3

BT

4

BT

5

BT

6

BT

7

BT

8

BT

9

BT
10

BT
ll

BT
12

BT
13

BT
14

BT
15

BT
16

BT
17

後番チーム
8:40′ ′ヽ8:50 BT

1

BT

2

BT

3

BT

4

BT

5

BT

6

BT

7

BT

8

BT

9

BT
lO

BT
ll

BT
12

BT
13

BT
14

BT
15

BT
16

BT
17

コート
時 間

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

先番チーム
8:30´ ′ヽ8:40 GT

1

Ｔ
　
，
・

Ｇ

′
ｚ

Ｔ
　
３

Ｇ

＜

Ｔ

Ｉ

Ｇ

　

‘

Ｔ
　
・＞

Ｇ

，
、

GT

6

GT

7

GT

8

GT

9

GT
lO

GT
ll

GT
12

GT
13

GT
14

GT
15

GT
16

GT
17

8:40～ 8:50
後番チーム

Ｔ

‐

Ｇ

　
．

Ｔ
　
＞
・

Ｇ

′
‘

Ｔ

，

Ｇ

て

GT

4

GT

5

GT

6

GT

7

GT

8

GT

9

GT
lO

GT
ll

GT
12

GT
13

GT
14

GT
15

GT
16

GT
17

コート
時間

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

8:30～ 8:40
BT
42先

BT
42後

BT  BT
43先 43後

BT
44先

BT
44後

BT
45先

BT
45後

GT
42先

GT
42後

GT
43先

GT
43後

GT
44先

GT
44後

GT
45先

GT
45後
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公式練習割当表 (個人対抗の部)

8月 10日 (水) 第 3日 目 (1回戦～準尺決勝) 男子ダブルス

8月 10日 (水) 第 3日 目 (1回戦～準々決勝) 女子ダブルス

8月 11日 (木) 第4日目 (1回戦～準尺決勝) 男子シングルス

8月 11日 (本) 第4日目 (1回戦～準々決勝) 女子シングルス

8月 12日 (金) 第5日 目 (準決勝～決勝)男 子・女子 ダブルス・ シングルス

凡例

BT・ ・・男子学校対抗

GT・ ・・女子学校対抗

BD・ ・・男子個人対抗ダブルス

GD・・・女子個人対抗ダブルス

BS・ ・ 。男子個人対抗シングルス

GS・ ・・女子個人対抗シングルス

含‐|||
コート

時 間
1 12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

8:30′ヽ́8:40
BD

」

BD
2

BD
3

BD

4

BD

5

BD

6

BD

7

BD

8

BD

9

BD
lO

BD
ll

BD
12

BD
13

BD
14

BD
15

BD
16

BD
17

8:40～ 8:50
BD
18

BD
19

BD
20
BD
21

BD
22
BD
23

BD
24
BD
25
BD
26
BD
27

BD
28

BD
29

BD
30
BD
31

BD
32

BD
33

BD
34

二 会 ,昂
時間  

｀｀｀｀
コ~ト
｀
ヽ 、

山 ンア

」 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

∠_
17

8:30～ 8:40
GD

1

GD

2

GD

3

GD

4

GD

5

GD

6

GD

7

GD
8
GD
9

GD
10

GD
ll

GD
12

GD
13

GD
14

GD
15

GD
16

GD
17

8:40′ ′ヽ8:50
GD
18

GD
19

GD
20
GD
21

GD
22
GD
23

GD
24
GD
25
GD
26
GD
27

GD
28
GD
29

GD
30
GD
31

GD
32
GD
33

GD
34

会 場

コート
時間

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

8:30′ ′ヽ8:40
BS
1

BS

2

BS

3

BS

4

BS

5

BS

6

BS

7

BS

8

BS

9

BS
lO

BS
ll

BS
12

BS
13

BS
14

BS
15

BS
17

8:40′ ′ヽ8:50
BS
18

BS
19

BS
20
BS
21

BS
22
BS
23
BS
24
BS
25

BS
26

BS
27
BS
28
BS
29

BS
30
BS
31

BS
32

BS
33

BS
34

会 場 す

コート
時間

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 17

8:30～ 8:40
1

GS

2

GS
3

GS

4

GS

5

GS

6

GS

7

GS
8

GS
9

GS
lO

GS
ll

GS
12

GS
13

GS
14

GS
15

GS
16

GS
17

8:40～ 8:50
GS
18

GS
19

GS
20
GS
21

GS
22

GS
23
GS
24
GS
25
GS
26
GS
27

GS
28
GS
29
GS
30
GS
31

GS
32
GS
33

GS
34

会 場

時 間

コート 2 3 4 5 6 7 8

8:30′ ′ヽ8:40
Ｄ

　

５

Ｂ

　

９

Ｄ

６

Ｂ
　
９

Ｄ

５

Ｇ

９

Ｄ

６

Ｇ
　
９

8:40～ 8:50
Ｓ

５

Ｂ

９

Ｓ

６

Ｂ

９

Ｓ

５

Ｇ

９

Ｓ
　
６

Ｇ
　
９
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競 技 上 の 注 意

競技審判上の注意

[全般的事項]

1.この大会は、 (公財)全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項及び平成28年度 (公財)日本バドミント
ン協会競技規則、大会運営規程並びに公認審判員規程により行います。
2.審判はすべて大会本部にて行います。なお、サービスジャッジは、学校対抗では準々決勝、個人対抗では準
決勝より付けるものとします。その他の試合においては原則として付けません。
3.選手は試合開始予定の 1時間前までには会場に到着し、必ず「受付」を済ませてください。
4.競技の進行を円滑に進めるために、「受付」「集合」等の時間厳守に努めてください。
5.試合の進行状況に応じて、予定された試合の開始時刻やコートを変更することがあります。放送には十分注
意してください。
6.試合を連続して行う場合のインターバルは次のとおりです。
<学校対抗> 学校対抗が連続する場合は30分とします。
<個人対抗> 個人対抗 (単・複)が連続する時は20分とします
7.各試合 (マッチ)のインターバルは次の通りです。
○すべてのゲーム中、一方のサイドのスコアが11点になった時、60秒を超えないインターバルを認めま
す。 (選手は20秒前にはコートに入ること)
○第 1ゲームと第2ゲームの間、第2ゲームと第3ゲームの間に120秒を超えないインターバルを認めま
す。 (選手は20秒前にはコートに入ること)

8.イ ンターバル中のアドバイスは、監督・コーチなど同時に2人までです。主審の「 (コ ー ト番号 )
20秒」で、コー トから離れてください。なお、コーチングシー トを設けます。
9.個人対抗単において、試合開始前の練習 (3分間)をする相手は対戦相手とします。
その際のシャトルは、大会本部が用意します。
10.試合 (マッチ)中の水分補給、汗ふきなどは必ず主審の許可を得てください。なお、氷嚢の使用は、インタ
ーバル中のみとします。
○容器は倒れてもこばれないフタ付ボトルを使用し、主審横の指定した入れ物に入れて下さい。
○氷嚢は、ベンチ、コーチングシートで保冷バッグなどに入れ、保管してください。
11.サービスの遅延行為に関しての判定は主審が行います。
12.主審が必要と認めた以外のプレーの中断は、―切認められません。
13.次のような違反行為に対しては厳正に対処をします。 (競技規則第16条 )
○息切れなど体力回復等の遅延に関わる行為、又は、アドバイスを受けるためにプレーを遅らせる行為。
○主審の許可なしにコートを離れること。

○故意にシャトルに手を加えたり破損したりする行為。
○審判員や観客に対しての横柄な振舞い、下品で無礼な態度、言動。
○見苦しい着衣でプレーをする。
○ラケットや身体でネットなどのコート施設を叩いたり、耳障りなかけ声や奇声を発するなどの不品行な振

る舞い。
14.競技中は、必ず高等学校名・都道府県名の入つたシャツを着用するか、ゼッケンをつけてください。
(背面の文字は明確に判読できるもの)

15.競技中の怪我や病気については、主審力洋ll断します。もし必要ならレフェリーを呼び、レフェリーの判断に
従うことになります。
16.審判の判定に「抗議」や「異議」を唱えることは一切認められません。もし判定に対し疑間がある場合には、
次のサービスが為される前に「質問」をすることができます。ここで質問ができる者とは、学校対抗では当

該選手と監督、個人対抗では当該選手に限ります。 (監督は「IDカード」を必ずつけてください)
17.選手は試合終了後、選手同士の握手の後、主審 (サービスジャッジ)と も握手をすることを心掛けてくださ

い 。

18.競技場内では、携帯電話の電源を切るか、もしくはマナーモードにしてください。また、競技フロア内での
携帯電話の使用は、一切認めません。
19.試合中にモバイル機器を使用したアドバイス・コーチングを受けることを禁止します。
20.その他は、監督会議における打ち合わせ事項に準じます。
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[学校対抗に関する事項]
1.監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもって最終のものとし、以後の変更は一切認められ
ません。
2.タ イムテーブル上で試合開始時刻9:30(1段 目)に出場するチームに限り、試合開始前に当該コートでの
練習を認めます。その時間は、先番チームが8:30～ 8:40、 後番チームが8:40～ 8:50の 10
分間とします。
3.初回戦のオーダー用紙は、監督会議資料の袋に同封してあります。次回戦以降は主審より直接手渡します。
4.オーダー用紙は、5枚複写で記入し、切り取らず5枚とも提出してください。
5.オーダー用紙は、オーダー交換所に提出して下さい。対戦校立合いのもとでオーダー交換を行いますので、
時間厳守でお願いします。なお、競技 1巡目は8:30と します。 2巡目からのオーダー交換の時間は、放
送でお知らせします。
6.定時 (指示のあつた時刻)までにオーダー用紙の提出が無い時には「棄権」とします。
7.エントリーをしている者 (監督 1名、コーチ1名、マネージャー1名、選手5～ 7名)は、試合開始15分
前あるいは選手集合の放送により選手集合所に集まり、担当委員の指示に従ってください。
8.ベンチに入ることができるのは、当該試合にエントリーされた者のみです。
9.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番チームからとします。
10.試合開始前の練習は、マッチ (試合)ごとにあいさつを交わした後、主審の指示で3分間行つてください。
11.マ ッチ (試合)は、1回戦より2～ 3コート並行して行うことがあります。その際、同一選手が連続して
試合をする場合のインターバルは10分とします。
12.マ ッチ (試合)は、勝敗決定 (3マ ッチ先取)後、打ち切りとします。
13.勝敗が決定したら対戦チームとあいさつをし、主審の誘導により、プラカードに続いて整列し、勝利チーム
から退場をしてください。

[個人対抗に関する事項]
1.選手の変更は、いかなる場合でも認められません。
2.個人対抗に参加する選手は、試合前に試合会場での練習があります。詳しくは、会場練習タイムテーブルを
ご確認ください。
3.選手は、試合開始 10分前あるいは選手集合の放送により、選手集合所に集まり、担当委員の指示に従つて
ください。
4.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番選手からとします。
5.試合開始前の練習は、あいさつの後、主審の指示に従い、同時に3分間とします。 (単の場合、対戦者同士
で行つてください)
6.勝敗決定後は、対戦相手とあいさつをし、主審の誘導によリプラカードに続いて整列し、勝者から退場して
ください。

[一般上の注意]
1.各競技会場の開場は、8:00です。
2.競技者は会場到着後、IDカードを着用 (首にかける)の上、「受付」を済ませてから入場してください。
3.各競技上では、担当委員の指示や会場の表示に従つて、下履きと上履きの区別を付けてください。
4.競技フロア内での飲食やクーラーボックスの持ち込みを禁止します。但し、学校対抗の際、ベンチでの水分
補給を認めます。濡れた場合は、各校の責任できれいにしてください。
5.応援の際、競技に支障をきたすことがないように配慮をお願いします。太鼓やラッパなどの鳴り物、うちわ、
メガホンなどを利用した応援は禁止します。競技に支障があるとレフェリーカ洋ll断した場合は、競ま難見則に

基づき厳正に対処します。
6.フラッシュ・ストロボを用いての写真撮影は禁止します。また、会場施設内の電源 (コ ンセント)の使用は
禁止します。ご協力ください。
7.ゴミは各自で責任を持って持ち帰ってください。「来たときよりも美しく」の気持ちを心掛けてください。
8.競技中の疾病、傷害については応急処置のみ主催者側で行いますが、その後は各自で処置をしてください。
9.防犯上、貴重品はじめ私物の管理は、各自 (各チーム)で責任を持つて行つてください。
10.ジ ップアリーナ岡山は最前列から3列目まで、岡山市総合文化体育館は応援席通路より下側を一般および対
戦校用応援席としますので、荷物等は置かないようにお願いします。 2会場とも観客席が少ないので、応援
終了後、次の対戦校の関係者に席をお譲りください。
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男子学校対抗 組合せ表 (BT-49)

埼   玉

松   江

秋  田  工

金  沢  学

鹿 児 島 商

奈 良 大 学 附

伊

香  り|1 中

甲  斐  清

目|」

南   風

西   舞

水  島  工

柳  井  商

徳  島  商

勝

皇   學

西 武 台 千

瑣

青  森  山

常  総  学

旭  り|1 実

長  野  商

唐   津

東 大 阪 大 柏

埼   玉 )1

島  根 )2

秋   田 )3

石   川 )4

鹿 児 島 )5

奈   良 )6

静   岡 )7

香   川 )8

山  梨 )9

岩  手 )10

沖  縄 )11

京  都 )12

岡   山 )13

山   口 )14

徳   島 )15

福   井 )16

二   重 )17

千  葉 )18

長   崎 )19

青  森 )20

茨  城 )21

北北海道 )22

長  野 )23

佐   賀 )24

大   阪 )25

ウ ル ス ラ 英

州 国 際 大 付

子

崎  城

叡

学

工

第

章  学

島  城

戸 村 野 工

幌 龍 谷 学

山  城

府 鶴 見

徳  巣

阜

知  商

岡 ふ た ば 未

官  城 )

群  馬 )

和 歌 山 )

愛  媛 )

福   岡 )

鳥  取 )

愛  知 )

新  潟 )

滋  賀 )

栃  木 )

山  形 )

熊  本 )

富   山 )

神 奈 川 )

宮  崎 )

広   島 )

兵  庫 )

南北海道 )

岡   山 )

大  分 )

東  京 )

岐  阜 )

高  知 )

福   島 )

栄

1ヒ

業

院

業

属

東

央

不ロ

沢
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業

工

業

山

館

葉

浦

田

院

業

業

南

原
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39
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26聖

27桐

28那

29新

30九

31米

32岡

33北

34 Lヒ

35作

36鶴

37人

38局

39横

40日

41広

42神

43札

44岡

45別

46淑

47岐

48品

49富

智 (

生 (

賀 (

田 (

属 (

1ヒ  (

西 (

越 (

山 (

院 (

業 (

東 (

一 (

浜 (

園 (

1ヒ  (

業 (

園 (

東 (

丘 (

鳴 (
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卜
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ん
―
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岡

岡46
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女子学校対抗 組合せ表 (GT-49)

青  森  山

添

松  江  商

西 武 台 千

文 化 学 園 長

新

佐  賀  女

県 立 岐 阜 商

四  天  王

南   風

常  総  学

山  形  城

倉  敷  中

勝

花  北  青

大   分

旭  り|1 実

作  新  学

英

安  田  女

星

京 都 外 大

甲  斐  清

富 山 国 際 大 付

九 州 国 際 大 付

青  森 )1

奈   良 )2

島  根 )3

千  葉 )4

長   野 )5

愛   媛 )6

佐   賀 )7

岐   阜 )8

大   阪 )9

沖  縄 )10

茨  城 )11

山  形 )12

岡   山 )13

福   井 )14

岩   手 )15

大  分 )16

北北海道 )17

栃   木 )18

香  川 )19

広  島 )20

静   岡 )21

京  都 )22

山  梨 )23

富  山 )24

福  岡 )25

沢  向

子

女

早  商

わ の 森 三

ウル ス ラ 英

崎  城

名  女

本 ウ ェ ル ネ

田  学

玉

賀 短 大 附

心 ウ ル ス

暁

井  商

潟  青

勢 崎 清

陽  女

児 島 女

岡 ふ た ば 未

石   川 )

神 奈 川 )

鳥  取 )

高  知 )

和 歌 山 )

長  崎 )

南北海道 )

官  城 )

愛  知 )

熊  本 )

東  京 )

兵  庫 )

埼  玉 )

滋  賀 )

秋   田 )

宮  崎 )

二  重 )

山   口 )
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岡   山 )

徳   島 )
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上
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葉

野

田

子

業

寺

原

院
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央

山
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西

業

院

明
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西
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属

属

26金

27鵠

28米
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34岡

35玉

36日

37園

38埼

39滋

40秋
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43柳

44新

45伊

46山
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男子個人対抗ダブルス 組合せ表 (BD-98)

金 子 真 大・久保田 友之祐 (富 岡ふたば未来

明 井 将 輝・岡  蒼 太 (徳 島 商 業

平 野 大 輔・渡 邊 一 輝 (桐 生 商 業

大 西 魁・大 谷 啓 斗 (皇  學  館

南 茂 蓮 太・斎 藤  楓 (勝    山

荒 谷 亮・中 山 颯 麻 (唐  津  南

田 中 貴 大・園 山 拓 未 (米  子  北

高 尾 直 佑 樹・高  橋  慶 (東 大 阪 大 柏 原

有 村 康 希・上 入 佐 忠 敬 (鹿 児 島 工 業

田 中 勇 気・高 橋 優 斗 (甲 斐 清 和

安 藤 拓 実・原  崚 章 (長 野 商 業

野 田 瑞 貴・三 浦  大 (花 北 青 雲

西 川  薫・坂 本 泰 晟 (水 島 工 業

白 川 友 基・佐 藤  陸 (帯 広 大 谷

関 口 哲 也・塩 澤 瑠 唯 (西 武 台 千 葉

須 永  匠 。外 川 賢 輝 (青 森 山 田

村 本 竜 馬・辻  凌 也 (唆    浦

並 川 真 大 。西  達  也 (乙     訓

津 秋 智 哉 。中 川 正 麻 (新    田

寺 田 真 也・村 井  翔 (作 新 学 院

横 山  迅・樽 石 郁 弥 (伊    東

水 川 雅 斗・野 々 村 鴻 (松 江 北

和  田  季・浅 井 雅 沙 矢 (別 府 鶴 見 丘

河 野 匠 真・橘 田 拓 弥 (神 戸 村 野 工 業

真 川 嵩 平・大 崎 広 裕 (高 岡 第 一

伊 藤 虎 之 介・池 田 佑 介 (札 幌 第 一

大 久 保 達 也・下  関  元 (淑 徳 巣 鳴

山 本 純 平・岸 部  凌 (耐   久

韮 澤 智 樹 。日 野 滋 斗 (聖 ウルスラ英智

鳥 本 嵩 人・八  色  駿 (九 州国際大付属

田 中  淳・豊 嶋 大 幹 (坂 出 工 業

上 平 孟・堂 本 侑 也 (金 沢 学 院

佐 藤 昌 哉・花 田 啓 太 (奈 良 大 学 附 属

細 山 田 真 也 。長 峰  善 (日 章 学 園

田 中 幸 人・林   龍 (広 島 城 北

深 谷 祐 太・本 田 晃 太 (常 総 学 院

成 田 圭 佑・小 西 真 弘 (愛 工 大 名 電

森 永 雅 弘 。木 村 聡 志 (柳 井 商 工

五 十 嵐 秋 斗・小 西 友 朗 (北    越

澁 谷 光 希・山 本 祐 貴 (鶴 岡 工 業

田 中 良 洋 。前 田 圭 音 (大  垣  東

石 井 宏 昌・横 田 康 輝 (横    浜

田 中 湧 士・森 田 新 太 郎 (人  代  東

堀 井 大 智 。清 水 滉 平 (比  叡  山

片 岡  成・弘 瀬 公 貴 (高 知 商 業

近 藤 雄 斗・菊 地 涼 佑 (秋 田 工 業

武 井 優 成・藤 井  凌 (水 島 工 業

新  垣  渉・外  間  翔 (南  風  原

小 野 寺 雅 之・岡 村 洋 輝 (埼  玉  栄

・福  島 )1

・徳   島 )2

・群  馬 )3

・三  重 )4

・福  井 )5

・佐  賀 )6

・鳥  取 )7

・大  阪 )8

・鹿 児 島 )9

・山  梨 )10
。長  野 )11

・岩  手 )12

・岡  山 )13

・北北海道 )14

・千  葉 )15

'青   森 )16

・長  崎 )17

・京  都 )18

・愛  媛 )

・栃  木 )

・静  岡 )

・島  根 )
。大  分 )
。兵  庫 )
。富  山 )
。南北海道 )

。東  京 )

・和 歌 山 )

・宮  城 )

・福  岡 )

・香  川 )

・石  川 )

・奈  良 )

・宮  崎 )

・広  島 )

・茨  城 )

・愛  知 )

・山   口 )

・新  潟 )

・山  形 )

・岐  阜 )

・神 奈 川 )

・熊  本 )

・滋  賀 )
。高  知 )

・秋  田 )

・岡  山 )
。沖  縄 )
。埼  玉 )

50伏

51遠

52森

53井

54松

55奥

56山

57加

58山

59東

60柳

61川

62鈴

63川

64江

65嶺

見 勇 真・岡 田 竜 征 (香  川 中 央・香  川 )

藤 大 輝・稲 垣 康 太 (旭  り|1 実 業・北北海道 )

山 天 人 。上 代 悠 生 (松 江 商 業・島  根 )

上 博 貴 。中 町 和 磨 (桐   生・群  馬 )

林 雄 太・芦 塚 貴 一 郎 (竣    浦・長  崎 )

山 智 貴・野 瀬 悠 生 (岡 山 城 東・岡  山 )

澤 直 貴・本 田 大 樹 (富 岡ふたば未来・福  島 )

藤  黎・伊 藤 吏 永 (金 沢 市 立 工 業・石  川 )

田 雄 大・矢 島 浩 司 (岐  阜  北・岐  阜 )

恒  太・前 川 裕 駿 (奈 良 大 学 附 属・奈  良 )

澤  輝・古 屋  聖 (甲 斐 清 和・山  梨 )

原 聡 麿・山 本 巧 海 (人  代  東・熊  本 )

木 利 拓・長 谷 川 貴 士 (勝     山・福  井 )

本 虎 之 介・佐 野 大 輔 (東 大 阪 大 柏 原 。大  阪 )

越 恵 伍・上 田 竜 也 (淑 徳 巣 鴨 。東  京 )

岸  洸・金 子 優 太 (聖 ウルスラ英智・官  城 )

川 翔 悟・樋 口 太 一 (日 章 学 園・宮  崎 )

田 泰 征・川 本 祐 希 (広 島 城 北・広  島 )

林 寛 貴 。青 山 陸 人 (名 経 大 市 鄭・愛  知 )

本 ひ か る・砂 坂 優 太 (山    門・福  岡 )

石 直 人・田 村 汰 稀 (前   沢・岩  手 )

山  潤・保 坂 龍 治 (著 漢 学 園・茨  城 )

中 裕 哉・曽 我 部 祥 多 (新    田・愛  媛 )

原 圭 祐・三 宅 将 平 (比  叡  山・滋  賀 )

里 智 司・田 場 盛 吾 (南  風  原・沖  縄 )

西  誠・松 下 修 基 (鳥 取 敬 愛・鳥  取 )

藤 謙 志・相 澤 桃 李 (西 武 台 千 葉・千  葉 )

内 佑 亮・友 金 利 玖 斗 (神 戸 村 野 工 業・兵  庫 )

口 慎 人・平  井  遼 (   暁   ・二  重 )

藤 海 斗・家 壽 多 慶 太 (浪    岡・青  森 )

田 啓 汰・石 坂 真 洸 (高 岡 第 一 富  山 )

井 康 成・角  直 弥 (那    賀・和 歌 山 )

瀬  凌・平 岡 立 成 (鹿 児 島 商 業・鹿 児 島 )

部 克 紀・西 村 祐 哉 (徳 島 商 業・徳  島 )

藤 駿 斗・佐 藤 総 飛 (鶴 岡 工 業・山  形 )

邊 航 貴・仁 平 澄 也 (埼  玉  栄・埼  玉 )

滝 聖 矢・宇 高 友 輔 (札 幌 龍 谷 学 園・南北海道 )

坂 亮 太・酒  口  夏 (鵠    沼・神 奈 川 )

田 将 也・辻 健 太 郎 (柳 井 商 工・山  口 )

林 悠 人・大 那  慎 (日 本 文 理・新  潟 )

元 員 仁・池 見 晃 一 (別 府 鶴 見 丘・大  分 )

枝 智 也・高 嶋 大 和 (伊   東・静  岡 )

瀧 弘 大・本 田 竜 也 (土   佐・高  知 )

光 寺 直 人・寺 澤  巧 (長 野 商 業・長  野 )

藤 砧 大・佐 藤 友 哉 (秋 田 工 業・秋  田 )

中 東 季・常 石 達 司 (京 都 両 洋・京  都 )

賀 健 太 郎・溝 上 智 明 (武    雄・佐  賀 )

本 松 啓 介・尾 田 悠 十 (字 都 官 北・栃  木 )

下 恭 平・井 上 健 太 (水 島 工 業・岡  山 )

4ヽ

有

中

山

70軽

71杉

72竹

73藤

74新

75中

76伊

77戸

78山

79後

80藤

81櫻

82勢

83阿

84後

85渡

86大

87今

88亀

89小

90松

92長

98座

94佐

95山

96古

97千

98山
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女子個人対抗ダブルス 組合せ表 (GD-98)

川 島 美 南・上

中 村  日 香・吉

下 嶋 lま の か 。津

石 橋 吏 名 子・佐

藤  井  愛・金

大 城 美 月・大

若 林 真 名・森

谷 水 亜 里 紗・齋

長 江 瑠 佳・生

岸 田 七 海・遠

肥 田木 あかり。外

中 込 捺 希・星

新 井 田 楓・韮

仁 平 菜 月・吾

小 野 田 菜 都・住

四 宮 菜 帆・岡

甲 斐 郁 美 。中

有 賀 玲 奈・遠

岩 峙 楓 由・中

花 田 麻 由・内

佐 々 木 梨 子・平

島  倉  唯・演

葉 山 美 衣 子・前

黒 岩 は るな 。高

大 家 夏 稀・椿

有 川 友 理 奈・小

崎 尾 あ ゆ み・伊

田 盛 綾 菜・宗

近 藤 弘 美 。中

山 田 真 未・鷲

森  沙  耶・石

伊 藤 佳 織・安

醍 醐 和 佳・田

五 味 祥 子・鈴

秋 庭 桃 子・中

吉 田 菜 那・伊

香 山 未 帆・武

岩  永  鈴・水

木 村 茉 梨 奈・中

和 田 七 海・村

上 野 杏 菜・玉

今 野 聡 子・金

平 野 紗 妃・小

京 野 沙 耶・古

北 瀬 晴 果・本

幸 田 花 琳・安

川 村 芽 生 奈・東

小 松 ゆ い 。黒

徳 能 あ す か・保

埼  玉  栄・埼

那     賀・和

蘇     南・長

松  江  南・島

花 北 青 雲・岩

コ    ザ・沖

山 陽 女 子・岡

皇  學  館・三

富山国際大付属・富

添     上 。奈

聖 心 ウ ル ス ラ・宮

甲 斐 清 和・山

歌

・香  川 )

・福  島 )

・静  岡 )

・徳  島 )

・熊  本 )
。東  京 )

・京  都 )

・北北海道 )

・秋  田 )

・茨  城 )

・鳥  取 )

・佐  賀 )

・石  川 )

・千  葉 )

・大  分 )

・広  島 )

・滋  賀 )

・新  潟 )

・青  森 )
。南北海道 )

・栃  木 )

・愛  媛 )
。長  崎 )

・愛  知 )

・岡  山 )

・山  口 )

・福  井 )

・大  阪 )

・山  形 )

・神 奈 川 )

・福  岡 )
。兵  庫 )

・岐  阜 )

・鹿 児 島 )

・群  馬 )

・高  知 )

・官  城 )

杉 夏

村 た か

野 琴

野 菜 々

野 夕

城 美

川 紗 彩

藤

木 萌

藤

山 莉

野 月

美 (

ね (

音 (

花 (

香 (

思 (

華 (

柚 (

果 (

桜 (

子 (

花 (

玉 )1

山 )2

野 )3

根 )4

手 )5

縄 )6

山 )7

重 )8

山 )9

良 )l。

崎 )H

梨 )12

50松

51官

52國

53高

54友

55下

56関

57奥

58村

59内

60小

61藤

62小

63下

64小

65大

66山

67蓮

68竹

69森

70小

71成

?2松

73青

74石

75鈴

76加

77池

78長

79渋

80舘

81野

82柳

83野

84水

85曽

86折

87奥

88澤

89高

90山

91舟

92高

93淀

94西

95倉

96善

97片

98志

山 奈 未・縄 田 佳 子 (九 州国際大付属・福  岡 )

本 美 優・鎌 田 芽 萌 (川 崎 総 合 科 学・神 奈 川 )

友 孝 菜・山 田 有 莉 (滋 賀 短 大 附 属・滋  賀 )

橋 侑 希・佐  藤  麗 (文 化 学 園 長 野・長  野 )

成 花 音・谷  歩  夏 (城     東・徳   島 )

田 芽 衣・石 田 美 月 (安 田 女 子・広  島 )

矢 夕 芽・成 田 亜 美 ( 暁  。二 重 )

瑞  稀・下 石 陽 香 (聖 心 ウル ス ラ・宮  崎 )

山 可 純・岡 田 梓 沙 (山 形 城 北・山  形 )

田 有 香・瀬 下 瑠 花 (甲 斐 清 和・山  梨 )

野 美 来・貴 田 真 望 子 (京 都 外 大 西・京  都 )

井 春 那・布 り|1 夢 香 (旭  り|1 実 業・北北海道 )

原 凛 々 子・鈴 木 ゆ うき (聖 ウルスラ英智・宮  城 )

村 舞 菜・長 渡 梨 乃 (鹿 児 島 南・鹿 児 島 )

島 優 希・豊 田 美 咲 (鳥 取 敬 愛・鳥  取 )

関 令 奈・海 老 原 詩 織 (作 新 学 院・栃  木 )

本 実 咲・宮 浦 麻 妃 (豊    川・愛  知 )

沼 紗 季・原 田 の どか (新    田・愛  媛 )

田 春 香・向 井 仁 那 (富 山 商 業・富  山 )

咲 和 佳 。小 池 由 華 (常 総 学 院・茨  城 )

林 栞 菜・川 村 彩 菜 (ア ナ ン 学 園 。大  阪 )

富 遥 香 。大 林 智 代 (諫 早 商 業・長  崎 )

好 奏 海 。長 岡 朱 里 (前   沢・岩  手 )

山 栞 子・花 田 菜 月 (倉 敷 中 央・岡  山 )

上 加 奈 子・横 山 恵 里 香 (園 田 学 園・兵  庫 )

木 遥・福 田 海 璃 (大  分  西・大  分 )

藤 礼 彩・安 藤 美 邑 (秋    田・秋  田 )

澤 み ず ほ・鈴 木 成 美 (埼  玉  栄・埼  玉 )

丸 彩 由 子・堀  琴 乃 (金 沢 学 院・石  川 )

谷 泉 美・田 中 ち ひ ろ (高 松 商 業・香  川 )

美 佐 紀・栃 本 ゆ き 乃 (新 潟 青 陵 。新  潟 )

呂 恵 夢・町 田 雪 乃 (伊 勢 崎 清 明・群  馬 )

瀬 玲 泉・宮 崎 ち な つ (玉 名 女 子・熊  本 )

々 村 桃 香・小 泉 愛 奈 (松 江 商 業・島  根 )

野 成 美・柴 田 志 歩 (県 立 岐 阜 商 業・岐  阜 )

根 夏 姫・小 田 菜 摘 (青 森 山 田。青  森 )

中 ミイ ユ・官 内 公 佳 (柳 井 商 工・山  口 )

儀 美 羽・前 田 志 織 (南 風 原 。沖 縄 )

田 望 空 。中 野 沙 羅 (勝   山・福  井 )

橋 明 日香・水 井 ひ ら り(富 岡ふたば未来・福  島 )

下  玄・松 下 羽 衣 (耐    久・和 歌 山 )

橋 佳 歩・山  口  萌 (日 本 ウェル ネス・東  京 )

橋 李 歌・岩 田 美 咲 (星   陵・静  岡 )

千  春・佐  藤  凪 (西 武 台 千 葉・千  葉 )

村 み らい・池 本 彩 乃 (土 佐 女 子・高  知 )

本 真 梨・中 西 優 奈 (高 田 商 業・奈  良 )

家 百 合 子・寺 尾 奈 津 実 (山 陽 女 子・岡  山 )

桐 麻 友 花・堀 江 菜 々 子 (札  幌 静 修 。南北海道 )

波 寿 奈・古 賀 菜 々 子 (佐 賀 女 子・佐  賀 )

澤 美 羽 (英     明

妻 咲 弥 (富 岡ふたば未来

吉 琴 菜 (星     陵

田 彩 衣 (城     東

橋 香 澄 (玉 名 女 子

山 紗 希 (淑 徳 巣 鴨

島 朱 音 (京 都 外 大 西

山 真 希 (深  り|1 西

塚 結 香 (金 足 農 業

野 夏 葵 (常 総 学 院

田 祐 奈 (米 子 北

尾 鈴 花 (佐 賀 女 子

萌 (金  沢 向 陽

沼 み な み (西 武 台 千 葉

藤 望 愛 (大  分  西

近 奈 々 美 (安 田 女 子

田 真 由 (滋 賀 短 大 附 属

尾 夕 夏 (新 潟 青 陵

村 亜 美 (青 森 山 田

藤 理 子 (と わ の 森 三 愛

代 愛 妃 (作 新 学 院

木 く ら ら (新    田

島 萌 絵 (諫 早 商 業

藤 実 佑 (岡 崎 城 西

田 莉 奈 (倉 敷 中 央

津 優 衣 (柳 井 商 工

村 風 月 (福 井 工 大 福 井

上 知 紘 (四 天 王 寺

川 花 音 (鶴 岡 工 業

田  恵 (鵠     沼

西 春 七 (九 州国際大付属

川  恵 (園  田 学 園

谷 か す み (高  山  西

楽 南 美 (鹿 児 島 女 子

林 彩 未 (伊 勢 崎 清 明

岩 秋 羽 (土 佐 女 子

原 彩 夏 (聖 ウルスラ英智
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男子個人対抗シングルス 組合せ表 (BS-98)

栄

丘

院

業

谷

一

ケ

学

工

大

第

玉

由

徳

田

広

岡

航

大

大

雄

友

二筒

邊

城

野

藤

川

ィ

渡

葛

佐

近

白

高

利

貴

峻

　

ノ

智

佑

竜

瀬

木

中

田

田

心

澤

内

本

勢

鈴

田

原

和

森

韮

戸

村

颯

蒼

大

俊

直

部

田

林

林

澤

本  田 竜

野 中 隆 太

東

博

土     佐

岡 崎 城 西

京 都 両 洋

桐     生

水 島 工 業

鹿 児 島 商 業

勝     山

米  子  北

新     田

別 府 鶴 見 丘

甲 斐 清 和

聖ウルスラ英智

神 戸 村 野 工 業

瑣     浦

川 崎 総 合 科 学

星     陵

明     科

添     上

富岡ふたば未来

札 幌 龍 谷 学 園

柳 井 商 工

常 総 学 院

南  風  原

耐     久

皇  學  館

西 武 台 千 葉

前     沢

東 大 阪 大 柏 原

徳 島 商 業

金 沢 市 立 工 業

埼  玉 )

福  岡 )

島  根 )

秋  田 )

北北海道 )

富  山 )

高  知 )

愛  知 )

京  都 )

群  馬 )

岡  山 )

鹿 児 島 )

福  井 )

鳥  取 )

愛  媛 )

大  分 )

山  梨 )

官  城 )

兵  庫 )

長  崎 )

神 奈 川 )

静  岡 )

長  野 )

奈  良 )

福  島 )

南北海道 )

山   口 )

茨  城 )

沖  縄 )

和 歌 山 )

二  重 )

千  葉 )

岩  手 )

大  阪 )

徳  島 )

石  川 )

本 )

山 )

賀 )

京 )

川 )

島 )

潟 )

崎 )

形 )

木 )

賀 )

商

聖ウルスラ英智・官

奈 良大学 附属・奈

西 武 台 千 葉・千

瑣    浦・長

新    田・愛

別 府 鶴 見 丘・大

桐    生・群

滝 聖

川 考

藤

間

本 純

西

田 雄

藤 結

川 雄

見 勇

田 泰

本

峰

本 祐

沼 達

原 圭

貴 (

介 (

地 (

斗 (

基 (

玄 (

也 (

郎 (

季 (

貴 (

太 (

凌 (

拓 (

大 (

佑 (

季 (

丞 (

樹 (

亮 (

馬 (

人 (

太 (

和 (

樹 (

貴 (

矢 (

志 (

保 (

翔 (

平 (

魁 (

李 (

也 (

慶 (

輝 (

真 (

佑 (

晟 (

麻 (

大 (

一 (

太 (

真 (

征 (

優 (

善 (

貴 (

哉 (

祐 (

50友

51吉

52竹

53寺

54軽

55及

56森

57笹

58中

59西

60大

61小

62土

63古

64佐

65水

66田

67吉

68西

69矢

70嶺

71前

72伊

73原

74中

75梶

76中

77並

78南

79松

80真

81田

82川

83後

84工

85村

86金

87田

88新

89石

90岸

91遠

92細

93小

94小

95本

96田

97片

98山

屋 亮

野 寺 雅

平

賀 健 太

藤 晴

川 雅

中 勇

田 昇

川

島 浩

′亨

川 裕

藤 謙

口 翔

川 正

下 修

川 嵩

中 湧

本 虎 之

藤 駿

藤 達

瀬 康 之

斗 (

郎 (

生 (

也 (

人 (

り (

弘 (

孝 (

寿 (

哉 (

悟 (

之 (

孟 (

郎 (

彦 (

斗 (

気 (

永 (

薫 (

司 (

洸 (

駿 (

志 (

多 (

麻 (

哉 (

磨 (

大 (

太 (

基 (

平 (

士 (

介 (

斗 (

也 (

介 (

大 (

人 (

司 (

昌 (

凌 (

輝 (

也 (

人 (

地 (

太 (

也 (

成 (

平 (
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埼

自

松

秋

帯

局

金 利 玖

岡 弘 太

内 悠

田 真

石 直

り|| き ら

永 雅

神 戸村野 工業

鹿 児 島 商 業

長 野 商 業

作 新 学 院

前     沢
札幌龍谷 学 園

柳 井 商 工

兵  庫 )

鹿 児 島 )

長  野 )

栃  木 )

岩  手 )

南北海道 )

口 )

重 )

岡 )

島 )

賀 )

玉 )

川 )

賀 )

川 )

根 )

梨 )

森 )

山 )

阜 )

城 )

良 )

葉 )

崎 )

媛 )

分 )

馬 )

都 )

井 )

取 )

山 )

本 )

阪 )

形 )

京 )

知 )

島 )

島 )

崎 )

潟 )

岡 )

城 )

田 )

知 )

山 )

中
　
上

山
　
井

山
　
一二
　
福

徳

館

丘

業

學康

上
土　
祐

渕

島

村

皇

自

徳

タヒ

埼

金

武

英

松

甲

水

岐

品

水

ケ

一 井 亮 滋

埼

石

佐

香

島

山

青

岡

岐

山

栄

院
・
雄

明

北

和

田

業

北

学

　

　

　

清

山

工

叡

玉
　
　
　
　
　
　
江
　
　
　
　
　
　
阜

由

島

沢

斐

森

島

21

22

32

34

35

41

42

安

松

月ヽ

西

山

大

澄

内

外

山

谷

小

坂

中

山

齋

牛

伏

有

橋

長

山

小

藤

直

和

真

蓮

原

町

川

茂

乙      訓

勝     山

鳥 取 敬 愛

高 岡 第 一

人  代  東

東 大 阪 大 柏 原

鶴 岡 工 業

淑 徳 巣 鴨

名 経 大 市 郁

京

福

鳥

富

熊

大

山

東

愛

大

相

菊

高

明

桃

拓

香
ロ

澤
　
地
　
―

将

諒

井
　
口

真

幸

智

宏

子

中

里

井

熊

岡

佐

東

業

南

工

大
　
泰

颯

本

本
　
山

宮

新

静

茨

秋

園

理

陵

院

業

学

文

　

　

学
　
工

人  代

水 島

唐  津

岐  阜  北・岐  阜 )

青 森 山 田・青  森 )

富岡ふたば未来・福

広 島 城 北・広

南  風  原 。沖  縄 )

横    浜・神 奈 川 )

耐    久・和 歌 山 )

旭 り|1 実 業・北北海道 )

日 章

日 本

星

常 総

秋 田

淑 徳

香 川

広 島

」ヒ

日 章 学

鶴 岡 工

宇 都 官
比     叡

東
　
香

広

鴨

央

北

巣

中

城

新

官

山

栃

滋

越

園

業

南

山

部

藤 大

山 田 真

林 悠

野 田 泰

田 晃

口 達

岡

下 恭

一局
　
［回

業

業

商

工

知

島



女子個人対抗シングルス 組合せ表 (GS-98)

海 老 原 詩 織

佐 々 木 ひ な の

安 楽 南 美

水 野 成 美

中 田 1真  由

福 島 沙 里 奈

葉 山 美 衣 子

京 野 沙 耶

大 上 月 佳

長 町 夏 実

小 松 ゆ い

澤  田 望 空

黒  木   楓

大 友 千 種

奥   瑞  稀

溝 口 な つ め

岩  田 美 咲

田 盛 綾 菜

高 橋 明 日 香

栃 本 ゆ き 乃

横  山  澪

明 地 七 海

前  田 志 織

野 呂 恵 夢

(作 新 学 院

(新     屋
(鹿 児 島 女 子

(県 立岐阜 商業

(滋 賀 短大 附属

(富 山国際大付属

(米  子  北

(園  田 学 園
(関 東 第 一

(聖 ウルスラ英智

(土 佐 女 子

(勝     山
(人代白百合学園

(帯  広 大 谷
(聖 心 ウル スラ

(法 政 大学 第二

(星     陵

(安  田 女 子

(富岡ふたば未来

(新 潟 青 陵
(新     田

(京 都 外 大 西

(南  風  原

(伊 勢 崎 清 明

(倉 敷 中 央

(金 沢 向 陽

(岡 崎 城 西

(諫 早 商 業

(松 江 商 業

(山 形 城 北

(西 武 台 千 葉

栃  木 )1

秋  田 )2

鹿 児 島 )3

岐  阜 )4

滋  賀 )5

富  山 )6

鳥  取 )7

兵  庫 )8

東  京 )9

官  城 )10

高  知 )11

福  井 )12

熊  本 )13

北北海道 )14

宮  崎 )15

神 奈 川 )16

静  岡 )17

広  島 )18

福  島 )19

新  潟 )20

愛  媛 )21

京  都 )22

沖  縄 )23

群  馬 )24

岡  山 )25

石  川 )26

愛  知 )27

長  崎 )28

島  根 )29

山  形 )30

千  葉 )31

口 )38

賀 )39

城 )40

手 )41

良 )42

二  重 )43

大  阪 )44

福  岡 )45

埼  玉 )46

長  野 )47

徳  島 )48

青  森 )49

山 未 帆
橋 李 歌
本 美 優
藤 弘 美
賀 真 美
崎 月 子
田 春 香
原 彩 夏

泉 愛 奈
々 仁 衣 奈

下 瑠 花

安 沙 生

田 菜 那
美 佐 紀
咲 和 佳

藤   桜

儀 美 羽

津 優 衣
田 麻  由

保 未 奈

橋 佳 歩
田 花 琳

井   愛
島 朱 音
山 奈 未
田 祐 奈
村 芽 生 奈

藤   麗
田 志 歩

田羅 万槻 子

家 百 合 子

藤 ネL 彩
山 恵 里 香

斐 郁 美
村 茉 梨 奈

島 美 南

野 奏 恵

島 聖 梨
上 知 紘
川 友 理 奈

田 木 あ か り

藤 佳 織
水 亜 里 紗

根 )

崎 )

梨 )

媛 )

知 )

潟 )

城 )

良 )

縄 )

日 )

北北海道 )

高  知 )

東  京 )

鹿 児 島 )

岩  手 )

京  都 )

福  岡 )

鳥  取 )

群  馬 )

長  野 )

岐  阜 )

香  川 )

岡  山 )

秋  田 )

兵  庫 )

熊  本 )

福  井 )

埼  玉 )

広  島 )

山  形 )

大  阪 )

千  葉 )

宮  崎 )

南北海道 )

二  重 )

川 )

木 )

島 )

(深  り|1 西

(高 知 中 央

(日 本ウェル ネス

(鹿 児 島 女 子

(花  北 青 雲

(京 都 外 大 西

(九州国際大付属

(米   子  北

(伊 勢 崎 清 明

(文 化 学 園 長 野

(県 立 岐 阜 商 業

(高     松

(山 陽 女 子

(秋     田

(園  田 学 園

(玉 名 女 子

(福 井 工 大 福 井

(埼  玉  栄

(基     町

(山 形 城 北

(四 天 王 寺

(西 武 台 千 葉

(聖 心 ウル ス ラ

(と わ の 森 三 愛

(皇  學  館

50香

51高

52宮

53近

54芳

55矢

56竹

57保

58小

59佐

60瀬

61有

62吉

63舘

64森

65遠

66興

67水

68花

69久

70舟

71幸

72藤

73中

74松

75前

76川

77佐

78柴

79多

80善

81加

82横

83甲

84木

85川

86坂

87長

88村

89有

90肥

91伊

92谷

93南

94佐

95佐

96室

97松

98仁

(倉 敷 中 央・岡  山 )
(星    陵・静  岡 )
(川 崎総合科 学・神 奈 川 )

(滋 賀 短 大附属・滋  賀 )
(佐 賀 女 子・佐  賀 )
(青 森 山 田 。青  森 )
(富 山 商 業・富  山 )
(聖 ウルスラ英智・宮  城 )
(松

(諌

(甲

(新

(岡

(新
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(添

(南  風

(柳  井

島
　
長

業

業

商

商

江
　
早

山
　
愛

和
　
田

清斐

愛

新
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陵

城

青

崎

潟

茨

奈

沖

山

院

上

原

工

学
　
　
　
　
商
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夏

実
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真

麻

部
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家
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‐

林
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伊

成

今

村
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佑

香

歌

純

天

名

姫
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香

白

鈴

奈

穂

香

紀

芽

海

美

柴

珠

里

か

(山 陽 女 子・岡  山 )

山  下   玄

(昭 和 学 園・大  分 )33

(耐    久・和 歌 山 )34

(と わ の森 三 愛・南北海道 )35

(甲 斐 清 和・山  梨 )36

(英     明・香  川 )37

樹

有

真

尾
　
田
　
川

西
　
内
　
吉

寿
　
虹

永
；
　
波
　
井

山石
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拉個

山

佐

工
　
子

商

女

井

賀

岩

奈

雲

良

圭目夕

摩

野
　
田

金
　
金

関 矢  夕

和  田 七

野 田 帆 奈

林

川 井 有

中 瀬 朱

藤 原 あ す

(柳

(佐

(常

(花

(奈

(   暁

(四 天 王 寺

(福 岡 常 葉

(埼  玉  栄

(文 化 学 園 長 野

(城     東

(青 森 山 田

総 学 院・茨

部

川

藤

一 伽 (金

智 香 (作

実 花 (徳
屋 み ゆ き (別 府 鶴 見 丘 。大  分 )

下 羽 衣 (耐    久・和 歌 山 )

平 菜 月 (富岡ふたば未来・福  島 )

石

栃

徳

陽

院

北

向

学

島

沢

新
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学校対抗 記録用紙
No. 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名 No. 学校・選手名 ス コ ア 学校 。選手名

高校
)

高校 校

＞

古
同高校

複

１

複

１

一
一
一

複

２

一
一
一

複

２

一
一
一

単

１

一
一
一

単

１

単

２

一
一
一

単

２

単

３

一
一
一

単

３

一
一
一

No. 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名 No. 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名
校

＞

古
同高校 校

＞

吉
同===六Fヨ ↑又

複

１

複

１

複

２

一
一
一

複

２

一
一
一

単

１

一
一
一

単

１

単

２

一
一
一

単

２

一
一
一

単

３

一
一
一

単

３

No. 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名 No. 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名

高校
)

高校 校

＞

吉
同='十

六
FヨDl｀)(

複

１

一
一
一

複

１

一
一
一

一
一
一

複

２

単

１

単

１

一
一
一

単

２

単

２

一
一
一

単

３

単

３

一
一
一
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一
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一
一
一

一
一
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一
一
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一
一
一
一
一



個人対抗 記録用紙
No. 選 手 名  1 学校名 1都道府県名 ス コ ア 選 手 名  1 学校名 1都道府県名

一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一

一
一
一
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平成28年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会岡山市案内図

至 姫路

ヽ

１
ノ
′

Ｃ
津曲線

山陽自動車道

至 広島
山陽

関西高校

岡山城

山陽本線

至備前

至 倉敷

至 広島 至 姫路

④岡山県立岡山芳泉高等学校

0 ・芳泉小学校

岡山 IC

岡山商科大学

岡山大学

岡山駅
岡山シンフォニーホール [1]

大橋線)東貝戸

●開会式

□ 岡山シンフォニーホール

●競技会場

① ジップアリーナ岡山

② 岡山市総合文化体育館

●練習会場

● 岡山商科大学附属高等学校

② 岡山市立岡山後楽館高等学校

o岡山県立岡山工業高等学校

④ 岡山県立岡山汚泉高等学校

o岡山市立汚泉中学校・汚泉小学校

21

162

400

①ジップアリーナ岡山

②岡山市総合文化体育館

212

◎
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競技会場①  ジップアリーす岡山 会場案内図

バス・タク

シー乗降所

役員 。関係

者駐車場
岡山県警

弓道場

武道館

選手 。監督・関係者駐車場

陸上競技場
(シティライトスタジアム)

やよい広場

スポーツの森

岡山県総含グラウンド

広場

多目的

Ｄ

Ｉ

野球場

Ｄ

Ｉ

補助

爾
テニス
コート

翌.生当

テニス
.コー
ロ
ーーー
田
□

目
Ⅲ
田
□

口
Ⅲ
ｍ
□

口
Ⅲ
ｍ
□

※総合グランド内の駐車場スペースは狭く、一般の方も

利用しますので満車の場合が多く、応援等の方は下記

の北長瀬駅をこ`利用ください。

●岡山ロイヤルホテル

午前一方通行

“
」L__

午後一万通行
__」hL
練習会場
後楽館高等学校
地図参照

※

●ノートルダム清心女子大学

桃太郎アリーナまで約1【 km】

清山町

。会場周辺の商業施設等へは、絶対に自動車を駐車しないで下さい。

・一般の方は、北長瀬駅前 (岡山駅から一駅、山陽本線下り倉敷方面)

に駐車場がありますのでそちらをご利用<ださい。

岡山駅までの電車の所要時間4分、運賃190円です。

注意事項

●岡山大学

⌒
地塾ノ

至 岡山 IC

」」■___

●スポーツ店

●コンビニ

●コンビニ

―ナ

●岡山商科大学
附属高校

練習会場

コンビニ

●岡山西税務署

●コンビニ

●岡山工業高校

1

関係者。役員用

医肇∃

至 岡山駅西口

・
０
０

〓
Э
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競技会場①  ジップアリーす岡山1階会場図
①

選手・ 監督・ 関係者入□

バドミントン競技観覧
の方は2階入旦:からお
入り<ださい。事務所・
売店をご利用の方は一

階からお入りください

+

事
務
室

管
理
室

一取
材

エ
リ
フ

Ｔ
Ｉ

選手控え場所

サ フ ア リー ナ

土足厳禁

体育館シューズのみ

男子更衣室 女子更衣室

‐■

ューズのみ

サ

売店

囚

国

鶴
トイレ

利用者
土足可

道

室

報

控オーダー

交換所
⑫

報
道
席

⑬

関係者以外

立入禁止

①

競技担当室

本
部
席

⑭賓

バ
室

来

曰
控

主審控室
競技補助員
1空室

レ
フ
ェ
リ
ー
席来客

応対室

⑫

総務補助員

控室

国
槌
室

全
副
控

本
部
席

総務担当室

①

総務準備室

⑩

ⅢⅢ

1国|
① ◎

審
判
待
機
所

メ イ ン ア リ ー ナ

役員・補助員
以外立入禁止

県内高体連 総務補助員
控室

※ 1階メインアリーナ内及び選手集合場所以外は土足となります。

ただし、一部体育館シユーズ可のスペースがあります。

控室

AED

入 □選

AED
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競技会場①  ジップアリーす岡山2階会場図
①

一般出入 り□ (2階 )

審
判
補
助
員
控
室

サ
フ
ア
リ
ー
ナ
見
学
パ
ル
コ
ニ
ー

一般入場者案内所 トーナメントボード

嗜

Π

公共のスペースの為、

学校での占有を禁上します

報

道

席

本

部

席

レ

フ

ェ

リ

本

部

席

詈

判

待

機

所

'0

|

|

①

②
|

⑤

|

'①

。
①

|

②

③ '①

|

|

'⑩

|

:⑨

● メ イ ンア リーナ

ふ
甲
＝

・ハ
Ｔ

回

コンセント使用禁止

フラッシュ撮影禁止
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競技会場① ジップアリーす岡山1階コート図
①
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席
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競技会場② 岡山市総合文化体育館会場案内図 ①
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競技会場② 岡山市総含文化体育館1階会場図 /~ヽ
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競技会場②  岡山市総合文化体育館2階会場図
①
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競技会場② 岡山市総合文化体育館メインアリーすコート図 ①
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競技会場② 岡山市総合文化体育館サフアリーすコート図 ′
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練習会場タイムテーブル及びコート割り当て表

8月 11日8月 6日 8月 7日 8月 8日 8月 9日 8月 10日

I trr (日 ) (月 ) (火 ) (水 ) (木 )

8:30´ ′ヽ

15:30
8:00′ ′ヽ

11:00
¬¬:00～
15:30

8:30～
¬5:30

8i00～
15:30

8:00へ′

12:00

開会式
前日

開会式
13時 ～

大会初日 2日 目 3日 目 4日 目

※1 8月 5日 (金 )はプロック別に練習会場を割り振っています。【別表¬】時間は12:00～ 15:30です。
※28月 8日 (月 )は、学校対抗シード校の練習を優先します。【別表2】
※38月 10日 (水 )・ 8月 11日 (木)の個人戦試合番号34番までの出場選手は、朝各会場で10分間練習があります。
個人戦試合番号35～ 66番までのシード選手は練習会場を割り振っています。【別表3】

※使用日時・時間は上記のとおり

施設名 コート番号 都道府県名

③
県立岡山工業
高等学校
8/7

8:00～ 11:00

8/8
11:00～ 15:30

8/6・ 8/9
8:30～ 15:30

滋賀 京都

大阪 兵庫
2s由
刀ヽ氏 和歌山

４

， 徳島 香川

愛媛 高知

【別表 1】 8月 5日 の練習会場割り当て (時間は12100～ 15:30で す)

【別 表 2】 ※8月 8日 (月 )の 8:00～ 9:30の練習会場 下記試合番号のシード校が優先的に使用する。

施設名‐ コニト番号 8:00～ 8:45 8:45～ 9130

①
岡山商科大学
附属高等学校

BTl
埼玉栄

BT31
米子北

BT8
香川中央

BT32
岡崎城西

BT13
水島工業

BT37
八代東

②
岡山後楽館
高等学校

BT14
柳井商工

BT38
高岡第一

BT19
項浦

BT43
札幌龍谷学園

8120
青森山田

BT44
岡山城東

′
４７

BT25
東大阪大柏原

BT49
富岡ふたば未来

BT26
聖ウルスラ英智

CLOSE

-76-

施設名 コート番号 都道府県名

岐阜 静岡

愛知 三重

福岡 佐賀
′

■ 長崎 熊本

大分 宮崎

①
岡山商科大学
附属高等学校
8/7
8:00～ 11:00

8/8
11:00～ 15:30

8/6・ 8/9
8:30～ 15:30

鹿児島 )中静電

北北海道 南北海道

ヨ三ヨド
Fヨ 本木 岩手

宮城 秋田
■

一 山形
ウ百 Eヨ
↑田蒟

茨城 栃木

群 馬 埼玉

千葉 東京

②
岡山後楽館
高等学校
8/7

8:00～ 11:00

3/8
11:00～ 15:30

3/6・ 8/9
8:30～ 15:30

神奈川 山梨

施設名 ブロック    ‐

①岡山商科大学附属
高等学校 南北北海道・東北・四国

②岡山後楽館高校 関東・北信越・東海・近畿

③岡山工業高等学校 九州・中国・岡山

コート番号施設名 都道府県名

鳥取 島根

広島 山□

新潟 富山

４

， 石川 福丼

④
県立岡山芳泉
高等学校
8/7
8100～ 11:00

8/8
11:00～ 15:30

3/6・ 3/9
8:30～ 15:30 長野 岡山

施設名 コート番号 8:00～ 8145 8:46～ 9:301

④
県立岡山芳泉
高等学校

GTl
青森山田

GT31
諫早商業

G18
県立岐阜商業

GT32
とわの森三愛

GT13
倉敷中央

GT37
園田学園

⑤
岡山市立
芳泉中学校

G114
勝山

G138
埼玉栄

GT19
英明

GT43
柳井商工

GT20
安田女子

GT44
新潟青陵

４

．

GT25
九州国際大付属

GT49
冨岡ふたば未来

GT26
金沢向陽

CLOSE

月 日

(曜 )

使用時間

備考



BD35 BD40

9:00～ 9130

BD59 岐阜 静岡 BS35

8:30～ 9100

BS40

9100～0:130

BS59
¨
一輝

９

一
山 静岡

BD37 BD41 BD60 愛知 三重 BS37 BS41 BS60 愛知

BD38 BD42 BD61 福岡 佐賀 BS38 BS42 BS61 福岡 佐賀

BD39 BD43 BD62 長崎 熊本 BS39 BS43 BS62 長崎 熊本

GD51 BD44 BD63 大分 GS51 BS44 BS63 大分 宮崎

①
岡山商科大学
附属高等学校

8/10
8:00～ 15:30

8/11
8:00～ 12:00

GD52 BD45 BD64 鹿児島 )中幣電 GS52 BS45 BS64 鹿児島 )中糸電

GD53 BD46 BD66 北北海道 南北海道 GS53 BS46 BS66 北北海道 南北海道

GD54 BD47 青森 岩手 GS54 BS47 青森 岩手

GD55 BD48 宮城 秋田 GS55 BS48 宮城 秋田

GD56 BD49 山形 福島 GS56 BS49 山形 福島

GD57 BD50 茨城 栃木 GS57 BS50 茨城 栃木

GD58 BD51 群馬 埼玉 GS58 BS51 群馬 埼玉

GD59 BD52 千葉 東京 GS59 BS52 千葉 東京

②
岡山後楽館
高等学校

8/10
8:00～ 15:30

8/11

8:00～ 12:00

GD60 BD53

CLOSE

神奈川 山梨 GS60 BS53

CLOSE

神奈川 山梨

GD61 BD54 滋賀 京都 GS61 BS54 滋賀

BD55 大阪 兵庫 GS62 BS55 大 阪 兵庫

和歌山GD63 BD56 奈良 和歌山 GS63 BS56 奈良

GS64 BS57 徳島 香川GD64 BD57 徳島 香川

BS58

CLOSE

愛媛 高知

③
県立岡山工業
高等学校

8/10
8:00～ 15:30

8/11

8:00～ 12:00
GD66 BD58

CLOSE

愛媛 高知 GS66

練習会場タイムテーブル及びコート割り当て表【別表3】

ジップアリーナ岡山会場周辺

岡山市総合文化体育館会場周辺

※練習会場では必ず受付を行って下さい。また、練習コートは、指定してある時間帯以外は2都道府県に1コートで

割り当てています。練習時間の調整は、各都道府県で行って下さい。

※大型バスの駐車はできません。

※ゴミの持ち帰りにご協力下さい。

コート番号

10日 (水 )

④
県立岡山芳泉
高等学校

8/10
8:00～ 15:30

8/11
8:00～ 12:00

GD35 GD41 GD46 鳥取 島根 GS35 GS41 GS46 鳥取 島根

GD37 GD42 GD47 広島 山 □ GS37 GS42 GS47 広島 山 □

GD38 GD43 GD48 新潟 富山 GS38 GS43 GS48 新潟 富山

４

，
GD39 GD44 GD49 石川 福丼 GS39 GS44 GS49 石川 福丼

GD40 GD45 GD50 長野 岡山 GS40 GS45 GS50 長野 岡山

77

施設名
8月 10日 (水 ) 8月 11日 (本)

9:30～ 各都道府県

三重

宮崎

京都

GD62

施設名

8月 11日 (木 )

9■310～ 各都道府県 9,30～ 各都道府県



練習会場① 岡山商科大学附属高等学校

′
大学附属高等学校

至|ジ ップアリー

□函コ
ー
ロ ロ
唸

"

」

“

__.h
●コン ,午前 一方 西川

ロロ
口 ■■

_ニ

フェアレーン 午後 一方通行

サ!'1議擁|1爆|′| | | `

山陽本線

岩田町 :

0 0

||

東 □

|

岡山商大附属高校

内 校舎配置図
倉庫  71,爆 :

体書館

爾窓会
議議会館

食堂 １
号
館計 測

サ=スコ
~卜  実習室

6弩館
曲動車実習工場

グラウンド 繭 鶴

玄奪懲 錮参館棟
夕↑暴 (5号館)

理機窒
鋳造察響室

博 接
実響棟

一一一一・一一・●
●
一一一一一一●
4F

簸
充
実
響
棟

ス
キ
ム
ラ
ヤ
）

優雛

2号議|||■ ||

‖■■||||||ll
‖|||||■ ||‖④

　

⑤

　

⑥

可覇西

口||||口 |■||:
:||||||||||:

駐車場入□
●岡山市立

岡山後楽館高等学校

公園

―

■

―

一

●裁判所

「

~~~~¬

墜重劉

巌  警

,一方通行

180

AED l (保健室前)

WC

受 付

画覇西

総動車実習榛

正門

本館

-78-

ヽ

―
ノ
′

バげ
ヽ

「

~~~~¬

墜ヨ劉

3罐鱚| CEI回



練習会場② 岡山市立岡山後楽館高等学校
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練習会場③ 岡山県立岡山工業高等学校

山 IC
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練習会場④ 岡山県立岡山芳泉高等学校
岡山市立芳泉中学校
岡山市立芳泉小学校
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芳泉高校入□

○岡山市立芳泉中学校

山市立芳泉小学校
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※岡山市立芳泉中学校・芳泉小学校は

岡山汚泉高校に隣接しています。

車は高校の駐車場に停めて、係の

誘導で移動して<ださい。

左折出来ません
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○岡山県立岡山芳泉高等学校
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学校対抗参加校一覧 (男子)
都道府県名 出場校 出場回数 都道府県名 出場校 出場回数

26滋賀県 比   容又  山 22年連続42回目出場

27 京都府1西  舞  鶴 初出場

28 大阪県1東 大 阪大 柏 原 19年連続31回目出場

29兵庫県 神 戸 村 野 工 業 17年連続17回 目出場

30奈良県 奈 良 大 学 附 属 5年連続23回目出場

31和歌山県 刀B 賀  4年′Sヽり10回 目出場

321鳥取県1米  子  北 2年ぶり7回 目出場

331島根県1松

341広島県1広 島

)工  北 3年連続 19回 目出場

城

商

商

中

」ヒ 6年′Sヾり6回 目出場

1351山 □県 1柳
| |       

・ ~ 丼 工 14年連続35回目出場

36徳島県 徳 島 業  4年連続」7回 目出場

37香川県 香 川 央 12年連続2回 目出場

38愛媛県 新 10年連続」8回目出場

39高知県 高 矢□ 商 業 3年連続22回目出場

40福岡県 九州国際大学付属 6年連続20回目出場

41佐賀県 唐  津  南 11年連続」5回 目出場

42長崎県 項 )甫 2年連続31回目出場

43熊 本 県 ノ  ヽ 代   東 21年連続21回目出場

441大分県 別 府 鶴 見 丘 12年連続13回目出場

451宮崎県1日  章 学 5年連続9回 目出場

46鹿児島県 鹿 児 島 商 業 3年連続34回目出場

47沖縄県 南  風

・
‐

 |                 |

~~~~~~■~~~~~~~~~~~~~~~~¬

原 12年連続6回 目出場  |

48岡 山県 1 水   島  E工  業  20年連続27回目出場

49岡 山県2岡  [上1 城  東 初出場

-82-

1 北北海道: 旭  り|1  実 :  業  11年連続13回目出場

2 札 幌 龍 谷 学 園 1初出場

3 青 森 山 田
十一―
     ~~~~~ ~   ~~

13年 rSヽり15回目出場

4岩手県 前 沢 12年連続24回 目出場

5宮城県 聖 ウ ル ス ラ 英 智 7年連続7回目出場

6秋田県 秋 ]I  業  3年連続11回 目出場

7山形県1鶴 岡 工 業 13年連続12回目出場

8 富 岡 ふ た ば 未 来 110年連続10回 目出場

9 常 総 学 院 16年連続29回 目出場

栃木県1作 新 学 院 14年連続25回目出場

群馬県 桐 生  13年ぶり14回 目出場

埼玉県 1奇   :玉   :栄 18年連続18回目出場

千葉県1西 武 台 千 葉 2年ぶり13回目出場

東京都1淑  徳 巣 鴨 2年連続4回目出場

横 )兵 12年連続6回目出場

山梨県 甲 斐  )青  禾□
.6年
連続7回目出場

新潟県 北 越  10年連続33回目出場

昌 山 県 高 岡 第 -14年 連続20回 目出場

石川県 金 沢 学 院 初出場
|

201 福丼県1勝 Ll」
112年連続28回 目出場

―

|       |

211長野県 |

22岐阜県 |

E=
■て

岐

里予  商  事者|12年連続9回目出場

阜   」ヒ 初出場

23静岡県 伊 東  4年ぶり8回 目出場

24愛知県 岡 113 城 西 4年ぶり22回目出場

251三重県1皇  學  館 15年ぶり2回目出場



学校対抗参加校一覧 (女子)
都道府県名 出場校 出場回数 都道府県名 出場校 出場回数

北北海道 旭 川1 実 業 2年連続20回目出場 26 滋賀県 滋 賀 短 大 附属 5年連続29回 目出場

2 南北海道 とわ の 森 三 愛 3年連続8回目出場 27 京都府 京 都 外 大 西 4年連続4回目出場

3 青森県
」巨  |ヨに| :l:
Fヨ   本木  LU

花 北 青 雲

17年連続17回目出場 28 大阪県 天 王 寺 2年連続11回目出場

4 岩手県 3年連続7回 目出場 29 兵庫県 田 学 6年連続30回目出場

5 宮城県 聖 ウ ル ス ラ 英 智 35年連続38回目出場 30 奈良県 )′泰 上 4年 6り 12回目出場

6 秋田県 秋 3年ぶり2回 目出場 31 和歌山県 耐 久 7年連続22回 目出場

7 山形県
|

山 形 城 北 2年′Sヽり22回目出場 32 鳥取県 米  子  北 6年ぶり3回目出場

8 福島県 富岡ふたば未来学園 9年連続9回 目出場 33 島根県

34 広島県

松 江 商 業 16年′Sヾり29回 目出場

9 茨城県 常 総 学 院 3年連続25回目出場
嗜 ¬

Iコξ 女  子 初出場

10 栃木県 作 新 学 院 11年連続13回 目出場 35 山□県 柳 丼 商 工 5年連続 12回 目出場

11 群馬県 伊 勢 崎 )青 明 2年連続 10回 目出場

3年連続24回 目出場

36 徳島県 城 東 13年連続25回目出場

1 2 埼玉県 埼  玉  栄 37 香川県 英 明 22年ぶり2回目出場

3 千葉県 西 武 台 千 葉 8年連続18回 目出場 38 愛媛県 新 14年連続16回 目出場

14 東京都 日本ウェルネス 初出場 39高矢□県 土 佐 女 子 5年 rSヾ り40回 目出場

15 神奈川県 牛自口l“D
ミフコ
′[コ 3年連続6回 目出場 40 福岡県 九州国際大学付属 20年連続33回 目出場

16 山梨県 甲 斐 清 和 6年連続28回目出場 41 佐賀県 佐 賀 女 子 44年連続44回 目出場

17 新潟県 新 潟 青 陵 9年連続55回 目出場 42

8 富山県

石川県

富山国際大付属 5年連続5回 目出場 43 熊本県 玉 名 女 子 4年′Sヾり3回 目出場

19 金 沢 向 陽

1券 山

29年連続33回目出場 44 大分県

宮崎県

大  分  西 3年連続4回目出場

20 福丼県 6年連続23回目出場 45 聖心ウルスラ学園 4年連続4回目出場

21 長野県 文 化 学 園 長 野 4年ぶり4回 目出場 46 鹿児島県 鹿 児 島 女 子 5年連続28回目出場

22 岐阜県 県 立 岐 阜 商 業 7年連続28回目出場 47 )中糸電県 南  風  原 20年 rSヾ り10回 目出場

6年連続11回目出場
23 静岡県

Eヨ
]三 陵 3年連続12回 目出場 48 岡山県 1 倉 敷 中 央

24

25

愛知県 岡 崎 城 西

暁

3年ぶり7回 目出場

2年連続19回 目出場

49 岡山県 2 山 陽 女 子 6年 rSヾり52回 目出場

三重県

- 83 -

長崎県1諫 早 商 業 16年連続6回目出場
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い
鋼

ひ

広

き

　

せ

「墨

，

　

ち

口

た

田

ち

杓

ぐ

　

ま

ロコ

う

Ｆ

ま

山

つ

欅

ｏ

ｌ

ゝ

ψ
分

き
木
は
＜
け
型

た
太

と
郷

一り
　
　
　
， 。

こ
晃

で
秀

ひ

田
う
藤

ま

　

　

ら

　

　

ぎ

じ
島

わ
原

ら

か
　
　
ぎ

　
　
ら

な
中

は
萩

あ

ほ
本

い
伊

た
太

っ
保

・つ
　
　
　
ヽ
）

ゆ

祐

たう
藤

Ｒ

谷

と

ヵ

　

　

い

ふ
深
な
内

ヽ

吾

き

稀

と

健

ゆ
悠

が

めいけいが くえんこうこう

著 漢 学 園 高 校
さ とる

満  哲
お のみ つ

小  野
す ぎ や ま じ ゅ ん

保  坂潤
一

ＩＤ

　

一

じ

ム
巨
ゴ
ゅ
塵――

ユ
ー
コ

プ

一
コ

-84-
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男子選手名簿 (2)

No.
都道
府県 (コ ーチ )

(マネージャー)
手

|■■‐

栃

木

県

さくしんが くいん こうこう

作 新 学 院 高 校

む らかみ

村 上  幸
.ち

(よ しだ あつや )

(吉 田 敦 哉 )

え づ れ り ょ うた

江  連  亮  太
やまぐち しゅんすけ

山  口  駿  車「目

■ら:F ζん∫3TDS籍ら
し
鼻
しょ
絹

壇
お
ど
.≧い
彗2T 暑
・
曇 哲太ひろき しゅ″り1, lT

慶三_木 俊 輔

3TD

21

3T

2T

うつのみやきたこうこう

宇 都 宮 北 高 校

お お し ま ま ゆ み

大 島 真 由 美

せんぼんまつけいすけ

千 本 松 啓 介
3D
お

尾

と

‐丁

ゆ

田  悠
だ つ

うつのみやみなみこうこう

宇 都 宮 南 高 校 井

む
努

おと

」還

ま

沼

ぬお

．４

ゃ
哉圭

エ

た

、天

11

群

馬

県

き

桐 生 局

ゆり つ

校

かぶ らき ともひ ろ

鏑 木  智 博

(た やま りょうと)
(田 山 凌 大 )

た か ざ わ そ う

高  澤   颯
い しは ら ゆ うと

石 原  優 斗
そえじま まさよし

副 島  理 義

い の う え ひ ろ き

井  上  博  貴
は ん だ ゆ うす け

半  田  悠  介

な か ま ち か ず ま

中 町  和  磨
3TDS

い が ら し た つ や

五 十 嵐 達 哉
~

3TDS

2T

3T

2T

lT

きりゅうしょうぎょうこうこう

桐 生 商 業 高 校

ほんだ りょうすけ

本  田  亮 介
わた なべ かず き

渡  邊  一 輝
11)

け
輔
すい
大
だの
野

ひ
平

12

埼
玉
県

さいたまさかえこうこう

埼 玉 栄 高 校

お お や た か し

大 屋  貴 司
(や まだ ひで き )

(山 田 秀 樹 )
(ど うした ともひろ)

(堂 下 智 寛 )

こ うき

航  貴
たくま

拓  真

3TDS

2T

お ので ら ま さゆき お かむ ら
3TDS 
岡 村
お お ひ ら3TD大
平

2T

ひ ろ き

洋 逼
3TDわ た な

ベ

'せ

[ぅ き   邊
洸輝3T集
お|ドし小 野 寺

へ  し

仁  平
か わ ば た

川  端

雅 之
す み や

澄 也
なお と

直 人

13

千
葉

県

せ いぶ だ い ちば こ うこ う

西 武 台 千 葉 高 校

い な だ さ と し

稲  田  聡
た かせ ひ で お

高 瀬 秀 雄
ご と う げ ん き

後 藤 元 気

せ き ぐ ち て つ や   い と う け ん じ _ し お さ わ る い __

関 口 哲 也
3TD伊

藤 謙 志
3TDS塩

澤 瑠 唯
3TD

亀
い
建
わ
洗
う
基2TDS隼
か
暮
ら
藉
う
生2T警
ど
ピ
1象ん
兵2T

や ま ざき なお き

山 峙 那 緒 生
41

14

東

京

都

しゅくとくすがもこうこう

淑 徳 巣 鴨 高 校

ほりこし よしひろ

堀 越  義 広
(せ きね ただ し)

(関 根 忠 )

(お がわ りょうや)

(小 川 良 哉 )

た つ や っTc おお くば たつや 。↑、 し
達 也

…
大 久 保 達 也

…
下

ゆ うた _^ ばん ど う た くや ^¨  え
雄 太

…
板 東 拓 哉

。̀江

墨

う

11:2TD

く ど う
工 藤
う しか わ

牛  川
うえ だ り

上  田

も ぜ き げ
関

ご し  け い

越  恵

ん
_  3TD
フエ

2TD
伍

15

神
奈

川

県

よ こ は ま こ う こ う

横 浜 高 校

え び な ま さ る

海 老 名  優
(お おしま ひでき)

(大 島 英 輝 )

(さ いとう ゆうた)

(斉 藤 雄 太 )

い

石

鶴
よ

米

し
昇
こ
果
す
菖3TDS寝
こ
ξ 鶴
う
邊3TD 黒
り
 絶
ろ
』

る た れ い  お が た し よ う _は ん ざ わ か ず ま

田  嶺
3T緒
 方  星

2T半
澤  和 真

ねつ か ともき _
塚  友 貴

3T

lT

ぅ
一品

こま

召

ぬ

、ャ

く
鵠

ぅ
校
せ きね かず ひ ろ

関 根  一 弘
さ
酒

た
太
ょ
一昇

さ

坊

まい
今

ぐ ち な
口

っ
夏

かわさきそ うごうかがくこうこう

川 崎 総 合 科 学 高 校

い と う よ したかさ
齋 藤 嘉  貴

や

　

‘

．
颯部

べ
　
ｉ
ｒ

あ

安

と

天
2S

山
梨

県

か い せ い か こ う こ う

甲 斐 清 和 高 校

か き ざ き た か お

柿 崎  孝 央
(す がさわ しんや )

(菅 澤 伸 哉 )
(お お しば とき )

(大 柴 翔 輝 )

松

古
も

森

′~  3TD

r
夫

鷹
2T

た な か ゆ う き RTnq
田 中  勇 気

。…

やなぎさわ ひかる …
柳  澤  輝

…

た か は じ ゆ う

高 橋  優
た か の か ず
高  野  一

ま つ も と た け し ¨

岳 志
ψ̀

の あ
,TD

聖
~~

の十 け

ノ

・

丞
lTS

本
る や
屋
しん
′い

り

17

新

潟

県

ほ く え つ こ う こ う

北 越 高 校

やまがた やすひろ

山 縣  泰 弘
〈むちゃまりと ゆすふ )

(ム チャマ ッ ト ユスフ )

(う ら た こ う き )

(浦 田 皇 希 )

ゅ う …  い か ら し あ き と _
優
~五

十 嵐 秋 斗
…

も ろ う ^¨  ほ ん ま ゆ うだ い _
友 朗

Zlυ

本 間 雄 大
21

1ょ ,ご _¨

稜 梧
・・

は し も と

橋   本
こ に し と

小  西
い しづか り

石  塚  i

さ き え い と

崎  永  人
ま  か け る

鎌   翔
や

わ

カ

川
2T

2T

ノヽ

に ほ ん ぶ ん り こ う こ う

日 本 文 理 高 校

おや な ぎ ま

小  柳
と

県

しこ ば や し ゆ う と 、 お お

小 林 悠 △_三二 大_
な

]R

ん

'1真

3D

18

富

山
県

た か お か だ い い ち こ う こ う

高 岡 第 高 校

な か だ

中  田
(い い だ

ま こ と

真 琴
ひ ろ と )

洋 人 )

か け る )

翔 )

(飯 田
( あ ず

東

ま

(

まがわ

真 川
ふ

3TDS藤

た
3TD   _
局

2T

しゅ うへい じ た

田
か は し げ ん 。TQ
橋   玄 …

た
…  おお さき
汰
…
大 崎

こ うす け
RTn

広 裕
…

ゆ うす け ́ ´
         2T

雄 介
~

す

い し さ か ま

石 坂  真

道 下  凌

平
ひ ろ

洸
うが

我

啓
さ か し

坂  井
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男子選手名簿 (3)

19

石
川

県

かなざわが くいん こうこう

金 沢 学 院 高 校

1  監   督
|‐   rコ _チ、

二重ム
=生
」二

ひ ゎ「
´

.サ  1,と し

樋  渡  元 志
(よ こやま やすひろ)

(横 山 康 博 )
(て らもと けんと)

(寺 本 健 人 )

土  平   孟
な り た た つ や

成  田  達 哉
たかやなぎ だいすけ

ひ
3TDS

3T

lT

也

な

己
せ

侑

　

聖

ち

力

．
　

一７

ま

堂

や
山

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

は しづ め ゆ

橋  爪  悠
た か し ま

高 嶋  孝

輔

き
気

3T

2T

かなざわしりつこうぎょうこうこう

金 沢 市 立 工 業 高 校

みず うち ひ ろ し

水   内   浩
と ぃ

永
えヽつ
吏

う
藤

い
伊

ぃ
黎

う
藤

か
加

2S2D
たにぐち りょうま

谷  口  諒  真

20

福

井
県

ぅ
校

こぅ
一品

こま

ｈ
Ｈ

や

―

つか
勝

ま き の と も ゆ き

幸
い
＞

”
＞

(も りい し あ

(森 石
(ま つむ ら り

(松 村

牧 野  智
き

顕
よ

課

lT

拓
う き

希

lE
3TDS

はせがわ たかひと

長 谷 川 貴 士
さい と う か ぇで

斎  藤   楓
うぇだ けんしろう

上 田 健 志 郎

た
太

く
拓

ん

　

　

た

す ず き と し ひ ろ な ん も

鈴 木  利 南 茂
な か に し

中  西
か わ い ゆ2TD川
井  優

2T

21

長

野
県

ながのしょうぎょうこうこう

長 野 商 業 高 校

こ や ま と も ゆ き

小 山  智 之
(て らだ こ うじ )

(寺 田 幸 司 )
(み やうち ともや )

(宮 内 友 也 )

ざ こ う じ な お

座 光 寺 直
よ こ た か ず
横  田  和
みや さか あつ

宮 坂  敦

き
土早
き
上生

あ

　

　

ぅゆ
悠

ヵ
」唆

，　
．

た
　
‐

ｔ・り
出
日

ら

　

　

す

は
原

た
竹

み
実

み
巧

た
柘
¨
た

う
　
　
わ
理倖

ど

藤

さ

ん

　

　

ら

あ
安

て
寺

３ＴＤ

　

　

３Ｔ

　

　

　

２Ｔ

と
人
き
樹

ゃ
也

ながのけんあかしなこうこう

長 野 県 明 科 高 校
こ
子
と
一九

も
Λ
ｍ

わ

．早

み
一二

と
和
まや
大

や
林

こ
．４

22

岐
阜

県

ぎ ふ き た こ

岐  阜  北
ぅ
校

う
一局

か わ せ た か し
川  瀬   隆
(な がやそういちろう)

(長 屋 宗 一 郎 )
(さ わ きっぺい )

(澤 橘 平 )

た
汰

た
大

ゃ
也

ずか

‘
↑

た

ｍ口

おお
太

ナ
恵

ゃ
谷

みヽ

占
甲

ぃ
　
中
明

めう
功
こと
本
もき
木

ぃ
大

だう

雄

ゆだ

［国

まや

出円

よ
翔
しき
木

らし

白
日

じ
司とロ

こ

、ン
‐

ま

島

じや
矢

ぅ
颯

そう
藤

か
加

おお が きひ が しこ うこ う

大 垣 東 高 校

ま

〓”
〓
二

た

しに

だ

田

ろく
里
小

えヽろ
洋

ひ だ

田

た

［国

か

山
‐

な し

凸
民

ま

ュ剛

け  | ル

23

静

岡

県

う
一局

う
東

い
伊

と ぅ

校

いわ さわ た け し

岩   沢   猛
(き たがわ ひろのり)

(北 川 裕 紀 )
(た かはじ ゆうき)

(高 橋 裕 輝 )

３Ｔ

　

　

２ＴＤ

ひ
飛

と
和

う
　
　
　
一よ

ゆ
雄

や
大

ま

だ

田

し

嶋

く
　
　
か

ふ
福

た
高

３ＴＤ

　

　

２Ｔ

よ

樽

み
三

３ＴＤ
　
　
　
一脚
　
　
　
‐Ｔ

ん
迅
ゃ
也
と
人

じ

　

　

も

　

　

く

と
智

こ
琢

ま

　

　

　

　

　

ブ

ーー
「
さ

ゃ

‐
ぐ
枝

ば
葉

こ
　

　

ヽ
　

　

な

よ

横

さ

三

い

稲

た る い し ふ み や

石  郁 弥
し  か け る

好   翔

せ い り
星

ぅ
校

ここ
一局

ょ
陵

は
原

ら ゆ う す け
佑   介

ま  つ た
太

ち
地
し
泰
た

松

そ

蒼

だ

［国

お の だ
小 野 田

24

愛
知

県

お か ざ き じ ょ うせ い こ う こ う

岡 崎 城 西 高 校

の せ や す ひ ろ

野 瀬  泰 弘
(な かね としひこ)

(中 根 寿 彦 )
(こ くぶ ひでとし)

(國 分 俊 秀 )

2T

lT

ん ど う ひ か

藤
こ
近

ひ
久

太

ゃ
哉

遼

み
文

秦

　

郁

「月

ベ

ュ十

安

あ

阿

のなか りゅうたろう

野 中 隆 太 郎
か た ひ ら ゆ う と

片  平  悠  斗
うめだ ゆ うたろ う

梅 田 悠 太 郎

あん ど う りょ うた る

輝
む

夢

さ た か  り
■

４
一局

あいちこうぎょうだいがくめいでんこうこう

愛知工業大学名電高校

しょ う．こ
五
口

たてまつ

立 松 彰

け い す け ろ
弘
ひさ
真圭  佑

た

［国

な
成

こ に し ま

小  西
3D

名古屋経済大学市郁高校

なごやけいざいだいがくいちむらこうこう ご

暦

いながき

稲 垣 翔

しょ う なかばや し ひ ろき

中 林  寛 貴
と
人

り
陸

まや

工田

おあ
圭目

む らせ こ うのす け

村 瀬 康 之 介
2SlD

25

二
重

県

う が っ か ん こ う ここ

皇 學 館  高 校

ま き の た か ゆ き

槙 野  貴 行
(や すい ひろこ )

(安 井 浩 子 )
(つ ば き じん )

(椿  陣 )

ぃ
魁

ち
智

ヵ

　

　

な

けト

こ
西

き

お
　
　
ら

お

大

あ

荒

２ＴＤ

　

　

２Ｔ

ささぶち やすたか

笹 渕  康 孝
で ぐ ち け い ご
出 口 啓 悟
やがた けんたろう

矢 形 健 太 郎

お お た に ひ ろ と

大 谷  啓 斗
た けがわ しんぜ ん

竹 り|1 真 善 木
lT

3TS

2T

lT

あ か つ き こ う こ う
暁    高    校

しんかど こういち

新  門  耕 一
ひま こ とぐ ち

口

や ま

26

滋
賀

県

ぅ
校

う
一局

ん
出四

ざい
叡
えヽひ
比

なかお しゅういち

仲  尾  修  一
(ふ じかみ よしのぶ)

(藤 上 良 信 )
(かわせ こうたろう)

(川 瀬 耕 太 郎 )

lま

3TDS

2T

みし

清
3TD

2TD

2T

堀  井

宅

お おみや け

大

 ヽ た い ち
大 智
しょうへい

将  平

ず

水
や

屋

こ うへ い
._  _ 3TD
滉  半
り ょ う

2TS

ふ じわ ら けいす け

藤 原  圭 祐
た に ぐ ち ゆ うや

谷  口  侑  弥亮  悟
よ し か わ  り く
吉 り|1 理  久
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男子選手名簿 (4)

No.
適

県

都

府 名校学●
●
―
●

―

一
■

‐

・

一
一

一

選  手

27

京
都
府

ぅ
校

こぅ

一局

こる

百
馬

づ
　
″信
れ
舞

しに
西

崚
之
詢
Ｄ
切
詢

し
好
雌
租
う
降

よ
　
‥

）
　

　

よ

，ァ

ヽ
　
　
　
ヵ

「ヤ^
　
レ

菊
塚
流
曙
引
田

秘
大
］
征明
は
師

ま つ お か ゅ
_う 3T

き
樹
しと
俊

松   岡   優
し
智

と
大

と

　

　

お

セ
円

さ

　

　

な

、コ

だ

田

ね
根

す

　

　

ま

ま
増

や

山

さ

翼

ぅ
亮

ご

吾

ゴ

　

　

　

よ

　

　

　

ぅ

＞
　
　
　
り
　
　
ょ

レ彪

´́
　
　
　
　
　
ひ
　
″

に
谷
わ
岡
島
原

た
　
　
　
つ
　
　
日

こ
小

ま
松

か
柏

お お つ き

大  月

きょうとりょうようこうこう

京 都 両 洋 高 校

ノヽ

百
田

ふ

↓
↑

き

ｎ月

あ

日
ン

や

・

み

庄呂

た

一局

し

司

た
達

い
石

ねき
季

る

常

は
東

な

占
甲

まや

，国

ぅ

校

お と く に

乙  訓 ル局

やまぐち きみひろ

山 口 公 洋
ゃ
也

た
達

に
西

ろ
大
ひなみ か わ ま

並 り|1 真

28

大

阪
府 東 大阪大学 柏原 高校

ひがしおおさかだいがくかしわらこうこう

ヽづ
和

詢
Ｏ

ｏ
０

¨
浩

＾
一」
ヽあら
」「
）

し
石

Ｈ
石
勤
畔

い

　

，

１

〓

Ц

加
明
ぃ
切

繊
何

ぃ
慶

き
希

け
　
　
　
う

し
　

こ
晃

は
橋

ず
水

か
　
　
み

た
高

し
清

ＴＤ
　
　
　
ヽ
　
　
　
ＴＤ

３

　

　

　

２１

　

　

　

１

佑

の
之

ら

りんたろ う
一き一ざ

時

「
ら

一

ヽ

　

―

一詢
岡
て
寺

き

樹

介

け
輔

す け

お ゆな
直
と
虎
れ

０ヽ
　

　

と

　

　

　

マ
■

〕
尾
も
本

つ
里

た
高

た
川
さ
佐

郎

く
陸

太

り

ゴ
バリ

お
尾

.ヽ す

大

29

兵
庫

県

こうべむらのこうぎようこうこう

神 戸 村 野 工 業 高 校

ぉ
雄

り
＞

ｏ
＞

き
　

０
大

計
哉

ゆ
幸
村
泰
な
直

か
金
漏
川
む
村

も

　

そ

佃

一
‘

除

と
友
は
Ｃ
は
”

ま
真〓二

た

」レ

の
野

わか
河

た

太

な

―

ひ

崚
ＩＨ

き

［目

わ

々
カ

ど

“晟

や

１

り
　
“ゼ

つか
勝

き

´
ヽ
「
「

ずす
鈴

と
斗

り
孔ソ

ね

イ不

も

‘́

と

友

鴻
　
　
　
Ｄ
　
　
　
Ｐ

３Ｔ‐

　

　

　

２Ｔ

　

　

　

ｌｌ

け
亮

ゃ
弥

と
杜

す
　
　
く
　
　
や

う
佑

た
拓

は
颯

ゆち
内

た

田

ぃ
井

う
　
　
つ
　
　
す

と
戸
き
橘

や
安

30

奈

良

県

奈 良 大 学 附 属 高 校

ならだいがくふぞくこうこう ち な つ )し

(西 田 千 夏 )

ほ  り   た  か  し
堕品堀

(石 井 哲 也 )
(い しい て つ や )

３ＴＤ

　

　

３Ｔ

ゃ
哉

み
匠

ま

昌

た

司

ぅ
藤

か
‐

と

　

　

お

さ
佐

た
田

３ＴＤ

　

　

３Ｔ

た

に

い

平

ぅ
　
　
　
ぅ

お
匁

こ

恒

」

山

．

ま

　

　

ら

一肇

デ

　

　

は

，

わ

あ
東

れ
河

３Ｔ

　

　

　

３ＴＤ

　

　

　

２ＴＤＳ

い
河
】
太
¨
駿

せ

晟

す

わ
　ヽ
―

だ

ヵ

”月

や

　

　

な

は
旦
‐
は

啓

う
ね

ゆ

田
締
川

′
ｔ
え

‐^

九
一
ま

〓剛

ぅ

校

え か み こ う
上   高

そ

添

す ぎ た た だ し

杉   田  義 樹西

ばやし と

林  俊

31

和
歌

山
県

一局賀

ぅ
校

な

那

あ さ い ね た く や

(真 壁 由利 枝 )

(ま か べ ゆ り え )

(小 林 由 季 )
(こ ば や し ゆ き )

朝 稲  拓 弥
３ＴＤ

　

　

‐Ｔ

ゃ
弥

し
之

お
　
　
　
　
―

‥
　

ま
誠

な
直

ら

く
　

く
倉

み

か
角

ゆ

弓

こ うせ いさ くらい ぃ
大

と
人

だ

　

　

ん

う
雄

か
幹

ゆ
　
　
ず

か
中

み
水

櫻 井  康
お か  と も

な

　

　

ら

た

田

し

自

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

　

　

　

ｌＴ

成

き
希

ま
真

ずハ
　
求́
■

知

ノた

田

ん

岡

も
門

ぅ
校

ここ
一局

ゆ

　

ヽ
力

／

きた
耐 谷 糸己

ろ きた に ひ
宏

ちぐ

口 凌
立
ロ

き
岸

やまもと じゅんぺい

山 本  純 平
し べ  り ょ う

3DS3DS

32

鳥

取

県

ぅ
校

こう

一局

こた

北

きご
子
なよ
米

む

収

０

＞

＞

＞

・ゝ

　
１

　
一ｏ」
　
　
　
　
クハ０
　
口
）ヨ

Ａｃ
　

と
勉

す
暑

ぉ
　
っ
　
加
健

九
内
」
石
っ
津

ナ
　

ず

出

ヵ

合

た
竹

０
＜

ｃ
＜

３Ｔ

　

　

２ ＴＤ

し

志

み

未

さ

　

　

く

ま
正
た
拓

ら
　
　
ま

む
村

や
山

し

　

　

の

に
西

そ
園

き
樹

ん
駿

ま
遥

しか
一
ｒ

っ
津

な

‐

す
水

た
竹

ろ
大

と
人
き
樹

ひか

二
貝

た

，っ
　
　
　
つ

９

女

一ヽ　

　

一

，
　
ス
た

い

　

．

か
中

な
邊

た

田

わ
渡
な

長

ぉ

尾

とっとりけいあいこうこう

鳥 取 敬 愛 高 校

ぇ
江
き
希
ゆ
上国

の
野
ひ
ロロ

しゅ うと
誠

こまし
西

な
占甲

Ｓ

　

一

２Ｅ

　

一

き
基

まつ した

松 下  修

33

島

根

県

ぅ
校

こう

一昌

こた

北

きえ
江

ま
松

わ た な ベ

持

(も ち

じ

一

一

＞

＞

け
賢

た
１

だ

一田

渡  部
た
太

と
斗

う

　
　
　
，
さに

″
Ｆ

ふ
風
な
牙

ぎ

　

　

ヽ

―

ヵ

＝
″

お
　
　
ず

お
扇

み
水 瀬 戸 山 俊 介十

ｏ
　
　
Ｌ
ＮＪ

ら

本

ち

７

む
　
′

ｏ

・ヨ
一

′
　

いヽ

」Л
．

の

　

　

し

の
野

に
西

一べ
　
刀
一

一な一た一わ

濃 佳   祐
か ど け い す け

せ とやま しゅんすけ

し ゅ ん
３Ｔ

　

　

　

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

舜

ぅ
鴻

る
哲

角

う

上０
〈
一

こ

コ
“
一局

よ
業
ぎぅ
商

し
　
´
一

え

、̈ロ

つ
　
　
ヽ
ヽ

ま

一憎

し
士
心

さま
真

ぅ
藤

さ
佐

い

■
二
一

，

′
〓

リ

ル
タ
一

ィ
几
一

７

●
ヽ

一

・っ

′
ユ

じ

，
■

一

と
人

た
天
まや
∴四

も
森

しょうとくがくいんこうこう

松 徳 学 院 高 校

し

司

あ
敦

とみ や ま

富  山
さ
佐

lS
ち
地

ｔ
大

だの
野

34

広

島

県

・つ

六
Ｘ

，　ヽ
　　４
．．‐

“

一局

ほ
北

よ

訃
味

ド
）
‐
ι

は
島
ろ

・

ひ

■
μ

相 良  展 広

く

登
た
拓

まや

一四

ギ
ヽ
′ク

す

．４

さ が ら の ぶ ひ ろ ゆ

祐

な か ゆ き と
 lTDS

中  幸  人
~~~

し
士
い
ぅ
洗́
啄

そ

颯

り

わ
　
　
き
は町

が

＝
′
さ

か
　
　

ば

一あ
赤

し
柴

一　

ＤＳ

　

　

　

Ｔ

　

　

　

ＦＤ

一　

３１

　

　

　

１

　

　

　

１

一ぃ
征

対
介

し
龍

一よ

　

　

う

　

　

Ｄ

一い
圭公
］́
立電
一・

一た
　
．
い
　
　
テ

一た

田
た

本

ｔ

一り

　

粟

　

ゃ

丁
有
け
岩
は
林

わ も と

本 希

う きか
川

た

田

-87-

監  督
(コ ーチ )
〔マネージャー )



男子選手名簿 (5)

学校名
監  督
(コ ーチ )
(マネージャー)

選

35

山

口
県

やないしょうこうこうこう

柳 井 商 工 高 校

たなか ひで ゆ き

田 中  秀 幸
(や まひら なおき)

(山 平 直 輝 )
(ふ じかわ あゆむ )

(藤 川 歩 武 )

も りなが ま さひ ろ   か

森 永  雅 弘
3TDS亀

す み が わ た か し _ つ
澄 川  考 志

…ヤ
辻

ふ く ま  り く _
福 間 璃 来

``

め だ ま さ や

田  将 也
じ けんた ろ う

健 太 郎

RTn き む ら さ と し RTD~木
村  聡 志

~

__  く り き こ う た _2TD栗
木 洸 太

ll

36

徳
島

県 徳 島 商 業 高

こう

校

とくしましょうぎょうこう

(庄 野 正 博 )

い み あ け み
新 見  明 美
(し ょうの まさひろ)

(に しうら なお き )

(西 浦 直 輝 )

やまぐち こうへい   あ べ  か つ き __あ け い ま さ き _
山 口 航 平

3T阿
部 克 紀

3TD明
井 将 輝

31DS

為
か
 魯
う
(2TD 巣
り
 魚
き
卓2T 岳
し
寿
ら
薪:く事lTDS

猪 井  翔 吾
ロ

37

香

川
県

かがわちゅうお うこうこ

香 り|1 中 央 高 校

にのみや かず たか

二 宮  不口 敬
(ど い じゅん こ

(土 居 純 子
(い わぶ たいが

(岩 部 大 我

は らだ りょ うや

原  田  崚 矢
おかだ りゅうせい

岡 田  竜 征
ふ し み か ず ま

伏  見  和 真

ふ し み ゆ う ま

伏 見  勇
‐

真
3TDS竹
た け し ま と お る

3T

2T

3T

3TD

lT

よ しお か こ ういち

吉 岡  光

島   徹
の した ゆ きや

下  之 哉
3T
い

井

さかいでこうぎょうこうこう

坂 出 工 業 高 校

み 0

井

で

秀

か

隆

ひ た

Ъ
な
t中
じゅ
虐3D 曇
よ
籠
ま
臭
い
峯3D

え い め い
英   明

っ
校一品

お び か あ きひ と

小 比 賀 昭 仁
こ
彦
ひる
晴

う
藤

さ
佐

38

愛

媛
県

に

新

た こ う こ う
田  高  校

と く な が た だ し

徳  永  督

枝
い

だ ゆ い )ひ さ

久 :

なが

永 井

ゆ い )
ほたる )

蛍 )

3TDS

2TD

lT

なかがわ しょ うま

中 り|1 正 麻
そ が べ し ょ う た

た けな か ゆ うや __

竹  中  裕 哉
3TD

はらだ しゅんすけ っTQ
原 田  峻 佑

…

つ あ き と も や …
津  秋  智 哉 …
ひ が し り ょ うた ^^

東  亮  太
~

くす の き こ うす け

楠   航  介

曽 我 部 祥 多

39

高

知

県

こうちしょうぎょうこうこう

高 知 商 業 高 校

かわぞえ しゅうぞう

川  添  周  三
(み し ま か よ )

(三 嶋 香 世 )
(な がい こ うた )

(長 井 皓 汰 )

さかもと りゅう0

坂 本  隆
かたお か じ ょ

片  岡
か わ く ば た

川  窪

ちヽ   こ た
3T~    /J｀

う      イト ′、

成
…ν
弘

く

拓
lT

に  け ん せ い

谷  拳  聖
せ こ う き

瀬  公  貴

あ し わ り3T 
足   羽

,Tn 
い と う れ~ 
伊 藤  鈴

よ

υ

元

じ

士

3T

2T

と

土

さ ぅ

校一局佐 峙大

お お さ き た け し

武
3D

ながた き こ うだい

長 瀧  弘 大
だ

［国

んほ
本

ら
ヽ

１
コ

。

＝
起

ゆ

立
電

40

福

岡

県

九州国際大学付属高校

きゅうしゅうこくさいだいがくふぞくこうこう

な が い ひ さ し

永  井   寿
〈おかむら ぇいいちろ う)

(岡 村 英一郎 )
(く りやま まさつぐ)

(栗 山 将 嗣 )

とりもと たかひと

鳥  本  嵩 人
こ む ら ひ ゆ う

小 村  飛 雄
ひ だ き た け し
肥  田 木  武

ん 。↑、 い と う  よ し き っT
駿
…
伊 藤 良 樹

°1

り く
,↑
あ く ね な お き …

陸
・・
阿 久 根 直 輝

・12T

や

ノヽ
い

石

ヽ ろ  し ゅ
3TD

色
し |」  し

橋

lT

や

山

ま  と  こ

局 校F号

あ らき ひ でふ み

荒 木  秀 文
や ま も と ひ か る

^、  す
山 本 ひ か る

~砂
坂 優 太

な さ か ゆ う た
3D

じゆ うがお か こ

自 由 ケ 丘
ぅ
校

こう

一局

なるとみ かつひこ

成 富  勝 彦
なか しま けい じゅ

生__島__圭 _寿
かつ らぎ だいす け

葛 城  大 介
2S 3S

41

佐
賀

県

か ら つ み な み こ う こ

唐 津 南 高 校

ふ かむ ら ふ み こ

深 村 扶 美 子
(や すだ ゆ うこ )

(安 田 優 子 )

藤 江  尚 也 ∪1
わ た な べ こ お し ^_

渡__昼_」告 嗣
~

なかや ま そ うま

中 山  颯 麻
なかむ ら あい き

中 村  愛 毅

2TDS

lT

あ ら た に り ょ う …
荒   谷   亮 …
わ た な べ ゆ う ご

渡 邊  悠 基
~‐

た  け

武

お

雄

う
一局

っ
校 洋

ち

口

え
江

ひ ろさ

正

こ が け ん た ろ う み ぞかみ ともあ き
2DS 2D

42

長
崎

県

,

高

つ

校

け

瑣

| ほ

浦

は や し た か あ き

林   貴  日召
(た なか さだお )

(田 中 貞 夫 )
(た きぐち ゆうと)

(滝 口 友 士 )

3TS

3T

lT

3TD

2TDS

は らぐち しょ うた

原 口 翔 多
ながの き ょ うた

長  野  恭 大
や ま だ  り ん
山  田   麟

まつばや し ゅうた

松 林  雄 太
むらもと りょうま

村 本  竜 馬

あ しづか きいちろ う

芦 塚 貴 ‐一 郎
つ じ り ょ う や
辻   凌   也

3TD

2TD

43

熊

本
県

や つ しろひ が しこ うこ う

人 代 東 高 校

ご ん ど う こ う じ

権 藤  浩 二
(し のはら みゆき )

(篠 原 美 由 紀 )
(い む ら ゆ うや )

(井 村 友 哉 )

平  り|1 透
3T

お も と だいす け

小 本  大 佑
2TS

ふ く しま そ うた

L上 壮 太
2T

3TD

2TD

や ま も と た く ま ^^

山 元 拓 摩
~

た な か ゆ う し

田 中  湧  ±
2TDS

や ま も と た くみ

■__杢_三巧 海
3D

か わ は ら そ う ま

川  原  聡  麿
も りた しん た ろ う

森 田 新 太 郎

-88-

都
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男子選手名簿 (6)

44

大

分

県

べつぶつるみがおかこうこう

別 府 鶴 見 丘 高 校

わたなべ きみ とも

渡  邊  仁  友
(え とう よしみつ )

(江 藤 義 光 )
(ひ の ゆ うや )

(日 野 佑 哉 )

松
か

梶
す

菅

3TD

2TS

lT

２ＴＤ
　
　
狐

ゃ
矢

る
季

さ
沙

の

ヽ ま
雅

み
田

さ
＃
刻
だ

あ
浅

わ
和

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

ち
　
一　
ん
一運

し
　
　
れ

う
晃

・
・　
　
　

り́

み

見

ォ

す

　

　

じ

い
池

ふ
藤

ラ嘔

じ わ ら

原
が  だ
大

員 仁
なおや

直 哉
い ご
伍

まつ も と ま さひ と

45

宮

崎

県

にっしょうがくぇんこうこう

日 章 学 園 高 校

た けす え ま さや

武 末  昌 也
(は そみ かずひろ)

(細 見 和 凡 )
(し もみ だいち )

(霜 見 大 智 )

３Ｔ

　

　

　

‐ＴＤ

ぃ
慧

ご
悟

よ

納
「

わ
川
」
ッ

ヵ
谷

わ
川

せ
　
　
が

は
長

お
小

き

輝

ん

善

う
　
　
ぜ

ゆ
勇

ユ・
踏
「

ち
地

み

―

ぜ
　
　
が

あ
畦

な
長

ＤＳ

　

　

Ｔ

　

　

Ｄ

３Ｔ

　

　

２

　

　

Ｈ

ゃ
也

き
樹
ち

一

ん

　

　

つ
　

　

ヽ

´
彗
ヽ

　́
　
　
し

Ｌ

一Ｊ

μ
　ヽ

　

　

・ｋ

７
　
　
　
´
ヽ
　
一
ノ

誠
田
り
切
〓

や

，Ц

き

　

　

　

Ｆ

そ

Ｌ

わ
　
　
ぐ

ほ
細

い
岩

ひ
樋

かごしましょうぎょうこうこう

鹿 児 島 商 業 高 校

お につ か あつ よ し

鬼 塚  敦 義
(の くお ひでとし)

(野 久 尾 英 俊 )
(せ とぐち まいき)

(瀬 戸 口 舞 樹 )

しらか わ ゆ うや

自 り|1 湧 弥
ひ ろせ たいせ い

店 瀬  泰  生

ひらおか りっせい

平  岡  立 成
おがた ゆきのすけ

緒 方 雪 之 亮

よしおか こうた
3TDS

ろ う

メ1「
2TD

2T2T

lT

岡 弘 太

ぅ
凌凛

冊

せせ
勢

ね

祢

き
騎
し
士翔

めじ

占

ひ らおか てるひろ

平  岡  旭  洋
3D

かみいりさ ただたか

上 入 佐 忠 敬
き
希

こ
康

む
村

あ
有

46

鹿

児
島

県

かごしまこうぎょうこうこう

鹿 児 島 工 業 高 校
あかみ ね や す し

赤  嶺   靖
(た なはら ちはる)

(棚 原 千 春 )
(と みざと しゅうと)

(富 里 柊 斗 )

３ＴＤ

　

　

　

２ Ｔ

ご
吾
ぎ
儀

ぃ
盛

ん
仁

せ
　
　
じ

易

　

呆

ま

ナ
ン
ま

′
１

た
田

く
久

ザ
司
た
太

も
智

ぅ
祐

と

　

　

ゆ

る
渉

ぅ
翔

と
人

た

　

　

よ
　

　

ん

わ
　

し
　

け
健

垣
ま
間
最
本

あ ら か き しん ざ と

新
ひ

ケヒ

新

新  里
・ヽ

一景

ほ

外

あ ら

ＴＤ

　

　

　

ＤＳ

３

　

　

　

３１

沖
縄
県

東
¨

る

リ

ば
風

えヽは
南

ぅ
校

こう

一局

ま つ か わ だ い き

松  り|1 大  記
(う えだ とみひろ )

(上 田 富 弘 )
(や まかわ つばさ)

(山 川  翼 )

いの うえ

井 上
い ちい り

一 井

た
太

た
太

ん

　

　

う

け
健

よ
亮

平

い
晟

ぅ
薦
左

‥
　
せ
　
り

よ

‘ヽ

ＤＳ
　
　
　
ＤＳ
　
　
　
Ｄ

３Ｔ

　

　

３Ｔ

　

　

ｌｌ

に し か わ か お る

西   り|1  薫
た け い ゆ う せ い

武  井  優  成

やました きょうへい

た

山 下  恭
3TDS

lTD

坂 本  泰
ふ じ い り
藤   井

さか も とぎょうこうこう

業 高 校
う

工

こは
島

ずみ

‐刀

岡

山

県

おかやまじょうとうこうこう

岡 山 城 東 高 校
は
江

えヽ

ほ
帆
み
美

さ
野

あ
浅

よ
一課

〓
ス

ら

に〃

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

き
生

と
都

ず

伯

か

れ

ゆ

者
■
え

・」

せ

Ч初

ぶ

、准

の

野

の

延

３ＴＤ

　

　

３Ｔ

　

　

２Ｔ

き
貴

な
成

ぃ
成

ま

　

　

　

　

　

た

二ヽ

い
山一
口
姜
々

お
奥

ひ
樋

さ
佐

お か ざ き ゆ う ま

岡 峙  由 馬
くろずみ なおふみ

黒 住  尚 史

と

智

知

3T

3T

せ

・

一
大

48
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女子選手名簿 (1)

学裏■| 一

ｖＯ
一
ヽ

′

′

導
チ

「

●
■
■

●
ン

．

一

　

一

監
鮨
ネ、マ

選  手    |

北
北

海
道

う

一父

こ

．
１

こ

ユＦ

ょ

ヒ
恭

ぎ

、
．ラ
ぃ
実
わひ

１
／

あ

」几

しも うつ ぼ ひでお

雄
い
英

さま

1子

坪

き
榛

十宇
ず

・ヽ

下

け
∝ 一

・
ほ

ョ

な
穂

(た ちばな

(橘  菜

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

な
那
く
来

ま
春

′
未

た

し

＋
ｒ
　
　
ロ
ロ

じ

ゴ
ノ
ず

一ト

ふ
藤

み
水

一ほ

“か

な

へ
下

一ぎ

コ
‘

う

．メ

一な

凪

ゆ

隋

一

　

―
り

　

　

４

一と

　
　
　
う

一も

本

と

藤

一

　

一

ン
　

　

一
チ

一の
　
　
　
い

一え
榎

さ
齋

市 橋  実 結
い ち は し み ゆ

さ き の つ ぐ み

崎 野  亜 実
ぬ の か わ ゆ め か

布 り|1 夢 香
おびひろおおたにこうこう

帯 広 大 谷 高 校

あいざわ としあき

相 澤  俊 彰
さ
種

ち
千
もと
友

お お

大

校

ふ か が わ に し こ う こ

深  り|1 西  高
いの うえ けんいち

井  上  健  一
き
希
ま
真

まゃ
山

ちう
内

ゅ
上国

ま

〓廟ヽ
だ
「コ

な

Ｆ

は

花

南

北

海
道

とわ の 森 三 愛 高 校

とわのもりさんあいこうこう

れ
義
わ
知
わ
則

子́

だ

コ
♪
り

１
ヽ

さ

１

　

だ

　

委

た

　

　

・
・

〓
尾
べ
部
」
田

』
妹
』
柿叩ぃ
鮒

３Ｔ

　

　

　

２ＴＳ

の
乃

り
莉

き

　
　

　

ゆ

あ
湘以
じ
ｔ担

だ

田

ぉ
尾

ま

　

　

し

や
山

に
西

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

こ
子

ぅ
涼

理

りわ
澤

藤

ざ

安

た
高

り
織

お

■
〓

か

′
Ｔ

ぅ
藤

い
伊

あ ん ど う

ぇ
衣

こ
子

い

郁

た

貴

ち

ゃ
屋
ぐ
口

る

　

　

ま

ふ
古

や
山

さっぽろせいしゅうこうこう

札 幌 静 修 高 校 山

や ま た くみ

匠

よ
横

こ
子
な

々

な
菜

り
江
ほ
堀麻 友 花

た ぎ り ま ゆ カ

桐

か

μ
月

青
森

県

ぅ
校

こう
一昌

こだ

一田

まや
一四

も
森
おあ
圭日

と

‐へ

′＞

＞

＞

＞

´
ス

　

み

」・一ｃ

さ
藝

ゆ
潤

あ
ぅ

た

二
´
じ

　

　

　

ｒＥ

・́
　

り
祭

口
Ｆ

嶽
田
わ
・「
ぃ
林

―

　

　

．‥

り

ヽ

不

ふ
藤

Ｑ
＜
い
＜

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

み
摘

こ
子

つ

士く

り

・‐

マ
フ
　
　
当
型

な

　

　

ヽ

だ

田
ま
井

お
小

い
今

３ＴＤ

　

　

　

３ＴＳ

　

　

　

２Ｄ

き
姫

か
か

み
美

Ｄ
　
　
す

（　
あ

ン
夏

あ
っ
　
亜

な
　
　
ら
あ

ら

ね
根
囃
原
村̈

そ
曽

ふ
藤

い
石

レ
」ひ

３ＴＳ

　

　

　

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

こ
子

み
み

ゃ
耶沙

つ

月

ひ

き
崎

ら

さ
　
　
む

や

矢

に

村

り
二
も
森

岩

手
県

う

六
Ｘ

こ

．
‐

”
一局

ん

ｉ
〓ヽ

・つ

荀
一ユ

れ
一
土
目

た

，‘

き

―ヨ

なは

一４

ぅ
亨
「
い
の
”

り
　

た
拓

あ
綾

晰
嘔
い
　
　
　
　
　
　
，

ち

ｊ

な
内

ぅ
藤

く
　
　
た
劇
い
と
，生

き
菊

に
何

い
“

か
香
な
奈

う

　

　

ん

ゆ
夕

あ
杏

の
野

は
原

ん
　
　
ち

き
金

い
市

み
愛

き
幸

い
井

き
木

じ
　
　
さ

々

ふ
藤

さ
佐

く
空
ぁ
ア
た
菜

夕

　

り

，

な

″

実

ゅ

↓

ひ

陽

わ

　

　

わ
　
）
】

‥

卜
　

　

が

＝
「
　

　

―

プ

＝

Ｌ

り

し

望
コ

と
り
岬
瀬
か
１

そ
外

し
下

な
中

なま

ぶ

工民

ぅ
校

さ

沢

えヽま

一則

オ)

品

ず が み ゆ きみ
水 佑美賀

み
海

なか
奏

よ
好
つま
松

り
里

あ
朱

お
岡

な が

長

宮

城

県
聖ウルスラ学院英智高校

せいうるすらがくいんえいちこうこう

(佐 久 間 浩 平 )

ふ か せ じ ゅ ん じ

(さ くま こ うへい )

(ま つ お れ な )

深 瀬  潤

(松 尾 怜 奈 )

こ
子

き
き

り

々
う

う

り
凛

ゅ
ゆ

ら
　
　
き

ヨ
い

　

，ヽ

ば

〃̈

ず

フ

お
小
す
鈴

か
夏

ょ
代

ほ
保

わ
和

ン
ノ
ノ

ら
原

ぎ
か
か
み
実

か
燿

な つな が ま ち

夏

も
百

町

ま
島

じ

長

わ
和

す

・

あ

、リ

う

あ

の
　
メ́
コ
ａ
剛

と
徳

まだ

田  毬

秋

田
県

ぅ
校

う
一局

た

［国

あ

秋

む
理

お

ヨ

た

‐
，

ふ

藤

さ
彩

こ
子

み
実

か
夏

な
　
　
や

ま
愛

あ
彩

ベな
部
ぅ
藤

わ
渡

い
伊

ど
藤

う
藤

ぅ

　

　

　

じ

ん

　

　

と

あ
安

か
加

1泰:  ネL

と う れ し

部  暖
^ミ   は  る

か
加

あ
阿

２ＴＤ

　

　

‐Ｔ

ゅ
邑

な
那

み
　
　
ん

美

ゆ
純

かなあしのうぎょうこうこう

金 足 農 業 高 校

か ずおおみ ひ ろ

近 江  広 不日
こ
子
り
梨

き
木
さ

々

さ
佐

か
香

ゆ
結

つ
塚
らひ
平

や

屋

あ
新

ぅ
校

う
一品

ら し
博

ろひつ
塚

だ

田

の
の
な
よ‘

ゝ
、
ン一

て

クに
一

き

‐不

一

さ

衣

一

さ

」
竹

一

山
形

県

山 形 城 北 高 校

や ま が た じ ょ うに く こ うこ う

し ん や
也

り
↓

ｏ
０

　ヽ
一
′ア
灘

新

い
啓

”
二“

藤

に
作

漱
橋

ι

一で
ヵ
二島

佐

め
に

は
”

３Ｔ

　

　

　

２ＴＳ

せ
瀬

り
梨

な

　

　

じ

な

七

ひ

聖

し

　

　

ま

は
橋

し
島

すむ らや ま

な がづ きな が し ま

友 里 愛

日
烈
ぁ

た かみ

純

か

可

し

紫

ゆ

一局

長

３ＴＤ

　

　

３Ｔ

さ
沙

か
華

ず
　
　
や

立
十
　
　
三
日

あ

■
↑

，
ｃ

、ァ
‐

だ
田
ぅ
藤

か
　
　
と

お
岡

い
伊

――
け

■
リ

長  島
お お ぬ ま

沼大
つるおかこうぎょうこうこう

鶴 岡 工 業 高 校

わ か き み の

若  木
る
実 Ｄ

　
一

な
士米
一

あ
杏
一

た ま が わ か の ん

玉_り |1 花 音
2D

の

予

一

里

一

えヽう
上

福

島

県
富岡ふたば未来学園高校

とみおかふたばみらいがくえんこうこう

し

勺

初

力

＞＞

＞

〓
メ

わ

ワ

´
´
事
ヘ

２

　

　

ぁ
　

ァ
　

ひ

．
ｊ

小）　
　
¨
　
・″　
夕．
一

す
　
ス
　

ド

リ

屈

リ

リ

元

本

ま

Ｊ

デ

＼

ク

き

一
ン

ー

　

　

一
　

一
　

　

々

１

・ヽ

っ
　
ッ
さ

″伍

お

メ

０

０

＜

＜

ＤＳ
　
　
　
Ｄ

２Ｔ

　

　

Ｈ

か
香

り
り

す

　
　

Эヽ
　

‐

ツ

日

‘

ら

日
り

て

、
′

し

日

ノ
　

　

て

一凛
橋
『
井

た
高

み
水

３ＴＤ

　

　

２Ｔ

ゃ
弥

さ
さ

さ
咲

ぎ
ぎ

ま
　

な
な

づ
妻

ら
良

あ

吾

ゆ

由

き
月

ん
雰

な
七

つ
　
　
　
ドか
　
　
　
、え
旨
・い

』
菜
せ瀬
れ動

い
平
れ
井
も
本
・

た

　

　

ヵ

　

　

く

；

一

に
仁

な
永

ふ
福
一

茨

城

県 常 総 学 院 高 校

じようそうがくいんこうこう

い そ べ か ず ひ ろ

(あ い ざ わ

(お か だ ち は

さ

沙(相 澤 理

磯 部  和 弘

(岡 田 千 穂

く
来

ぉ
央

ず
　
　
あ

し
寧

ま
島
じ

愛
一
４

や
ゆ

　

　

ゆ

こ
小

み
宮

ほ
穂

き
葵

じ

　

　

つ

に
虹

な
夏

ぃ
井

の
野

か
　
　
ま

さ
酒

は
漬

３ＴＤＳ

　

　

　

２ＴＤ

　

　

　

‐ＴＤ

か
佳

ぃ
唯

か
華

ゎ

日
く
咲

く
倉

け

り

　

　

ま

　

　

ぃ

も
森

し
島

こ
小
一

由

・

●
＝
コ
一

ヽ
４

一
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女子選手名簿 (2)

No.
遭
県

都

府

.‐  
学校名

監  督
(コ ーチ )
(マネージャー )

選  手

1()

栃
木

県

さくしんがくいんこうこう

作 新 学 院 高 校

え ん ど う あ つ し

遠 藤  敦 史
(あいざわしんのすけ)

(曾 澤 真 之介 )
(い しつか ふ うな )

(石 塚 楓 菜 )

えび は ら しお り

海 老 原 詩 織
3TDS

た  し ろ  あ い
田 代  愛 女己

2TD

お お ぜ き れ な __

大 関 令 奈
3TD

だ い ご  わ か
醍  醐  和 佳

2TD

さ が わ と も か …
佐 川 智 香

¨

なか しず ひ な こ

中 静 日 向 子
ま す や  し ほ
桝 谷  志 穂

31

2T

ll

群

馬
県

いせ さきせいめいこうこう

伊 勢 崎 清 明 高 校

さ か も と え み
坂 本  恵 美

(は らだ ななみ )

(原 田 七 海 )

ま ち だ ゆ き の ^_の  ろ  え む _^ふ
町 田 雪 乃

…
野 呂 恵 夢

…ψ
福

かわむ ら めいな。T、q とうばやし あやみ ,Tn わ
川 村 芽 生 奈

… Ⅲ
東 林 彩 未

…
渡

て し ま あ や ね
^¨

手 嶋  彩 音
乙1

だ ゆ

田  結
た な べ ま
邊  真

衣
3T

依
2T

埼

玉
県

さいたまさかえこうこう

埼 玉 栄 高 校

た き うち り ょ う

滝   内   亮
(や まだ ひ で き )

(山 田 秀 樹 )
(ど うした ともひろ)

(堂 下 智 寛 )

うえす ぎ

上 杉
は や し
林

なつみ …  いけ ざわ みず ほ _
夏 美
~池

澤 み ず ほ
~

も と _ しょ うだ なつみ _
楽
~正

田 捺 実
~

川
す

鈴
よ

島
ず き

木
し だ

か わ し ま み な

美
な る
成
る

み
に 3TDS
円

み
、.  3TD
美
み _
実
lT

田  瑠

千
葉

県

せ い ぶ だ い ち ば こ う こ う

西 武 台 千 葉 高 校

た か せ ひ で お
高 瀬  秀 雄
(お おわだ つとむ)

(大 和 田 勉 )
(あ りかわ さゆみ)

(有 川 早 友 美 )

あ りか わ ゆ り な 。Tnqお カ

有 川 友 理 奈
…ψ
岡

ひ ら い  ま ゆ    よ
平 井  麻 友

~ 
淀

や ま だ ち ひ ろ _
山 田  千 尋 ・ `

)ヽ べ あ ま の _お ぬ ま み な み …、

部  天
~小

沼 み な み
~

ど  ち は る ^_、  さ と う  な ぎ ^_
千  春
~佐
 藤  凪

~

14

東

京
都

に は ん う え る ね す こ う こ う

日本 ウェル ネ ス高校

駒

(お

だ

田

お 〈

な

直

ま

や

也

み )

ま お

の

(大 野 真 美 )

3T

ま き ぐ ち み か

巻  口 実 可
よ しむ ら ななみ

吉 村  七 美

ふ

舟
す

杉

は

橋
も

や ま ぐ ち も え
,Tn

山  口  萌
…

た じ ま ほ み か
^…

田 島 帆 海 香
‐・

い と う み ゆ き ^_
伊 藤  美 幸

~

な し  か は

佳 歩
3TDS

と あ か ね _

2T

3T
ぎ

本 茜

しゅくとくすがもこうこう

淑 徳 巣 鴨 高 校

ねせ

印
関

し
忠
だた

根

や ま

山  紗
おと
土ヽ退

な
奈

れ

・ヽ
群

り
賀

あ
有

き
希

か ん と う だ い い ち

関 東 第 高 校
は  り  か わ  み  ほ

堀  り|1 実  穂
お お が み つ き か

大  上  月 佳
2S

15

神

奈

川
県

校

く

鵠

ぬ ま

沼 局

み や た あ き よ

宮  田  晶 代
(せ きね かずひろ)

(関 根 一 弘 )
(つ ちや まいか )

(土 屋 舞 花 )

今
む

村
は

花

野

な な こ ^…
七  虹

。̀

は る な
^_

晴 菜
…

ん の さ と

か わ

聡
,  ま

さ

紗

子
3TD

舞
3T

県
T

か ね だ め ぐ み RTnこ え だ
金  田  恵

~小
枝

き ど こ ろ み き ^. す えかみ

城 所  美 希
‐̀末

上

ら

な

川
だ

かわ さきそ うご うかが くこ うこう

川 崎 総 合 科 学 高 校

さい と う よ したか

齋 藤  嘉 貴

五 十 嵐  功

21)ヽ
み や も と み ゆ う

宮 本  美 優
か ま た か や め

鎌  田  芽 萌
21)

ほ うせいだいが くだ |

法 政 大 学 第 二 高 校
、こ
五
］

ん
憲

ま
間

ざ
座

lS
みぞ ぐち なつ め

溝 口 な つ め

山
梨

県

か い せ い か こ う こ う

甲 斐 清 和 高 校

す が さわ しん や

菅  澤  イ申 哉
(か きざき たかお )

(柿 崎 孝 央 )
(こ ばや し るな )

(小 林 瑠 奈 )

う ち だ ゆ う か

内 田 有 香
なか ごみ なつ き

中 込  捺 希

あ か い け な み ^¨
赤 池  那 美

ὺ

さ と う み の り .¨
佐 藤 実 野 里

~

3T

3TDS

TI)

3TDS

2TD

ふ くむ ら は るか

福 村 悠 夏
せ し た  る か
瀬  下  瑠 花
ほ し の つ き か

星 野  月 花

17

新

潟

県

にいがたせいりょうこうこう

新 潟 青 陵 高 校

よ し だ あ と む

吉 田 亜 土 夢
(ひょうどうまさゆき)

(兵 頭 雅 之 )
(め さ き み お )

(目 崎 澪 )

ち  み さ
美 佐
し お ゆ う

尾  夕

と ち も と ゆ き の RTnsさ
栃 本 ゆ き 乃

…
佐

ま つ だ か れ ん
^ぃ  や

松 田 華 蓮
ψ・
山

せ き さき ま こ と ぃ̈
関 崎 真 琴

41

と う  ま な ^ぃ  た

藤  茉 菜
。̀舘

ま だ ま み RTD I
田  真 未

~鷲
羅
3TDS

か
_ 3TD
夏

18

富

山

県

とやまこくさいだいふぞくこうこう

富 山国際大付属 高校

か わ い あ き ひ ろ

河  合  昭  博
(あ べ ま さ み )

(安 部 雅 美 )
(や の せ り な )

(矢 野 芹 奈 )

2TS

lT

し

島
な

生

や

田  矢口 沙
ま き  も え か

木  萌 果
ま もと はずみ

RT な が え  る か RTDψ̀長
江 瑠 佳

~

ほん ご う りょ う _2TD本
 江  綾

21

lT

福 島 沙 里 奈
た か ぎ  り な

高 木  梨 名

く し ま さ り

とやましょうぎようこうこう

富 山 商 業 高 _桂

むぎたに しようじ

麦 谷  正 三
た け だ は る カ む か い  に な

3DS 2D
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女子選手名簿 (3)

No.
都

府 学校名
一

収
ゴ
ヨ
ヽ
ノ

イ

燿
チ

〔゙

宝

コ
■

壼
＜
多

選  手

19

石
川
県

“
校
ぅ

一『

こ

．
‐

ぅ

言
笏

よ

″，
動
向
鋤
沢
なかハ
一Ｗ

く る ま ひ ろ あ き

車   浩  明
(お くむ ら あきよ )

(み や け み く )

宅 美 紅 )

(奥 村 亜紀代 )

３Ｔ

　

　

　

２Ｔ

　

　

　

　

　

一

こ
子

み
美

　

一

、ス
恵

め
Ｅ
　
　
一

ｂ

　

　

　

ｌ

一
　

　

　

一

‐
萌

の
　

　

　

一

き

　

　

　

′
Ｆ

お
木

か
堅

あ
青

た
高

ぇ
一明
か
」捌

も
　
　
ヽち
　
・

ぞ

ぶ

″や

ぅ

　
　
ん

立
ロ

こ
椿

な
南

き
稀
ゃ
弥

の
乃

な

一星

お お い え

家
に ぐ ち さ
沙

ゆ
志

口

ぅ

士膝

大

た
谷

か
加

かなざわがくいんこうこう

金 沢 学 院 高 校

ひ ろす
一栞

や

リ

ま

―

や

＝μ

こよ
横 博

こ
琴

ほ
堀

こ
子

ゆあ
工出

る
彩

まぅ
丸
ち
長

の
乃

り

20

福

井

県

ぅ
校

やか
勝 青

同山

れ
年

詢
旬

¨
加

る
場

ち
智

あ
Ｅ

は
‐

な
奈

つ
．

『

林

じ

路

ぐ

倉

ば

ヽ

の

野

お

月

こ

川
．
＜

＜

＜

＜

く
空

か
香

の

，

　

　

て

‥
望

ほ
萌

だ

　
　

ベ

，
田
な
邊

れ

　

　

た

さ
澤

わ
渡

３Ｔ

　

　

２ＴＤ

り
里
ら
羅

か
香
さ
沙

あ
明

の
に
了

だ

田

か

里

わ

和

な

中

ゎ

和

ね

音

な

奈

さ
佐
い
朱
¨
優

の
　
　
　
　
　
　
　
つ

‐

野

き

木

ま

松

さ
　
　
ま
　
　
か

ま
牧

た
玉
た
高

ふくいこうだいふくいこうこう

福 井 工 大 福 井 高 校
と
人

さま
雅

らむ
村イ中

な カ なかむ ら ふ づ き

中 村  風 月
な
奈禾フ

ま

〓
ｔ茉

む

↓↑

き
木

2D

21

長

野
県

ぶんかがくえんながのこうこう

文 化 学 園 長 野 高 校

“
郎
冽
０
の
０

吐
太
わ
焼
綺
卸

け

慶

ま

，

ら

．ラ

ち

‐
し
島

む
村

う

内

ら

学
・
ま

三

剖
竹
区
時
に
“

く

菊

き

晶

ぎ

　

　

あ

こ
小

ち
千

わざ

澤

ぅ

藤

か
　
　
と

な
中

い
伊

ぇ
萌

ら
麗

も

　

　

ら

ま
原
う
藤

く
栗
さ
佐

３ＴＤ

　

　

３Ｔ

　

　

２ＴＳ

き
希

か
遥
す
珠

ぅ

　

　

る

　

　

り

ゆ
侑

は
　

あ
有

し
　

，
野

ヽ

は
橋

σ
　
　
し
井

か
　
　
か
　
　
わ

た
一局
た
一局
か
川

ぅ
校

ん
南

な う

一局

そ
蘇

ま つ む ら り え

松 村  梨 絵
ね
立日

と
琴

の
野

つ
津

か
か

の
　
，ま

ま

―

じ

白
時

も

，叫

し

下

22

岐
阜

県

県 立 岐 阜 商 業 高 校

けんりつぎふしょうぎょうこうこう

大  橋   浩
お お は じ ひ ろ し

(各 務 なつみ )

(水 野 麻 由 )
(み ず の ま ゆ )

(か が み な つ み )

ぇ
一明
か
古夏

も

”
杏

た

田
¨
き

ろ
　
　
び

‐タ

も

諸

ひ

日

み
美

り
里

る

ヽ
χ

な

．ヵ

の
野
ずみ
水

き
紀

ほ
歩

り
理

一
一
沐
ッ
Ｌ
．　
士
心
、ぇ
〈
〓

′
美

た
　

の

し
　
　
　
　
口Ч
　
　
朦７

つ
井

ば

Ｆ
ず
里

ま
松

し
柴

み
水

や な せ  ま
柳 瀬  麻

たかや まに しこ うこ う

高 山 西 高 校

わ き た の ぶ ひ ろ

脇  田  修  宏
き た せ は る か

北 瀬  晴 果
もとだ に かすみ

本 谷 か す み
3D3D

23

静

岡
県

ぅ
校

こ
一品

ょ
陵

せ し

「
穂

冽
↓

０
動

ず
　

ふ
蛍

な
瑚

み
瑞

さ
子

な
奈

つ
　

ま
ィ

し
那

ま
松

ひ
氷

や
沐

，

　

し

ｒ
●
ば

コ】

”
村
は
鯉
に
針

３ＴＤ

　

　

２Ｔ

っ
都

か
夏

な
菜

ゃ
彩

だ

田
一
ぁ

の
野

だ

田

お
小

の
野

き
咲

か
佳

さ

　

　

お

′
ヨ

み
美

み
組

‘
　

　

と

美

た

田

も

´ヽ

わ

　

　

わ

，４

い

岩

か

川

ＤＳ

　

　

Ｔ
　

　

Ｄ

３Ｔ

　

　

　

３

　

　

　

１１

か
歌

き
月

な
菜

も
　
　
づ
　
　
と

も
李

は
葉

こ
琴

し

　

　

ろ

　

　

し

は

橋

し

城

よ

吉

か
　

　

ま

　

　

み

た
高

や
山

す
住

24

愛
知

県

岡 崎 城 西 高 校

お か ざ き じ ょ うせ い こ うこ う

藤 井  珠 生

(下 込 貞 司 )
(し もごみ てい じ)

(山 本 優 季 )

(や ま もと ゆ うき )

ふ じ い た ま き

り
里
の

の

み

‥
‥
美土

―

あ
浅

ね
翔

菜

ち
千

日

　

外

も

ゅ
佑
み
実貯泰

い
伊

な
那

よ

吉

い

井

なださ
紗

ぁ
愛

り
り

り
　

　

り

玲

か

ハ

‐
里
さ
，
ひ
ズ

ー

‘
１

　

　

ヽ

イ

ヽ
恨

み

見

や

‐
一

か

，

さ

佐

お

世

一

な
中

う
宇

あ
青
一ぅ

校

か

―
プ

わと
豊 一局

り
里

おだ

［国

カい
飯 呑

ひ
妃
さあ
麻

き
咲

み
実

み や う ら

宮 浦

や ま も と

山 本

25

ぅ
校

あ か つ き こ
暁    高

ぉ
生
い
＞

ヤ

′
　

　

　

　

，
　

１

〓

．
　

　

ら

一蜃

や
泰

き

‘
ほ
帆
み
美

と

　

ま

島

い

‥

も

衣
，
し

　

゛
ン
引

よ

　

　

ォ

＝
″
　
ヽ
ヤ
奏

Ｌ

ゴ

か
　

　

，

「―

や

＝
け
＜

＜

＜

＜

ぃ
依

で
楓

・え

ま
真

か

だ
　
　
し
一咎

≫

円
［
や

ィ
　

　

ま

ま
松

こ
小

一　
ｍ
　
　
　
３Ｔ

一
　

＜
一み
美

で
楓

一ぁ
亜
減

一た
　

き
崎

一　
田

ざ

一り

　

　

ヽ

一　

　

　

　

ヵ

一な
成

さ
坂

ＤＳ

　

　

　

Ｔ

　

　

　

Ｔ

　

一

■
　
　
　
３
　
　
　
２

　

一

め
芽

り
暉

さ
沙
一

９
　
　
ヵ
　
　
考
　
　
一

‐
夕

ヽ
　

　

未
一

て

　

　

い
・　
　
〓

姜・矢
」
．
ぉ
皿

〓く
　

　

ね

　

　

ま

　

　

一

せ
関

か
金

や
山
一こ うが っかん こ うこ う

皇 學 館 高 校

ま き の た か ゆ き

槙 野  貴 行 亜水
一
谷
一

た に み ず ず
柚
一

ゆ
・つ

　

　

一

壁
本
企

●

一
「
口

”
一

さ
赤
月
一一

３ＤＳ

一

さ
紗］里

26

滋
賀

県 滋賀短期大学附属高校

しがたんきだいがくふぞくこうこう

と

倭

っ

ま
　
　
油

や
　
　
う

＞

――

こ

と

』月

か
　

　

た

わ
　
　
勁

い
山石
Ｃ

´
ヽ

こ

↓升

ぅ
ノ

だ

三

＾

ヽ

．
４

　

々

反
な
お

形
レ
だ

‐

１
′

ヽ

「劇

己

ヵ

ｌ‐

Ｆ
″
た

ユ漏

一　
腱
　
　
　
Ｔ

一　
ｒ
　
　
　
２

一　
―

一ゆ

」

り

，

一
　

　

Ｆ

　

　

Ｉ

一主

　

　

ヵ

　
ハ

ー
真

ら
ぇ

た

　

　

　

，ラ

か
Ｆ
と
島

な
中

ご
五

ド

　

　

Ｄ

３Ｔ‐

　

　

　

３Ｔ

み
美

り
莉

ひ ろ

弘

ん ど う

藤

一こ
近

や
山

一　
Ｔ

　

　

Ｄ

　

　

Ｔ

一　
３
　
　
　
制
　
　
　
２

な

奈

な

菜

な

奈

た
　

　

ヵ

　

　

ず

´
三
た
孝

一
鈴

藤

と
友

ぅ
藤
一

に
　

　

と

　

一

さ
佐

く
國
さ
佐
一

ま だ ゆ う

田  有

27

京

都
府

⇒
校
“
一局

し

一３

こ

匹

趨
大
れ
外

う

湖
¨

艶
一只

し
敦

い
＞

”
＞

つ
　

よ
義

ｔ
司

あ
　

“
哲

鵬
健

う
納

べ
昼

だ
ヨ

か
０　
、、ス
　
Ｉ
　
Ｆ

の

　

な

度

た
レ代

か

加

∽

Ｑ

は
Ｃ

２ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

ぃ
来

か

か

を
美

ほ

α

み
　
　
ぎ

ほ

の
野
も
庭

お
小

さ
櫻

ね

立
日

あ
朱

じ
島

な

中

あ

明

ゅ
由

こ
子

ぃ

ふ
楓

み
望

ま

き
　

ま
真

う

い
峙
だ
田
と

い

岩

き

貴

い

み
海

なな

七

ち

地

-92-

三

舌



女子選手名簿 (4)

して ん の う じ こ

四 天 王 寺
ぅ
校

こう
一局

あいざわ りょうすけ

逢 澤  良 亮
(に しがみ まさかず)

(西 上 正 一 )
(お が わ ゆめみ )

(小 川 夢 未 )

ぃ
礼

か
香

れ
　
　
も

み
美

も

々

ぐ
ぐ
み
海

か
香

ろ
紘

ぐ
紅

け
珠
¨
知
め
芽

ぶ
明

み
　
　
や

と
藤
動
１
き
タ

い
伊

む
村

せ
関

や す お か

か わ か み め と く お カ

川 _L め 徳 岡
わ だ  な な
和 田  七 安 岡 萌28

大

阪
府

あなんがくえんこうこう

ア ナ ン 学 園 高 校

ふ じは ら ひでか

藤 原  瑛 佳
かわむ ら あや な 。、
川 村 彩 菜

″
ばや し かんな 。、
林  栞 菜

″
/J

29

兵
庫

県

その だが くえん こ うこ

園 田 学 園 高 校

て らまち あきひろ

寺 町  彰 浩
(あぶかわ ともみつ)

(虻 川 友 光 )
(な かやま みなみ)

(中 山  南 )

Ｉ
　
　
　
Ｄ

３Ｔ
　
　
　
”

ゃ
耶

み
恵

ぐ

沙

めゎ
川

野

かる
京

ふ
古

か
香

こ
子

刹
里
”
陽

ま
恵

た

や

―

し

下

こ
　
，‐μ

ま

よ
横

や
山

３ＴＤ

　

　

３Ｔ

　

　

‐Ｔ

こ
子

り
里

ぎ
紬

勧
奈
か
香
幼

¨
ｒ″場
」」】
欠

い
上
層
田
¨

い
石

か
金

ま
松

き の

ぅ
校

そ
添

えヽ み

上 一局

た

［国

さ

正

も ま

森 秀

ひ で

(に しおか みな )

(西 岡 美 南 )

か

佳
き

綺

ら
桜

み
水

く

　

　

な

ん

　

　

っ

え
遠

つ
堤

３ＴＤ

　

　

２Ｔ

み
海
な
奈

な
　
　
ん

な
七
か
栞

だ
田
も
本

し
　
　
り

き
岸

は
針

ど

み

奏

2T

lT

う

藤

な か に し の ど2TDS I西 ~和

森 本  咲
も り も と  さ

か
花

ゆ
優

だ

ｍ口

しよ

士
ロ

たかだしょうぎょうこうこう

高 田 商 業 高 校

た
谷

き
樹
おな
直

な
奈

ゆ
優
しに
西

く
倉 中

ら も と  ま り な カ

本  真 梨

30

奈

良

県

な
奈

ぅ
校

つ

一尚良

たけのうち ゆうすけ

竹 之 内 佑 亮
き
紀
ま
摩
だ
ヨ

ね

…

か

金

た い き ゅ う こ う こ う

耐 久 高 校

さ か た と も や

坂 田  智 也
(た にぐち ひろき)

(谷 口 宏 紀 )
(ち ぇ よ ん あ )

(チ ェ ヨ ン ア )

る
玄

ひた
下

しまや

‘田

ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

ぃ
衣
く
玖

う

　
　
み

羽
　
一扇

き

咲
い

衣

な
長

ま
松

ま つ し た

下 芽
lT

3T

松  下田  実

山 本

が た み さ

つ し た め や ま も と

31

和
歌

山
県

な

那

が つ

賀 一品

ぅ
校 枝

ま か べ ゆ り

真 壁 由 禾|
ね
ね

た

、ヵこ

ら

，７

む

，ｒ

し

ニ
ィ

よ
士
口

に

［目

らむ
村

な

出甲 香

ち カ

ぅ
校

こう

一日

こた
北
きご
子
なよ
米

す ぎかわ ともかず

(い ずい し つ とむ )

杉 り|1 友 和

(出 石 勉 )

(さ な だ か りん )

(員 田  華梨 )

こ
子

ん
鈴

な
奈

ぃ
衣

り
と

き
希

じ
美

′
　

あ
亜

ま

ゴ

た

田

‥

ヨ

や

世

が

　

た

圧

は

葉

な

永

つ

都

な
奈

ぃ
衣

■
口

、
‘
彗
ヨヽ

ゆ

烹
ャ
　
　
一Ｊ

お

た

田

‥
尾

・え
　
　
　
．，

ま
一則
は
一損

lT

3T

lT

こまつば ら はるか

中 原  ゆ き

加

き

圭日
ゅ

原

ま

松

か
ノ‐「
な

32

鳥

取

県

とっとりけいあいこうこう

鳥 取 敬 愛 高 校

た か しし
清
み ず
水 隆  志

と
豊

き
希

ゆ
優

ま
島
じ き

咲
み
美

だ

［国月ヽ

よ

こ

子

ま

昌

た

ｍ口

わい
山石
(に しま た くや )

(仁 島 拓 哉 )
(ひ ろせ ゆ うな )

(唐 瀬 優 菜 )

な
奈

な
菜

ま
　
　
い

愛

´
椎

み
　
　
―

ず
泉

ね
根

い
　

　

ま

こ
小

や
山

か
香

か
歌

も
ッ

ゆ
友

ら

村

わ

こ
子

な
奈

ん
鈴

こ
梨

か
夏

た

ヽ
・
き

ヽ

ク
■
　
　
‐ア

わ

　

　

さ

ふ

福
か

川
ま

正

だ り

々野
|

ハ

田  莉
の の む

ま がまつえしょうぎょうこうこう

松 江 商 業 高 校
島

根

県

ぅ
校南 一局松 江

ま つ え み な み こ う ふくはら ただのぶ

福 原  忠 宣 ３Ｄ
　
一

か
花
一

な
々
一

な
菜

の
野
さ
佐

こ
子

なり

名
し
吏

ば

£簡

し

．
↑

い
石

33

２ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

き
月
み
未

な
菜

き
月

や
　
　
つ

あ
綾
な
菜

り
盛

し
西

も

　

　

に

た
田

こ
小

２ＴＤ

　

　

　

２ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

ぃ
衣

み
美

か
花

‐
　

　

な

　

　

・て

‥

め
芽
な
々
じ
庫

だ
　

か
奈

Ｊ
人

も

田

ち
丘

一
剤

、
　

　

ね

、，

■

．Ｙ

し
下

む
宗

た

田

い
石

み
三

lT
た  な つ

田  夏

み
美

ず
田
し

や す だ じ ょ し こ う こ う

安 田 女 子 高 校

あ か が わ ま さみ

赤  り|1 雅  美
(と みなが かつのり)

(冨 永 克 典 )
(こ うの ひなた )

(河 野 陽 )

てらだ りょうたろう

寺 田 亮 太 郎
ぇ
恵

なか
奏

の
野

さ
坂

34

広

島

県

も
基

ぅ
校

こぅ
一局

こちま
町

き
咲

ぃ
衣

さ
　

ゅ
優

み

美

づ

ら

　

い

津

は
原

す
水

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

　

　

　

２Ｄ

か

ミ

ち

た

田

な

コ

う
内

っ
　

り

は
‐
や

に
新

お
折

み
宮

き
稀

ん
鈴

ゃ
耶

ず

　

　

り

　

　

ヽ
一

四
而
　
　
　
　
―

准
へ

一み

１

が

　

可

〓
・　
　
だ
永

い

一′

日

ぇ

　

　

　

上十

一
　

Ｆ

ト
　

　

　

　

ー

■
リ

一が
　
　
わ
　
　
ぇ

一な
永

い
岩

や
柳

の
乃
ゅ

ユ
か
佳

と

　

　

い

Ｆ
，
み

こ
琴

み

／
き
公

た け み つ た だ し

竹 光  唯 至
し

「
．

』

な

一ン

あ

とう ゆ うた

藤 佑 太
さ し

浅 井 和 奏

わ か な

35

山

口
県

やない しょうこうこうこう

柳 井 商 工 高 校
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蘭 学校名
監  督 ―
(コ ーチ )
(マ ネージャー )

選  手



女子選手名簿 (5)

り

里

ん

音

か
　
　
の

あ
朱

か
花

せ
瀬

な
成

ヵ

　

　

も

な
中

と
友

３ＴＤ

　

　

２ＴＤ

　

　

‐Ｔ

ほ
帆

ぇ
衣

な
那

し
四

お
岡

た
高

Ｆ
‐
　

　

―

二
　
あ

市少

も

森
た

谷

乃

カ さ

彩 夏
し な

橋 奈

3T

lTD

り  ゆ き の

ゆ  かだ

|

ま

田

仁

の み や な
宮  菜

ぅ
校

ここ
一局

と
東

じ
城

こ て ら  ゆ か
小 寺  由 香
(す ぎうち くにひろ)
(杉 内 邦 弘 )
(あ べ しお り )

(阿 部 栞 )

36

徳
島

県

と く しま き た こ う こ う

徳 島 北 高 校

し
靖

すや

多

だ
　

‘́

ちう
内

か
花

さ

佐

み

藤 実

い め い こ うえ
英

ぅ
校明   高

おおまえ あきひさ

大 前  明 久
(よ しかわ だいすけ)

(吉 川 大 助 )
(お びか あきひと)

(月 上ヽヒ'賀  日召イニ )

よ し か わ ま

真
かこ ば や し

ろ

で

新
lT lT

2T
し

　

　

えヽ

に ら さ わ み うた か せ  ま り
白
~韮

澤  美 羽
~

吉  川
た て い し み の り

小  林   楓 立 石  実 里

高 瀬 茉 理 子

で
楓

えヽか

ｍ口

だ
井

たかまつしょうぎょうこうこう

高 松 商 業 高 校

な べ い あ や か

鍋 井  彩 果
た

田
み
美

ずヽ
泉

ゃ
谷

し
渋

な ひ ろ

中 ち ひ ろ

37

香

川
県

た

一品 バ
ム

ま

．４

ぅ
校
かわにし ひでとし

川 西  秀 俊
こ
子
き
槻
ま
万
ら
羅
た
田
た
多

38

愛
媛

県

う

一局

に
新

た

［国

ぅ
校

ひ さ え だ ゆ い

久  枝  ゆ  い
(で い や す た か )

(出 井 康 隆 )
(な か の み ゆ う )

(中 野 美 佑 )

ら
ら
ぉ
澪

ら

ら

み

く

′
ヽ
ま

き

　

　

や

―

ず
木

こ

す
鈴

よ
横

き
生

か
か

さ

　

　

ど

‥゙

・
沙

う
２

す
　
　
て
の

中
安
け
田

あ
有

は
原

３ＴＤ

　

　

　

３ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

こ
子
き
季

さ
紗

祥
　
紗

あ
有

ま

味

ぬ
沼

も
本

す
　
　
や

ご
五

は
蓮

み
宮

み  さ ち

と さ じ ょ し こ う こ う

土 佐 女 子 高 校

は ま だ ち さ

浜  田  千 佐
(さ とう だいすけ)

(佐 藤 大 輔 )
(に しうち あやこ)

(西 内 彩 子 )

さ
さ

み
美

の
乃

は
羽

や
　
　
き

あ
彩

あ
秋

と

　

　

わ

も

本

い

岩

け

　

　

ろ

い

池

く

黒

水

つ えヽ

上 υ仁 ′」ヽ

3TD
あ

た

【田

ひ

松 ”

´

な が の あ り に しむ ら み ら い

西 村 み ら い
ま つ  ゆ し

lTDS

さ
咲

り
里

ち
知

お
尾

39

高

知

県

こうちちゅうおうこうこう

高 知 中 央 高 校

か
梶

く
卓
た

原

な
奈

み
未

ぼ
保

く
久

きゅうしゅうこくさいだいがくふぞくこうこう

九州 国際大学付属高校

みょうじん けんいち

明 ネ申 憲  一
(ふ じもと こうじ)

(藤 本 孝 治 )
(か わとこ ななか)

(川 床 菜 奈 華 )

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

み
美

き
妃

な

，
ヽ
さ

′ヽ

捺

　

糊

か

　
　

の

お
岡

ら
野

き

喜

ひ

平

３ＴＤ

　

　

３Ｔ

こ
子
と
里

ヵ
佳

み
美

た

　

　

り

＞
田

も
森

ォ

　

　

お

な
縄

お
大

ＤＳ

　

　

Ｔ

　

　

ＦＤ

３Ｔ

　

　

　

３

　

　

　

‐

み
未

き
樹
な
七

な

　
　
み
　
　
る

奈

　

美

よ
春

ま

　

　

ら

　

　

―

ゃ
山

は
原

し
西

ま
松

み
官

こ
小

つ
　

　

や

40

福

岡
県

ふくおかじょうようこうこう

福 岡 常 葉 高 校
き
昭

あし
俊野

のめ

ロロ

み
美
な
奈
ほ
帆

だ

国̈

の
野

41

佐
賀

県

さ が じ ょ し こ う こ う

佐 賀 女 子 高 校

た  だ  み  き
多  田  美  紀
(い まざいれまさゆき)

(今 給黎 将之 )
(は が あ い み )

(芳 賀 愛 美 )

３Ｔ

　

　

２ＴＤ

ね
茜

か
花

か
　

　

ず

ム
ロ

あ

　

　

す

へ，

だ

田

お
尾

も
　
　
か

と
友

た
高

こ
子

な
な

る

な

々

ま

る

な
菜

わ
は

が
賀
引
岩

こ

古

く

黒

ＤＳ

　

　

　

ｒＳ

　

　

　

Ｔ

３１

　

　

　

３

　

　

　

１

な
奈

み
美

か
華

ん

ひ
寿
ま
真

り
鈴

わ
波

が
賀

う
上
の

し

志

は

芳

い

井

42

長
崎

県

いさはやしょうぎょうこうこう

諌 早 商 業 高 校

に しや ま か つ や

西 山 勝 也
(で ぐち まるみ )

(出 口 員 留 美 )
(な かやま みさき)

(中 山 美 咲 )

ょ
代

な
奈

か
香

か
か
ぇ
絵

る
　
　
や
　
　
も

な
成

つ
土

な
中

Ｄ
　
　
　
Ｔ
　
　
　
Ｔ

３‐

　

　

　

３

　

　

　

２

こ
子
り
梨

ほ
穂

も

　

　

ま

　

　

～

，
Ｄ

月

レ
　

一環

　

И
レ

ド
ヽ

ば

庭

も

本

ナ

田

き

　

　

ら

　

　

―

あ
秋
む
村

う
請

お お ば や し ち

大 林  智
る とみ は

富  遥

清
　
一明

ま

田

し
島

し
衣
―
仁

つ
々

さ
佐

ち だ さ

たまな じょ

玉 名 女
ぅ
校

こう
一局

こし
子

ながまつゆういちろう

永 松 勇 一 郎
(さ かもと しんいち)
(坂 本 真 一 )
(ほ りた さやか )

(堀 田 沙 弥 佳 )

み

澄

っ

つ

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

ぃ
［水
ず
一保

れ
玲

す

せ
　
　
み
＋本

な
瀬

か

や
柳

お
岡

み
美

ろ
帆

な
名

く
郁

ち
千

ゆ

し
　
　
わ

ヽ
斐

が
川

し

か
甲
さ
笹

さ
境

ち な

な か は し か す

中 橋  香
さ

　

　

ヵ

み や ざ き ち な

宮 崎43

熊

本

県

やつしろしらゆりがくえんこうこう

八代 白百合学 園高校

いむ ら かつひ で

井 村  勝 英
で
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女子選手名簿 (6)
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● の部

栄 光 の あ と

回数 |||‖‖‖|| 種別 1参加 1位 2位 3位

第 1回

(1950)
横  浜 市

男子142 関  東  学  院  (神奈川) 横  浜 緑  ヶ 丘  (神奈川) 金 沢 泉 ヶ 丘 (石川 )

新  潟  中  央  (新潟 )tr+l so 本L   幌   東  (北海道) 津 幡  (石川 )

第 2回

(1951)
札 幌  市

男子142 関  東  学  院  (神奈川) 聖   学   院  (東京 ) 金 沢 泉 ヶ 丘 (石川 )

*+l n ホL   幌   南  (北海道) 札  幌  星  園  (北海道) 安  積  女  子  (福 島 )
第 3回

(1952)
善 通 寺 町

男子163 金  沢 水  (石川 ) 金 沢 泉 ヶ 丘 (石川 ) 北 海  (北海道)

t+l or 本L   幌   南  (北海道) 善 通 寺 第 一 (香川 ) 札   幌    東  (北海道)

第 4回

(1953)
山 形  市

男子165 北 海  (北海道 ) 関  東  学  院  (神奈川) 関 東 学 院 六 浦  (神奈川)

*+l 6s 尚 綱 女 学 院  (宮城 ) 黒 石  (青森 ) 若  松  女  子  (福島 )

第 5回

(1954)
金  沢 市

男子169 金  沢 水  (石川 ) 松  江  商  業  (島根) 聖   学   院  (東京 )

u+l tr 坂 出  (香川 ) 若  松  女  子  (福島 ) 善 通 寺 第 一 (香川 )

第 6回

(1955)
神  戸 市

男子138 聖   学   院  (東京 ) 金  沢 水  (石川 ) 山 形 市 立 商 業  (山 形)

善 通 寺 第 一 (香川 )t+l rs 山  陽  女  子  (岡山 ) 尚 綱  女 学 院  (宮城 )

第 7回

(1956)
仙  台 市

男子140 松  江  商  業  (島根) 白 石  (宮城 ) 石  (青森 )

/<il +o 善 通 寺 第 一 (香川 ) 山  陽  女  子  (岡 山 ) 尚 綱  女 学 院  (宮城 )

第 8回

(1957)
松 江 市

男子141 山 形 市 立 商 業  (山 形 ) 松  江  商  業  (島根 ) 聖   学   院  (東京 )

4+l +o (香川 )善 通 寺 第 敬  愛  学  園  (秋田) 前 橋 市 立 女 子  (群馬 )

第 9回

(1958)
新 潟  市

男子140 山   形   南  (山 形 ) 津 幡  (石川 ) 潟  (新潟 )新

t+l 40 善 通 寺 第 (香川 ) 山  陽  女  子  (岡 山 ) 尚 網 女 学 院  (宮城 )

第10回

(1959)
会津若松市

男子144 山 形 市 立 商 業  (山 形) 条  (北海道)帯  広 茨 木  (大阪 )

*+l ar (香川 )善 通 寺 第 出  (香川 )坂 敬 愛 学 園 (秋 田)

第11回

(1960)
久 留 米 市

男子143 山 形 市 立 商 業  (山 形) 横  浜 緑  ヶ 丘  (神奈川) 神  戸  商  業  (兵庫)

k+l n 善 通 寺 第 (香川 ) 敬 愛 学 園 (秋 田) 高  岡  女  子  (富山 )

第12回

(1961)
弘 前 市

男子142 新  潟  商  業  (新潟 ) 横  浜 緑  ヶ 丘  (神奈川) 松  江  商  業  (島根 )

*.+l u 敬  愛  学  園  (秋 田) 新   庄   南  (山 形 ) 真  岡  女  子  (栃木 )
第 13回

(1962)
高 岡 市

男子142 聖   学   院  (東京 ) 山 形 市 立 商 業  (山 形 ) 新  潟  商  業  (新潟)

k+l +z 高  岡  女  子  (富 山) 敬  愛  学  園  (秋田) 新 潟 中 央 女 子  (新潟 )

第14回

(1963)
鶴 岡 市

男子144 新  潟  商  業  (新潟 ) 富  山  商  業  (富山 ) 帯  広 条  (北海道)

k+l 45 新 潟 女 子 工 芸  (新潟 ) 新   庄   南  (山 形) 山 形 城 北 女 子 (山 形 )

第15回

(1964)
京 都  市

男子145 富  山  商  業  (富山) 新  潟  商  業  (新潟) 秋 田 経 大 附 (秋 田)

k+l +a 敬 愛 学 園 (秋 田) 布  施  女  子  (大 阪 ) 善 通 寺 第 (香川 )

第16回

(1965)
熊 本  市

男子147 富  山  商  業  (富山 ) 高  岡  商  業  (富山) 北  越  商  業  (新潟 )

t+l 4s 真  岡  女  子  (栃木 ) 成  安  女  子  (京都) 布  施  女  子  (大阪 )

第 17回

(1966)
弘 前 市

男子146 宮 城  県 工 業  (宮城 ) 高  岡  商  業  (富 山 )

新  潟  青  陵  (新潟)

富  山  商  業  (富山 )

a+l +t 敬 愛 学 園 (秋田) 山  陽  女  子  (岡 山)

第18回

(1967)
金 沢 市

男子146 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 奈 良 市 立 一 条  (奈良) 新  潟  商  業  (新潟) 高  岡  商  業  (富山)

富  田  女  子  (岐阜) 真  岡  女  子  (栃木 )a+l n 新  潟  青  陵  (新潟) 東    大   阪  (大阪 )
第19回

(1968)
福  山 市

男子147 高  岡  商  業  (富山) 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 条  商  業  (新潟) 日  大  山  形  (山 形 )

t+l +s 東    大   阪  (大阪 ) 新  潟  青  陵  (新潟 ) 敬  愛  学  園  (秋田) 成  安  女  子  (京都 )

第20回

(1969)
桐 生 市

fl+l * 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 桐 生 市 立 商 業  (群馬 ) 高  岡  商  業  (富山) 富  山  商  業  (富山)
f+l +a 東   大   阪  (大阪 ) 成  安  女  子  (京都 ) 真  岡  女  子  (栃木) 新  潟  青  陵  (新潟)

第21回

(1970)
名 古 屋 市

男子147 富  山  商  業  (富山 ) 新  潟  商  業  (新潟 ) 強  (奈良 )伊  勢  工  業  (二重) 正

x+l +z 真  岡  女  子  (栃木 ) 成  安  女  子  (京都 ) 新   庄   南  (山 形) 四 條 畷 学 園  (大阪)
第22回

(1971)
善 通 寺 市

男子147 i■ 強  (奈良 ) 日 本 大 学 山 形  (山 形 ) 高 松 商 業 (香川)高 岡 商 業 (富山)

4'+l 4s 四 條 畷 学  園  (大阪 ) 成  安  女  子  (京都 ) 条  (奈良 )鶴  鳴  女  子  (長崎) 奈  良
第23回

(1972)
新 庄  市

男子147 正 強  (奈良 ) 岐   阜   東  (岐阜 )

条  (奈長 )我 孫 子 二 階 堂  (千葉) 奈  良

金 沢 市 立 工 業 (石川)日 大 山 形 (山 形 )

t+l * 四 條 畷 学  園  (大阪 ) 新   庄   南  (山 形 )
第24回

(1973)
四 日 市 市

男子148 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 日 本 大 学 山 形  (山 形 ) 正 強  (奈良) 勝 山  (福井 )
ta+l $ 四 條 畷 学 園  (大阪 ) 安 孫 子 二 階 堂  (千葉 ) 成  安  女  子  (京都) 真  岡  女  子  (栃木)

第25回

(1974)

嬉 野 町

塩  田 町

男子149 正 強  (奈良) 日 本 大 学 山 形  (山 形 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川)勝 山  (福井 )
d+l Eo 新  潟  青  陵  (新潟 ) 四 條 畷 学  園  (大阪 ) 藤  園  女  子  (富山) 善 通 寺 第 一  (香川)

第26回

(1975)
水  戸 町

男子149 金 沢 市 立 工 業 (石川 )

四 條 畷 学 園  (大阪 )

正 強  (奈良 ) 石  岡  第 (茨城) 仙  台  商  業  (富城 )
*+l so 琴 平  (香川 ) 花  (石川 )成  安  女  子  (京都)藤

第27回

(1976)
中 野 市

\+l +s 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 九  州  学  院  (熊本 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)奈  良 条  (奈良)
*.+l so 四 條 畷 学  園  (大阪 ) 新  潟  青  陵  (新潟 ) 土  佐  女  子  (高知) 真  岡  女  子  (栃木 )

第28回

(1977)
倉 敷 市

男子149 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 )

四 條 畷 学  園  (大阪 )

金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 浦  (長崎 )高  岡  商  業  (富山) 曖
千  葉  学  園  (青森) 奈  良 条  (奈良)a+l so 新  潟  青  陵  (新潟 )

第29回

(1978)
会津若松市

z?l +8 九  州  学  院  (熊本 ) 日 本 大 学 山 形  (山 形 ) 延 暦 寺学 園 比 叡 山  (滋賀)会  津  工  業  (福島 )
x+l +s 四 條 畷 学 園  (大阪) 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 藤  園  女  子  (富 山) 新  潟  青  陵  (新潟)

第30回

(1979)
大 津 市

男子149 市  (栃木 ) 延暦寺学園比叡 山  (滋賀) 九  州  学  院  (熊本)石  岡  第 (茨城 )

延暦寺学園比叡 山  (滋賀)園  田  学  園  (兵庫)k+l +s 四 條 畷 学  園  (大阪 ) 新  潟  青  陵  (新潟 )
第31回

(1980)
善 通 寺 市

男子149 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 市  (栃木 ) 九  州  学  院  (熊本) 正 強  (奈良)
a+l as 熊 本 中 央 女 子  (熊 本 ) 新  潟  青  陵  (新潟) 高  岡  女  子  (富山) 千  葉  学  園  (青森)

第32回

(1981)

市

市

塚
　
沢

平

藤

男子149 日 川  (山梨 ) 日 本 大 学  高  (神奈川) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)奈  良 条  (奈良)
四 條 畷 学 園  (大阪) 新  潟  青  陵  (新潟)a+l 4s 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 高  岡  女  子  (富山 )
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栄 光 の あ と

回数 開催地 f6'jll,r! 1位 2位 3位

第33回

(1982)

枕 崎  市

加 世 田 市

男子148 延 暦 寺 学 園 比叡 山  (滋賀 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 市  立  尼  崎  (兵庫) 桐 生 市 立 商 業  (群馬)
*+l as 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本 ) 小  山  城  南  (栃木 ) 滋  賀  女  子  (滋賀) 高  松  中  央  (香川 )

第34回

(1983)
豊 橋  市

男子149 奈 良 市 立 一 条  (奈良 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 日 川  (山 梨) 柳  井  工  業  (山 口)

*+l 4s 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 千  葉  学  園  (青森 ) 小  山  城  南  (栃木) 四 條 畷 学 園  (大阪 )
第35回

(1984)
大 山 市

男子149 延 暦 寺学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 上 尾  (埼玉 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川)日 川  (山梨 )

*+l ns 上 尾  (埼玉 ) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本 ) 小  山  城  南  (栃木) 四 條 畷 学  園  (大阪 )

第36回

(1985)
金  沢 市

男子149 尾  (埼玉 )上 延 暦 寺学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 金 沢 市 立 工 業  (石 川) 熊 本  商 大 付  (熊本 )
a+l ns 新  潟  青  陵  (新潟 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 高  岡  女  子  (富 山) 小  山  城  南  (栃木 )

第37回

(1986)
下 関 市

男子149 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 弘  前  工  業  (青森) 柏 原  (大阪 )

k+l as 千  葉  学  園  (青森) 常  総  学  院  (茨城 ) 高  松  中  央  (香川) 四 條 畷 学 園  (大阪 )

第38回

(1987)
登 別  市

男子149 延暦 寺学園比叡 山  (滋賀) 熊 本 商 科 大 学 付 属  (熊 本 ) 常  総  学  院  (茨城) 弘  前  工  業  (青森)

*+l ns 四 條 畷 学  園  (大阪 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 千  葉  学  園  (青森) 常  総  学  院  (茨城 )

第39回

(1988)

宝 塚  市
男子149 尾  (埼玉 )上 常  総  学  院  (茨城 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川)札  幌  第 (北海道 )

h+l as 四 篠 畷  学  園  (大阪 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 佐  賀  女  子  (佐賀) 常  総  学  院  (茨城 )

第40回

(1989)
高 知 市

男子149 熊本 商科大学付属  (熊本) 越    谷   南  (埼玉 ) 日 本 大 学  高  (神奈川) 本L  幌  第 (北海道 )

4+l rs 四 條  畷 学 園  (大阪 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 佐  賀  女  子  (佐賀) 常  総  学  院  (茨城 )

第41回

(1990)

市

町

竃

島

塩

松

男子149 常  総  学  院  (茨城 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 熊 本 商 大 付  (熊本) 上 尾  (埼玉 )

t+l as 佐  賀  女  子  (佐賀) 埼    玉   栄  (埼玉 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊 本 )

第42回

(1991)
富  士 市

男子149 常  総  学  院  (茨城 ) 金  沢 水  (石川 ) 尾  (埼玉 )官 城  県 工 業  (宮城) 上

X+l ao 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (官城 ) 常  総  学  院  (茨城) 埼   玉   栄  (埼玉)

第43回

(1992)

町

市

鍋

都

高
　
西

男子149 常  総  学  院  (茨城 ) 北  (熊本 )芦 関  東  第 (東京) ホL 幌  第 (北海道)

k+l as 四 條 畷 学 園  (大阪) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本) 常  総  学  院  (茨城 )

第44回

(1993)
宇 都 官 市

n+l ao 高 松 商 業 (香川 ) 常  総  学  院  (茨城 ) 関  東  第 (東京) 上 尾  (埼玉 )

*+l 4s 四 條  畷 学 園  (大阪 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 埼    玉   栄  (埼玉) 前   橋   東  (群馬 )

第45回

(1994)
高 岡 市

男子149 上 尾  (埼玉 ) 常  総  学  院  (茨城 ) 熊 本 学 園 大 付  (熊 本)金 沢 市 立 工 業  (石川 )

*+l +s 四  天  王  寺  (大阪 ) 常  総  学  院  (茨城 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (官 城) 富  山  商  業  (富 山)

第46回

(1995)
松  江 市

% rl av 1: 尾  (埼玉 ) 奈 良 市 立 一 条  (奈 良 ) 関  東  第 (東京) 金 沢 市 立 工 業  (石 川 )

k+l n 高  岡  女  子  (富山 ) 金 沢 向 陽 (石川 ) 精  華  女  子  (福 岡) 埼    玉   栄  (埼玉 )

第47回

(1996)

甲 府 市

竜 王 町

男子149 ブヽ   代   東  (熊本 ) _L 尾  (埼玉 ) 札  幌  第 (北海道)常   総  学  院  (茨城 )

*+l * 埼   玉   栄  (埼玉) 金 沢 向 陽 (石川 ) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本) 精  華  女  子  (福岡)

第48回

(1997)
長 岡 京 市

男子149 尾  (埼玉 )上 八   代   東  (熊本 ) 金  沢  市  工  (石川) 大  阪  学  芸  (大阪 )

t+l +o 埼   玉   栄  (埼玉) 九 州 国 際 大 付  (福 岡 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本) 昭  和  女  子  (大分 )

第49回

(1998)
高 松 市

男子149 人   代   東  (熊本 ) 高 松 商 業 (香川 ) 関  東  第 (東京) 上 尾  (埼玉 )

f+l as 九 州 国 際 大 付  (福岡 ) 金 沢 向 陽 (石川 ) 昭  和  女  子  (大 分) 香  り|1  中  央  (香川 )

第50回

(1999)
滝 沢 村

男子149 (東京 )関  東  第 八   代   東  (熊本 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)札  幌  第 (北海道 )

*.+l 4s 九 州 国 際 大 付  (福岡 ) 金 沢 向 陽 (石川 ) 埼    玉   栄  (埼玉) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊 本 )

第51回

(2000)
各 務 原 市

男子149 関  東  第 (東京 ) 埼    玉   栄  (埼玉 ) 柏 原  (大阪)延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 )

x.+l as 滋  賀  女  子  (滋賀 ) 高   岡   西  (富山) 埼   玉   栄  (埼玉) 県 立 岐 阜 商 業  (岐阜 )

第52回

(2001)

代

原
北

人

宮

竜

市

町

町

男子149 (東京 )関  東  第 八   代   東  (熊本 ) 延暦寺学園比叡 山  (滋賀)埼   玉   栄  (埼玉)

*+l as 青  森  山  田  (青森) 滋  賀  女  子  (滋賀) 金  沢  向  陽  (石川) 県 立 岐 阜 商 業  (岐阜)

第53回

(2002)

つ く ば 市

牛  久 市

男子149 関  東  第 (東京 ) 延暦寺学園比叡 山  (滋賀) 埼    玉   栄  (埼玉) ノヽ   代   東  (熊本 )

t+l 4s 青  森  山  田  (青森) 県 立 岐 阜 商 業  (岐阜 ) 金  沢  向  陽  (石川)九 州 国 際 大 学 付 属  (福岡 )

第54回

(2003)

市

市

崎

村

長

大

男子149 埼    玉   栄  (埼玉 ) 関  東  第 (東京 ) 原  (大阪 )羽  (福井) 柏足

k+l as 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 青  森  山  田  (青森) 陵  (静岡 )熊  本  中  央  (熊 本) 星

第55回

(2004)
鳥 取 市

男子149 (東京 )関  東  第 埼    玉   栄  (埼玉 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)ブ ヽ  代   東  (熊本 )

*+l as 青  森  山  田  (青森 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 高   岡   西  (富 山) 金  沢  向  陽  (石川 )

第56回

(2005)
野  田 市

n+l 4s 埼    玉   栄  (埼玉 ) 水  島  工  業  (岡 山 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)青  森  山  田  (青森 )

*+l ns 青  森  山  田  (青森 ) 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 ) 金  ́ 沢  向  陽  (石川) 埼    玉   栄  (埼玉 )

第57回

(2006)

奈  良 市
男子149 埼    玉   栄  (埼玉 ) 人   代   東  (熊本 ) 原  (大阪) 勝柏 山  (福井 )

k+l as 青  森  山  田  (青森) 金 沢 向 陽 (石川 ) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本) 聖ウルスラ学院英智  (宮城 )

第58回

(2007)

男子149 埼   玉   栄  (埼玉) 人   代    東  (熊本 ) 関  東  第 (東京) 比   叡   山  (滋賀 )

X+l 4s 青  森  山  田  (青森) 金 沢 向 陽 (石川 ) 高   岡   西  (富山) 聖ウルスラ学院英智  (宮城 )

第59回

(2008)
所 沢 市

男子149 埼    玉   栄  (埼玉 ) ′ヽ   代   東  (熊本 ) (東京 )比   叡   山  (滋賀) 関  東  第

*+l no 聖ウルスラ学院英智  (宮城 ) 埼    玉   栄  (埼玉 ) 八 代 自 百 合  (熊本)越    谷   南  (埼玉)

第60回

(2009)
大 阪  市

男子149 埼   玉   栄  (埼玉) 人   代   東  (熊本 ) 東 大 阪 大 学 柏 原  (大阪) 本L 幌  第

f+l as 青  森  山  田  (青森) 金 沢 向 陽 (石川 ) 樟   蔭   東  (大阪) 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 )

第61回

(2010)
糸 満  市

男子149 埼    玉   栄  (埼玉 ) 高  岡  第 (富山 ) (東京 )岡  (福島) 関  東  第

LtlYt 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 ) 青  森  山  田  (青森 ) 埼    玉   栄  (埼玉) 富 岡  (福島 )

第62回

(2011)
弘 前  市

男子149 埼    玉   栄  (埼玉 ) 旭  り|1  実  業  (北北海道) 岡  (福島) 比   叡   山  (滋賀)

*+l +s 青  森  山  田  (青森) 松  徳  学  院  (島 根 ) 富 岡  (福島)埼    玉   栄  (埼玉)

第63回

(2012)

市

町井特
福

永

男子149 埼    玉   栄  (埼玉 ) 富 岡  (福島 ) 東  奥  学  園  (青森)金 沢 市 立 工 業  (石川)

*+l ao 岡  (福島 ) 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 ) 倉  敷  中  央  (岡 山) 県 立 岐 阜 商 業  (岐阜)

第64回

(2013)
北 九 州 市

男子149 富 岡  (福島 ) 埼    玉   栄  (埼玉 ) 東 大 阪 大 学 柏 原  (大阪) 自  由  ケ  丘  (福 岡 )

*+l as 青  森  山  田  (青森 ) 富 岡  (福島 ) 勝 山  (福井) 聖ウルスラ学院英智  (富城 )

第65回

(2014)
千 葉 市

男子149 岡  (福島 ) 東 大 阪 大 学 柏 原  (大 阪 ) 埼    玉   栄  (埼玉) 高  岡  第 (富山 )

*+l 4s 岡  (福 島 ) 青  森  山  田  (青森 ) 勝 山  (福 井)金  沢  向  陽  (石川 )
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ll,1数 開催地 種別 参加 1位 2位 3位

第66回

(2015)

男 子 ,6 E X ((6{)) 東 大 阪 大 学 柏 原  (大阪 ) 富 岡 ふ た ば 未 来  (福島) 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 )
女子 青  森  山  田  (青森 ) 富 岡 ふ た ば 未 来  (福島 ) 金 沢 向 陽 (石川)勝 山  (福井 )

第67回

(2016)
岡 山 市

男子

女子

栄 光 の あ と
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●個人対抗の部

栄 光 の あ と

回数 開催地 種別 参 加 1位 2位 3位

第 6回
(1955)

神  戸  市

男単 74 永 井  栄 (聖 学 院 ) 北 島  克 英 (聖 学 院 ) 林   七  郎 (四 日 市 農 芸 )

女単 74 渡 辺  公 子 (函 館 東 ) 佐 々 木 功 子 (尚 綱 女 子 ) 永 田  豊 子 (善 通 寺 第 一 )

男複 73 永 井 ・ 小 野 岡 (聖 学 院 ) 北 島 ・ 吉 野 (聖 学 院 ) 北 方   関 (金 沢 水 )

女複 74 友 野 ・ 権 田 (山 陽 女 子 ) 小 林 宅 (山 陽 女 子 ) 永 田 ・ 藤 田 (善 通 寺 第 一 )

第7回

(1956)
仙  台  市

男 単 79 板 垣  隆 房 (山 形 市 立 商 ) 吉 野  嘉 保 (聖 学 院 ) 小  官  好  雄 (関 東 学 院 六 浦 )

女単 78 横 井  キ ヌ エ (善 通 寺 第 一 ) 戸 田  寿 子 (山 陽 女 子 ) 小 林  桂 子 (山 陽 女 子 )

男複 78 吉 野 ・ 稲 永 (聖 学 院 ) 星 野 ・ 小 田 (松 江 商 ) 板 垣 ・ 山 岸 (山 形 市 立 商 )

女複 78 横 井 ・ 井 上 (善 通 寺 第 一 ) 山 下 ・ 大 西 (善 通 寺 第 一 ) 小 林 ・ 戸 田 (山 陽 女 子 )

第8回

(1957)
松 江 市

男単 81 小 宮  好 雄 (関 東 学 院 六 浦 ) 中  村   智 (関 東 学 院 ) 平  野   隆 (松 江 商 )

女 単 81 田 島 外 茂 子 (善 通 寺 第 一 ) 長 田 悠 喜 子 (北 陸 学 院 ) 尾 関  紀 子 (函 館 東 )

男複 80 小 官 ・ 落 合 (関 東 学 院 六 浦 ) 中 村 ・ 時 田 (関 東 学 院 ) 富 田 。 今 村 (松 江 商 )

女複 79 田 島 ・ 山 下 (善 通 寺 第 一 ) 官 川 ・ 野 間 (善 通 寺 第 一 ) 北 島 ・ 松 田 ( 金  城  )

第9回
(1958)

新  潟  市

男 単 73 板 垣  善 憲 (山 形 南 ) 浦  三 作 ( 富  士  ) 森   晃  一 (奈 良 商 工 )

女 単 78 山 崎 紀 久 子 ( 金  城  ) 間 宮 美 紀 子 (芽 室 東 ) 伊 村  博 子 (宇 治 山 田 )

男複 73 板 垣 ・ 金 森 (山 形 南 ) 船 山 ・ 永 井 (山 形 南 ) 五 味 川 ・ 掘 田 (札 幌 工 )

女複 77 川    山  崎 ( 金  城  ) 森 ・ 木 村 (敬 愛 学 園 ) 蔵 本 ・ 有 本 (善 通 寺 第 一 )

第10回
(1959)
会津若松市

男単 84 岡 崎  恵 (緑 ヶ 丘 ) 稲  井   円ll( 高 松  ) 玉 井 治 之 (茨 木 )

女単 83 蔵 本  文 子 (善 通 寺 第 一 ) 横 山  満 子 (敬 愛 学 園 ) 福 本  和 子 (善 通 寺 第 一 )

男複 84 永 井 ・ 北 村 (山 形 市 立 商 ) 岡 崎 ・ 山 本 (緑 ヶ 丘 ) 東 条 ・ 井 上 (高 松 商 )

女複 83 蔵 本 。 有 本 (善 通 寺 第 一 ) 横 山 ・ 高 橋 (敬 愛 学 園 ) 福 本 ・ 三 原 (善 通 寺 第 一 )

第 11回

(1960)
久 留 米 市

男単 84 岡 崎  恵 (緑 ヶ 丘 ) 稲   井   岡1( 高  松  ) 近 道  利 一 (神 戸 商 )

女単 83 横 井  文 子 (善 通 寺 第 一 ) 橘 美 智 子 (高 岡 女 子 )

阿 部 ・ 笠 原 (新 潟 商 )

高 橋  泰 子 (敬 愛 学 園 )

男複 84 岡 崎 ・ 山 本 (緑 ヶ 丘 ) 福 島 ・ 高 見 ( 新  潟  )

女複 81 橘 酒 井 (高 岡 女 子 ) 高 橋 ・ 長 崎 (敬 愛 学 園 ) 関  内 藤 (吉 原 )

第 12回

(1961)
弘  前  市

男単 84 秋 山  真 男 (甲 府 商 ) 大 竹  紘 ― (新 潟 商 ) 伊  村   隆 (宇 治 山 田 )

女 単 84 望 野  政 枝 (富 士 見 ) 佐 藤  弘 子 (新 庄 南 ) 小 笠 原 詔 子 (新 庄 南 )

男複 83 大 竹 ・ 安 沢 (新 潟 商 ) 森 谷 ・ 板 垣 (山 形 商 ) 中 村 ・ 松 浦 (帯 広 三 条 )

女複 84 小 笠 原 ・ 渡 辺 (新 庄 南 ) 大 門 。 伊 藤 (敬 愛 学 園 ) 高 木 ・ 天 野 (掛 川 西 )

第 13回

(1962)
高 岡 市

男 単 82 西  野 征 (聖 学 院 ) 小  島 平 (緑 ヶ 丘 ) 斉 藤  正 勝 ( 富 士 )

女 単 86 高 塚  淳 子 (山 陽 女 子 ) 橘   妙  子 (高 岡 女 子 ) 室 崎  光 子 (高 岡 女 子 )

男複 82 西 野 ・ 須 田 (聖 学 院 ) 本 田 ・ 荒 川 (新 潟 商 ) 小 島 ・ 棚 橋 (緑 ヶ 丘 )

女複 85 高 塚 ・ 重 政 (山 陽 女 子 ) 村 松 ・ 多 田 (善 通 寺 第 一 ) 室 崎 ・ 河 村 (高 岡 女 子 )

第14回
1963)
鶴 岡 市

男単 87 裏 田  光 夫 (新 潟 商 ) 関 誠 (聖 学 院 ) 中  村   宏 (聖 学 院 )

女単 86 高 橋 と も 子 (山 形 城 北 女 子 ) 後 藤  和 子 (新 潟 中 央 ) 高 森  幸 子 (札 幌 北 斗 )

男複 87 星 野 ・ 裏 田 (新 潟 商 ) 鈴 木 ・ 神 田 (新 潟 商 ) 関   中 村 (聖 学 院 )

女複 85 加 藤 。 石 崎 (新 潟 女 工 ) 高 橋 ・ 渡 辺 (山 形 城 北 女 子 ) 後 藤 ・ 茂 沢 (新 潟 中 央 )

第15回

(1964)
京  都  市

男単 88 森  芳  夫 (奈 良 商 工 ) 盛 野  博 之 (高 岡 商 ) 堀   幸  雄 (岐 阜 工 )

女単 90 佐 々 木 フ ミ (敬 愛 学 園 ) 竹 内  泰 子 (新 潟 女 工 ) 硲  恵 美 子 (高 岡 女 子 )

男複 88 高 林 ・ 池 田 (富 山 商 ) 立 野 ・ 盛 野 (高 岡 商 ) 森   河 村 (奈 良 商 工 )

女複 90 竹 内 ・ 石 本 (新 潟 女 工 ) 高 野 ・ 渡 辺 (新 潟 中 央 ) 植 木 。 大 島 (真 岡 女 子 )

第16回
(1965)

熊  本  市

男単 92 栂 野 尾 昌 ― (富 山 商 ) 寺 前  信 之 (富 山 商 ) 沼 沢  利
一 (日 大 山 形 )

女単 89 近 藤  光 枝 (布 施 女 子 ) 山 本  真 江 (書 通 寺 第 一 ) 才 脇  妙 子 (布 施 女 子 )

男複 92 栂 野 尾 ・ 寺 前 (富 山 商 ) 沼 沢 ・ 中 村 (日 大 山 形 ) 堀 杉  山 (岐 阜 工 )

女複 88 山 本 ・ 1細 川 (善 通 寺 第 一 ) 上 野 ・ 石 崎 (真 岡 女 子 ) 近 藤 ・ 才 脇 (布 施 女 子 )

第17回
(1966)
弘 前 市

男単 91 本 間  順 次 (新 潟 商 ) 我  妻 郎 (宮 城 県 工 ) 市  り|1  清 (宮 城 工 )

女単 92 湯 木  博 江 (山 陽 女 子 ) 浦 口  恵 子 (山 陽 女 子 )

市 川 ・ 我 妻 (宮 城 県 工 )

浦 口 ・ 湯 木 (山 陽 女 子 )

遠 藤  幹 子 (新 庄 南 )

男複 90 本 間 ・ 高 橋 (新 潟 商 )

本 間 。 日 下 (新 潟 青 陵 )

牛 島 ・ 藤 永 (富 山 商 )

女複 92 小 山 ・ 遠 藤 (新 庄 南 )
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第18回

(1967)
金  沢  市

男 単 92 米  田   実 (富 山 商 ) 黒 田  博 (金 沢 )

植
牧

田 寛
男

(  正  強  〉
(高 岡 商 )野   光

女 単 94 局  坂   薫 (新 潟 中 央 ) 相 沢  マ チ コ (新 潟 青 陵 )
奈
油
良 岡 洋 子 (弘 前 聖 愛 )

田  美 子 (東 大 阪 )

男複 91 松 島 ・ 米 田 (富 山 商 ) 笠 井 好 。笠 井 教 ( 富  士  ) 高  来
山 本

流 (金 沢 市 工 )

松 本 (金 沢 市 工 )

女複 94 相 沢 ・ 金 子 (新 潟 青 陵 ) 田 仲   枝 (真 岡 女 子 )
岡
′h
1奇 湯

平
浅 (成 安 女 子 )

山 (東 大 阪 )III

第19回

(1968)
福  山  市

男単 92 上  敏 博 (高 岡 商 ) 足 立  守 男 (岐 阜 東 )

田 所
藤

光 男 (曰 大 山 形 )

好 男 (日 大 山 形 )

女単 94 平 山  素 子 (東 大 阪 ) 堀 川 栄 美 子 (新 潟 青 陵 )
豊 田  敏 子 (真 岡 女 子 )

橋 本 香 代 子 (真 岡 女 子 )

男複 92 草 島 ・ 布 目 (富 山 商 ) 上 ・ 宮 林 (高 岡 商 )
松 田

藤

(高 松 商 )

(曰 大 山 形 )田

野

所

女複 94 早 坂 ・ 柿 崎 (新 庄 南 ) 清 水 ・ 藤 田 (真 岡 女 子 )

陣 内
高 崎

村 田 〈 成 安 女 子 )

大 場 (東 大 阪 )

第20回
(1969)

桐  生  市

男単 92 尾 崎  幹 雄 (富 山 商 ) 船 山  敏:彦 (秋 田 経 大 付 )
小

内

中
田
雅 樹 (金 沢 市 立 工 )

通 夫 (桐 生 市 立 商 )

女 単 94 柴 山 き よ 子 (東 大 阪 ) 石 崎  茂 子 (真 岡 女 子 )
陣

高

内

崎

裕

弘

子 (成 安 女 子 )

子 (東 大 阪 )

男複 91 尾 崎 。 中 川 (富 山 商 ) 内 田 ・ 桐 生 (桐 生 市 立 商 )

小  中
ノ|ヽ  1末

村 谷 (金 沢 市 立 ■ )

潤;コ (桐 生 市 立 商 )

女複 94 柴 山 ・ 高 崎 (東 大 阪 ) 及 川 ・ 脇 田 (富 田 女 子 )

大 場
随 内

坂 本 (東 大 阪 )

岡 崎 (成 安 女 子 )

第21回
(1970)

名 古 屋 市

男単 92 西 村  美 鶴 (富 山 商 ) 銭 谷  欽 冶 (大 聖 寺 )

金

市

田

村

(  天   理
(日 大 鶴 ヶ

竜  造
栄  文

)

丘 )

女 単 94 陣 内  :裕 子 (成 安 女 子 ) 秋 本 人 代 美 (四 條 畷 学 園 )

西 尾 真 理 子 (四 條 畷 学 園 )

佐 伯  智 子 (奈 良 ― 条 )

男複 92 森 田 ・ 松 島 (富 山 商 ) 山 田 ・ 竹 野 (新 潟 商 )
巽    西  川 ( 正  強1 )
日 下 ・ 曽 根 (高 松 第 一 )

女複 94 岡 崎 ・ 陣 内 (成 安 女 子 ) 秋 本 ・ 西 尾 (四 條 畷 学 園 ) 清 水
谷

矢 口 (新 庄 南 )

尼 崎 (成 安 女 子 )

第22回
(1971)

善 通 寺 市

男 単 92 下 田  春 樹 (富 山 商 ) 米 山  正 和 (曰 大 山 形 )
西

土

川

田

強  )
条  商  )

繁 美 ( 正
証 雄 ( 三

女 単 96 秋 本 人 代 美 (四 條 畷 学 園 ) 佐 伯  智 子 (奈 良 条 )

古

西

谷

尾

成 代 (奈 良 一 条 )

真 理 子 (四 條 畷 学 園 )

男複 92 米 山 ・ 中 島 (日 大 山 形 ) 中 原 ・ 木 下 (高 松 商 )
西 川

大 場

佐 野 ( 正  弦.)
秋 葉 (山 形 工 )

女複 95 西 尾 ・ 秋 本 (四 條 畷 学 園 ) 佐 伯 ・ 古 谷 (奈 良 ― 条 )
自 玖

矢 口

大 矢 根 (善 通 寺 第 一 )

本 間 (新 庄 南 )

第 23回

(1972)
新  庄  市

男単 92 中 井  基 夫 ( 正  強  ) 辻   敏  弘 ( 添  上 ) 須
原

,謄

敏

茂

夫

東 奥 義 塾 )(

( 金 沢 市 立 工 )

沼  能
本  多

久 子 (真 岡 女 子 )

励 子 (千 葉 学 園 )

女 単 96 秋 本  幸 子 (四 條 畷 学 園 ) 徳 田  敦 子 (四 條 畷 学 園 )

男複 92
夫 ′

正  ・
中
南

基
義

正   強   )井

田
秋   葉 博 ′

嗣

・ 山 形 工 )

井   幸
渡

原

野

林

(山 形 東 )

(金 沢 市 立 工 )

辺 ・ 菅

女複 96
秋 本
徳 田

幸

敦 軍:(四 條畷学園)
諸  橋
高  田

典

幹 軍:(四 條畷学園)
三 田
矢 日

寺 見 (山 陽 女 子 )

今 田 (新 庄 南 )

第24回

(1973)
四 日 市 市

男単 94 西 村  正 美 (富 山 商 ) 池 田 文 昭 (正 強 )

吉 彦 (東 奥 義 塾 )

秀 雄 (奈 良 ― 条 )

工 藤
辰 己

女単 96 徳 田  敦 子 (四 條 畷 学 園 ) 井 上  昌 子 (成 安 女 子 )
朝

桜

日

井 誠

子 (成 安 女 子 )

子 (市 立 尼 崎 )

男複 93
西

梶
村
川

富 山 商 )

正

博 重 (
池
松
田

重

文
東
昭 ( 正   強   ) 長 谷 川 ( 勝  山  )

中  谷 (日 大 鶴 ヶ 丘 )

平 野

榎

女複 95
徳

局

田

田

敦

幹

子

子
(四 條 暖 学 園 )

子

子
(成 安 女 子 )

井 上
朝 日

山 田
日 向 野

野 中 (市 立 長 崎 商 )

石 田 (真 岡 女 子 )

第25回
(1974)

嬉  野  町
塩  田 町

男単 96 長 谷 川 博 幸 ( 勝  山 ) 滝  り|1  修 (金 沢 市 立 工 ) ′」ヽ
成
林

田

反

勧

男 (逗 子 開 成 )

次 (日 大 鶴 ヶ 丘 )

女単 98 植 野 恵 美 子 (四 條 畷 学 園 ) 山 本  邦 子 (奈 良 ― 条 )

大 塚 ソ ノ エ (新 潟 青 陵 )

原 田 美 智 子 (山 陽 女 子 )

男複 95 勝  山  )長 谷 川 博 幸 ′

諏  訪   芳  博
｀ 檸i(金 沢市立工)本   圭

川滝

船
福  本
塚 本

管 ( 竣  浦  )
小 合 (奈 良 ― 条 )

女複 98 (新 潟 青 陵 )
関  根   和  子
大 塚 ソ ノ エ 曇l美 ∫季(山 陽女子)

辻

海 老

員 瀬 (成 安 女 子 )

第26回
(1975)
水 戸 市

男単 96 ttEHfft(/ttir+E) 菅 原  敬 二 ( 千  厩  ) 庄 吉 (金 沢 市 立 工 )
宏 志 (七 尾 農 )

官  森
坂  本

女単 98 植 野 恵 美 子 (四 條 畷 学 園 ) 米 倉 よ し 子 (藤 園 女 子 )
石 田 ひ と み ( 藤  花  )
北 村 寿 弥 子 (四 條 畷 学 園 )

男複 95 正   強   )吉  岡
冨  田

伸  冶 ′
章  夫

｀ (金 沢 市 立 工 )

宮  森
酒  井

庄  吉
直  人

峰
小 倉

上  原 (高 松 古 )

小 浜 (奈 良 ― 条 )

女複 98
署 ア 1 庁 季

(四 條 畷 学 日 )

経 麿 富 塾 7(園
田 学 園 )

米 倉
山 本

山 西 (藤 園 女 子 )

桐 山 (奈 良 ― 条 )

第27回
(1976)

中  野  市

男単 96 宍 戸  隆 夫 ( 塩  釜  ) 条 )諸 多  博 之 (奈 良 亘 山  成 生 (金 沢 市 立 工 )

北  橋   進 (比 叡 山 )

女単 98 石 川  好 子 (四 條 畷 学 園 ) 河 村  茂 美 (四 條 畷 学 園 )
南

柴 |||

栄 子 (渋 川 女 子 )

弓 (滋 賀 女 子 )

男複 96
上

平

原

野   勝
明 ′

彦
｀ 高 松 商 ) 伊 勢 工 )

山 西
森  井

友
弘
行 ′

善 
｀

工 藤
小 浜

一＞

＞

一形

条

山

一

大

良

日

奈

藤
多
伊
諸

女複 98
石

平

川  好
久  美 重 (四 條畷学園)

藤 井
青 木

良

恵 季
(新 潟 青 陵 )

7兵  田
喜 多 川

田 村 (上 佐 女 子 )

徳 永 (巣 鴨 女 子 )

第28回
(1977)
倉 敷 市

男単 96 西  山  博  司 (延 暦寺学園比叡山 ) 漆  原  亨 (日 大 鶴 ヶ丘 ) 宮  本
喜  良

幸 弘 (九 州 学 院 )

明 文 (柳 井  ■ )

女単 98 原 口  恵 子 (四 條 畷 学 園 ) 高 野  和 代 (新 潟 青 陵 )
河  村
斎  藤

茂 美 (四 條畷学園 )
桂 子 (新 潟 青 陵 )

男複 96 矢
西

部

山
司
司

忠

博
(延 暦寺学園比叡 山 ) 信|(奈 良一条)

樋 俊

輝

岡

村

玉

丹

村 ・ 海
藤  ・ 楠

道 ( 藤  島
美 (東 奥 義

)

塾  )

女複 98
平   久
河  村

美

茂 璽:(四 條畷学園) (四 條 畷 学 園 )

末 兼  真 弓
北 田 ス ミ 子

山 下
阿 部

葛 西 (千 葉 学
横 田 (奈 良 ―

園 )

条 )

第29回
(1978)

会 津 若 松 市

男 単 96 権 藤  浩 (九 州 学 院 ) 吉 村  輝 高 (奈 良 一 条 )
員

井

須

桜

英 徳 (日 大 山 形 )

雅 人 (日 大 山 形 )

女単 98 北 田 ス ミ 子 (四 條 畷 学 園 ) 中  沢 枝 (新 潟 青 陵 )

月

原

岡
ロ
広 美 (新 潟 青 陵 )

恵 子 (四 條 畷 学 園 )

男複 96 本 石
権 藤

俊

浩
魯 (九 州学院 ) 日 大 山 形 )

五 十 嵐 正

須  貝  英
弘 ′

徳
｀

女複 98
合 り|1  裕
北 田 ス ミ 軍:(四 條畷学園)

中

斉
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栄 光 の あ と
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第30回
(1979)

大  津  市

男単 96 権 藤  浩 二 (九 州 学 院 ) 馬 場  良 浩 ( 今  市 ) 村 本  幹 夫 (七 尾 工 )

坂 井 外 喜 男 (金 沢 市 立 工 )

女単 98 北 田 ス ミ 子 原 田  純 子 (園 田 学 園 )

西 村 美 千 代 (

青  山  寿 美 (

比  叡  山 )
成 安 女 子 )

男複 96
権
オ|
藤 浩  二
英  介
(九 州 学 院 )

L
岡  野
′」ヽ   [[

浩 ′

太
｀佳
高 松 商 )

伊
桜
藤
場

峰

井 上

(越 ヶ 谷 )

(大 河 原 商 )

女複 98
北 田 ス ミ 子

富 田 美 千 代
(四 條 畷 学 園 )

鳳 簾 貴 亀 季
(熊 本 中 央 女 子 ) 原 田

植 田

河 原 (回 田 学 園 )

松 田 (四 條 畷 学 口 )

第31回
(1980)
善 通 寺 市

男単 96 井 上  哲 章 (熊 本商科大付属 ) 山  本   裕  幸 (延 暦 寺学 園 比叡 山 ) 松  野
大  島

修  二 (

正  志 ( 今

川

市

)

)

女単 98 高 峯  和 子 (熊 本 中 央 女 子 ) 陣 内 貴 美 子 (熊 本中央女子 ) 野  上
山 内

満
佳

子 (新 潟 青 陵 )

子 (高 松 中 央 )

男複 96
山
罵
本
杉
裕  幸
武 司

(延 暦寺学園比叡山 )
正

今  市  )大  島
大   堀 円

西 本

松  野
上 田 (高 岡 第 一 )

官 ( 日  り|| )

女複 98
尾 庁 貴 躾 季

(熊 本 中 央 女 子 )

野  上
山  内 軍:(新 潟青陵)

満

美

高 橋

り|1 口

湯 沢 (小 山 城 南 )

佐 野 (川 口 女 子 )

第 32回

(1981)

平 塚 市
藤 沢 市

男単 96 松 浦  進 二 ( 草  津  ) 松 野  修 二 ( 日 ,|| ) 村 松

田

博

裕

(金 沢 市 立 工 )

(日 本 大 学 高 )

女単 98 陣 内 貴 美 子 (熊 本 中 央 女 子 ) 山 内  佳 子 (高 松 中 央 )
水

田

井
向

明  美
禾ロ  ニF
(高 松 中 央 )

(高 岡 女 子 )

男複 96
松  野  修  二 ′
宮   健  次

｀ 日  り||  ) 羽
村

田  義
伝
(金 沢 市 立 工 )

松

片 岡
佐 々 木

辻 田 (比 叡 山 )

葛 西 (東 奥 義 塾 )

女複 98
軍 Ъ  tt χ 重

(熊 本 中 央 女 子 ) 薯謂咲瓦季(新 潟青陵)
森 山

山  内
田 (熊 本 信 愛 女 )
佃 (高 松 中 央 )

第33回
(1982)

枕 崎 市
加 世 田 市

男単 98 柳 谷  辰 哉 (弘 前 南 ) 辻  田  泰  昌 (延暦寺学園比叡山) 見
山

市

尾

昌 弘 (奈 良 ― 条 )

克 則 (金 沢 市 立 工 )

女単 98 鴻 原  春 美 (四 條 畷 学 園 ) 松 田 太 嘉 子 (四 條 畷 学 園 )

水

森

井
山
明
弘
美 (高 松 中 央 )

姜 (熊 本 信 愛 女 )

男複 97
中
見

敏谷
市 野|(奈 良―条)

辻
杉
田

本

泰  昌
吉  雄

(延 暦 寺学 園比叡 山 )
山 尾
西 川

羽 田 (金 沢 市 立 工 )
前 川 (比 叡 山 )

女複 98
高 峯   尚 子
青 木 き よ み

(熊 本 中 央 女 子 )
森  山
三 由

弘  美
紳  子

(熊 本 信 愛 女 学 院 )
相 馬
三 沢

野 村 (弘 前 学 院 聖 愛 )

岡 崎 (小 山 城 南 )

第34回
(1983)
豊 橋 市

男単 98 江 藤  裕 樹 見 市  昌 弘 (奈 良 ― 条 )

福

佐

田

藤

冥 (小 松 原 )

浩 (市 立 尼 崎 )

女単 98 鴻 原  春 美 (四 條 爆 学 園 ) 小 泉  陽 子 (園 田 学 園 )
木 き よ み

村   美  香
(熊 本 中 央 女 子 )

(熊 本 信 愛 女 )上

男複 98
川  本
林 謙
英 盟 (九 州学院 )

黎 長

河

ξ 堂
(桐 生 市 立 商 業 )

宮    志  村
加 藤 ・ 長 谷 川

(  日  り||  )
(日 大 山 形 )

女複 98
漏  原
新  木

春 蚕 (四 條畷学園) 卓 ∬ 真 雹 t(熊 本 信 愛 女学 院 )
須 藤 (小 山 城 南 )

本 田 (新 潟 青 陵 )

根 本

原 田

第35回
(1984)
大 山 市

男単 98 江  藤  裕  樹 (延 暦寺学園比叡山 ) 濱  北  和  彦 (熊 本 商 科 大付 属 ) 鶴
田  画:行 (九 州 学 院 )

生 井 沢 勝 美 ( 上  尾  )

女単 98 新 木  貴 子 (四 條 畷 学 園 ) 今  本す   薫 (四 條 畷 学 園 ) 永 須
野
実
裕
香 (名 渓 学 園 )

子 ( 上  尾  )

男複 98
江

中

藤   裕
川

樹

健
(延 暦寺学園比叡 山)

聖 亀

耕

ご 聖
(曰 大 鶴 ヶ 丘 )

荒 木

中 條

字

石

田

橋

(金 沢 市 立 工 )

(小 松 原 )

女複 98
米 津 ゆ か り

林    幸   枝
(熊 本 信 愛 女 学 院 )

暑 ξ 美 罵 季
(千 葉 学 園 )

徳 光

若 井

谷 地 (千 葉 学 園 )

小 池 (新 潟 青 陵 )

第 36回

(1985)
金  沢  市

男単 98 生 井 沢 勝 美 ( 」= 尾  ) 濱  北  和  彦 (熊 本 商 科 大付 属 )
佐  藤
山 本

輝  行 ( 足  羽  )
明 彦 (金 沢 市 立 ■ )

女単 98 北  浦  道  代 (延 暦 寺学 園 比叡 山 ) 田 島  志 乃 (熊 本 中 央 女 子 )
今   村
稽 手 智 江

(四 條 畷 学 園 )

(千 葉 学 園 )

男複 98
生 井 沢 勝 美 ′
菊   地    修 ・

上   尾   ) 気
山
谷
本
篤
明 金:(金 沢市立工)

中 川
石 橋

西 島 (金 沢 市 立 工 )

碧 滞|( ′卜 松 原 )

女複 98
田 島  志 乃
田 代 美 智 世

(熊 本 中 央 女 子 )
明

今  村
片 岡 壼 (四 條畷学園) 小 池北 浦

青 戸 (新 潟 青 陵 )

間 芝 ( 比 叡 山 )

第 37回

(1986)
下 関 市

男単 98 町  田  文  彦 ( 上  尾  ) 小 本  義 久 (九 州 学 院 )
諏  訪
山  口

隆

哲

博 (

浩 (

勝   山  )
比  叡  山 )

女単 98 乳 井  智 秋 (千 葉 学 園 ) 棒   匡  子 (新 潟 青 陵 )
松  尾
,首   ト

知

彰
美
子

(熊 本 信 愛 女 )
(高 松 中 央 )

男複 98 中  川
町
‐
田

(上 尾 )

敏
文
治
彦

小

中

本
本|
義
イ申 曇:(九 州学院) 伊  藤輿 石

.岩

雀1札 P第
一`

′
"  )

女複 98
霧 ξ 喜 糧 重

(熊 本 中 央 女 子 )

長

大

井
村
麻

和 沢(夙 川学院)
道 上
堀 厚

山 自 (高 松
松 長 (奈 良

中 央 )

一 条 )

第38回

(1987)
登  別  市

男単 98 渡 辺  清 ― (花 北 商 業 ) 佐 賀  史 昭 (作 新 学 園 )

興  石   務 ( 日  り|| )
鈴 木 草 麻 生 (比 叡 山 )

女単 98 官 村  愛 子 (熊 本 中 央 女 子 ) 棒  匡  子 (新 潟 青 陵 )
平L
南
井

早
智 秋 (千 葉 学 園 )

子 (四 條 畷 学 園 )

男複 98
石   井
閣 根 革

越 谷 南 )

隆 ′
勝 ｀ .秀  二 ´

村  剛
(上 尾 )

鈴  木
内

輿 石
藤 本

岩 佐 ( 日 '1 )
村 丼 (札 幌 第 一 )

女複 98
中 原
甲 斐

敬

美

子

和
(熊 本 中 央 女 子 )

北  り|1  実
三  ツ 川

子 南里高
江 良

南 里 泰 (四 條 畷 学 園 )

田 畑 (熊 本 中 央 女 子 )

第39回
(1988)

宝  塚  市

男単 98 須 賀  隆 弘 ( 上  尾  ) 大 谷 知 昌 (上 尾 )

伊  藤
手 島

誠 (八 幡 大 学 付 属 )

耕 二 (日 本 大 学 高 )

女単 98 水 井 妃 佐 子 (四 條 畷 学 園 ) 宮 村  愛 子 (熊 本 中 央 女 子 ) 美  紀
友  紀

山 崎
小 泉

(高 岡 女 子 )

(園 田 学 園 )

男複 98 中 橋
平   井

晃
菫
(延 暦寺学園比叡山 ) 藤  本

木|  」+
謙
秀 慮(札 幌第一)

Fi   本寸
渋 谷

境
甲 孝

(熊 本 商 科 大 付 )

( ′卜 松  原  )

女複 98
中 原
甲 斐

敬

美

子

和
(熊 本 中 央 女 子 )

藤 本
佐 々 木

暢

:(熊
本 中 央 女 子 )

近 藤
吉 田

原 (新 潟 青 陵 )

小 泉 (園 田 学 園 )

第40回
(1989)
高 知 市

男単 98 磯 部  和 弘 (常 総 学 院 ) 霜 上  和  宏 (熊 本商科大付属 ) 久 保 田 雄 三
(

小 河 原  崇 (

越

比

谷

叡

南  )

山  )

女単 98 水 井 妃 佐 子 (四 條 畷 学 園 ) 官 村  愛 子 (熊 本 中 央 女 子 ) 井
朽
田
末

貴
浩
子 (埼 玉 栄 )

羊 (高 岡 女 子 )

男複 98
佐  藤
須,路 獣(札 幌第一) 片  山  卓  哉 ′久 保 田 雄 三

｀ 越 谷 南 )

田 上
高イi田

本 田 (熊 本 商 大 付 )

油 」喘 (熊 本 商 大 付 )

女複 98 軍:(熊本中央女子)
宮  村
松  田

愛

治

阪 本  雅
渡 邊 真 由 嚢

(熊 本 信 愛 女 学 院 )
中 橋

矢 野

(金 沢 向 陽 )

(聖 ウ ル ス ラ )
多 田
橋 本

第41回
(1990)

塩 竃 市
松 島 町

男単 98 岸 田  明 宏 (此 花 学 院 ) 中 野  圭  昌 ( 勝  山  ) 慎 二 (千 葉 敬 愛 )

和 裕 (熊 本 商 大 付 )
太

本

田

田

女単 98 井 田  貴 子 (埼 玉 栄 ) 阪 本  雅  子 (熊 本信愛女学院 ) 橋  本
寺  尾

淳 子 (聖 ウ ル ス ラ )

姜 紀 (佐 賀 女 子 )

男複 98 莫'雷  :霧 彗(常 総学院)
山 浦
沼 尻 霜|1層 (常 総学院)

本 田 岡 部 (熊 本 商 大 付 )

山 形 (関 東 第 一 )

女複 98
阪 本   雅
渡 滲 真 由 翼:(熊

本信 愛 女 学院 ) 璽:(常 総学院)
夏

山

小  吹
県   置

橋 本

篠 原

山

寺

田 (聖 ウ ル ス ラ )

尾 (佐 賀 女 子 )

-101-

(四 條 畷 学 園
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第42回
(1991)

富  士  市

男単 98 片 岡 詔 市 郎 (比 花 学 院 ) 大 田  慎 二 (千 葉 敬 愛 )

平

石

間

本

章

明

雄 (前 橋 東 )

男 (金 沢 市 立 ■ )

女単 98 水  井   泰  子 大 田  貴 子 (四 天 王 寺 )
佐 藤  純 子 (常 総 学 院 )

河 口 :奈 緒 姜 (富 山 商 )

男複 98
太
石
田
橋 県量(千 葉敬愛) (札 幌 第 一 )

水  沢
褥i 田

直
半
哉
イ申

山 浦
福 田

沼 尻 (常 総 学 院 )

片 岡 ( 芦  」ヒ )

女複 98
橋

山

本

田

子

美

得

裕
(聖 ウ ル ス ラ )

佐  藤
川 山奇 由 籠季(常 総学院)

中 山
澤事i  本寸

増 茂

宮 村

(旭 川 実 業 )

(熊 本 中 央 女 子 )

第43回
(1992)

高  鍋  町
西  都  市

男単 98 西  田   渉 (札 幌 第 一 ) 片  岡  直  茂 ( 芦  」ヒ ) 勝 崇 (宮 城 県 工 )

瑞 穂 (常 総 学 院 )

尾

成

形

"島
女単 98 水  井   泰  子 中 山 智 香 子 (旭 川 実 業 )

山 田  裕 美 (聖 ウ ル ス ラ )

宮 木十 1市 書 子 (熊 本 中 央 女 子 )

男複 98
カロ 賀
内

谷

1辛 責 ( 上   尾   ) 木

茶

鈴

川

宏
大 暴 (関 東第

一) 樋
片
渡
問 野 田 (芦 北 )

女複 98
山 裕 美

泉
田

田
(聖 ウ ル ス ラ )

坂 本 諭
梓 壼 (精 華女子)

宮 村

水 井
村 上 (熊 本 中 央 女 子 )

市 橋 (四 條 畷 学 園 )

第44回
(1993)
宇 都 宮 市

男単 98 中 村  祐 樹 ( 法 政 ) 吉 川  大 助 (高 松 商 業 )

樋

矢

渡

部

順 也 (常 総 学 院 )

正 博 (常 総 学 院 )

女単 98 中 山 智 香 子 (旭 川 実 業 ) 水 井  泰 子 (四 條 畷 学 園 )
秋 武 さ と み (九 州 国 際 大 付 )

書  田   ,泉 (聖 ウ ル ス ラ )

男複 98 催|(常 総学院)樋  渡
矢  部

|1贋

正 奢

‐
1:(関 東 第 一 )

下

口

山
田

(高 松 商 業 )

(越 谷 南 )

吉  り|1    薄
藤 城  ・ 藤 本

女複 98
茂  孝 枝 ′ 、。 i"
山 智 香 子

¨ L′
'|
実 業 )

増

中 口

井水

川

泰

桐 亀:(四 條畷学園)
石 井

山 本
山 崎 (昭 和 女 子 )

安 城 (常 総 学 院 )

第45回

(1994)
高 岡 市

男単 98 山 田  英 孝 ( 上 尾  ) 氷 山  晴 隆 (常 総 学 院 )

神 谷  仁 士 (高 岡 工 芸 )

嘉  籐   勝 〈 富 山 商 )

女単 98 山 田  潤 子 (高 岡 女 子 ) 中 山 真 理 子 (常 総 学 院 )

葛

田

野   智
中  美

子 (四 天 王 寺 )

保 (佐 賀 女 子 )

男複 98 堪!(常 総学院)
下

高

"島

鳥   洋 敬  吾 ′
亮  太 ・

7青

7青

上   尾   )
一 宮

深 谷

馬 木

横 島
(札 幌 第 一 )

女複 98
市  橋
鬼 頭 清il:(四 條畷学園)

山

山

田

田

潤 子

子
(高 岡 女 子 )

三 個

田 中
加 藤 (富 山 商 )

武 富 (佐 賀 女 子 )

第46回

(1995)
松 江 市

男単 98 舛 田  圭 太 (金 沢 市 立 工 ) 大 束  忠 司 (ブヽ 代 東 )

沈

中 本|
逸   文 (

憲  尚 (

尚

上 尾

)

)

女単 98 関 本  祥 子 (埼 玉 栄 ) 張   薇  薇 ( 尚 志 ) 森  か お り (九 州 国 際 大 付 )
山 田  潤 子 (高 岡 女 千 )

男複 98 優:(常 総学院)山

木

田

孝

浩
人 代 東 )

大  東
木  下

思  司 ′
仲  介

｀ 松 本

徳 坂

相 井 ( 1ヒ  叡 山 )
舛:田 (金 沢 市 立 工 )

女複 98
中 島
片 糸 由 驚季(金 沢向陽) (高 岡 女 子 )

山

山

田

田

潤  子
青  子

中  村
吉 富

亀 井 (奈 良 市 立 ― 条 )

大 石 (精 華 女 子 )

第47回
(1996)

甲 府 市
竜 王 町

男単 98 舛 田  圭 太 (金 沢 市 立 工 ) 大 東  忠 司 (ノヽ 代 東 )

)

)

川

,青 水

馨 士 (

裕 (

口 比

前

叡

橋

山

東

女単 98 閻  敏  1螂 (高 岡 女 子 ) 森  か お り (九 州国際大付 ) 水 峰  弘 子 (熊 本 信 愛 女 )

松 絵 理 子 (旭 川 実 業 )

男複 98 (人 代 東 )
大  東
木  下

思  司
伸  介

沈

竹  俣
逸

洋

文 ′

平
｀ 尚   志   ) 止日 比 )

)

沢  向 1易
女複 98 (熊 本 信 愛 女 学 院 )

杉  濡
水  峰

美  幸
弘  子

古  谷   充
森   か  お

峰 (九 州 国 際 大 付 )

第48回

(1997)
長 岡 京 市

男単 98 中 西  洋 介 ( 上 尾 ) 洛   水   )
i 松  商  )

川

保

古

久

祐  輛 (  1
直 輝 ( 高

女単 98 閻   敏  郷 (高 岡 西 ) 張   薇  薇 ( 尚 志  ) 山 本  郁 美 (精 華 女 子 )

森  か お り (九 州 国 際 大 付 )

男複 98
坂  本
小  島

修  一
祐  浩
(常 総 学 院 ) 上   尾   )中 西

鎌  田
洋
和

企

絡
(

代

)

)

春  名
二 )r五

鎌 田 (

大 東 (

西 訂|

東

女複 98
田 井
引=  田

美

言
(金 沢 向 陽 )

久 家 あ す 加 ′

大  能   倫  子 
｀ 埼 玉 栄 )

( 旭  り|1 実  )
(聖 ウ ル ス ラ )

石 黒
西 城

山 重
書 田

第49回
(1998)
高 松 市

男単 98 大 束  真 也 (フヽ 代 東 ) 平  山  政  史 ( 上  ,己  ) 池 田 信 太 郎
(九 州 国 際 大 付 )

三 上  紘 由 (宮 城 県 工 )

女単 98 安 城  美 華 (四 天 王 寺 ) 赤 尾  美 代 (昭 和 女 子 )

松 尾 美 穂 子 (九 州国際大付 )
田 「  :千 晴 (熊 本 信 愛 女 )

男複 98
大  束
中  本|

真  也
寿  史
(人 代 東 )

平  山
川 崎

上   尾   )政
和

申
倉 (

酒 井
安 徳

茶 谷 (金 沢 市 立 工 )

二 官 (高 松 商 )

女複 98
末 綱
ホ 犀 ス:(昭 和女子)聡

姜

黒  川
佐   藤

真

驚(日 本橋女学院)
(金 沢 向 陽 )

(佐 賀 女 子 )

田 本す
納  富

舛 田
脇

第50回

(1999)
滝 沢 村

男単 98 佐 藤  翔 治 (関 東 第 一 ) 佐 々 木  翔 (関 東 第 )

裕 介 (此 花 学 院 )

翔 悟 ( 比 叡 世 )
新 開

稲  垣

女単 98 赤 尾  美 代 (昭 和 女 子 ) 楊  議  琳 (青 森 山 田 )

松 田  友 美 (長 崎 女 子 )

松 尾 美 穂 子 (九 州 国 際 大 付 )

男複 98
安  村
全 倉(関 東第一)

康

仁

佐

佐
藤   翔
糞|(関 東第一)々  木

稲 垣

山 下
谷

広

口 (比 叡 世 )

瀬 (金 沢 市 立 工 )

女複 98
露1村 ∬
:貴
孟
(精 華 女 子 ) (熊 本 信 愛 女学 院 )

田 上
松  本

千  晴
舞  子

赤 尾 美
謝

赤 尾 亜 (昭 和 女 子 )

陳 (本 庄 第 一 )

第 51回

(2000)
各 務 原 市

男単 98 佐 藤  翔 治 (関 東 第 一 ) 佐 々 木  翔 (関 東 第 一 )

川

榎 本

直 樹
良 永
(柏 原 )

(比 叡 山 )

女単 98 晶 (高 岡 龍 谷 )文ll 多 谷  郁 恵 (滋 賀 女 子 )

藷

栄

琳

理 子

(青 森 山 田 )

(青 森 山 田 )

楊

廣 瀬

男複 98 (関 東 第 一 )
佐  藤   翔  治
僚  々 太  翔

(高 岡 工 芸 )
劉
川

志   遠
倖  介

米
新 開

平  田
伊 藤

(高 岡 工 芸 )

(此 花 学 院 )

女複 98
楊

廣 瀬

誨  琳
栄 理 子

(書 森 山 口 ) (四 天 王 寺 )

下 野  鈴 佳
小 椋 久 美 子

波 多 野
西 村

高 橋
加 賀

(富 士 見 f[)

(金 沢 向 陽 )

第52回

(2001)

人 代 市
宮 原 町
竜 北 町

男単 98 池  田  雄 (関 東 第 一 ) 鉦  佳  平 (青 森 山 田 )

じ」

佐

志  遠 (高 岡 工 芸 )

伯  浩 一 (水 島 工 業 )

女単 98 楊  議  琳 (青 森 山 田 ) 晶 (高 岡 龍 谷 )文|| 廣 瀬  栄 理 子
多  谷   郁  点

(青 森 山 田 )

(滋 賀 女 子 )

男複 98 (高 岡 工 芸 )
劉
平: 田

志   遠
典  靖

佐  伯
麻  生

浩  一
」子 害

(水 島 工 業 )
長  原
山 浦
(青 森 山 田 )

(関 東 第 ´ )
鉦
佐 藤

女複 98 (聖 ウ ル ス ラ )
金 上  路 子
佐 野  志 緒 梨

楊
廣 瀬

謁   琳
栄 理 千

(青 森 山 田 )

倉 満
春 田

(昭 和 女 ■ )

(九 州 国 際 大 付 )

服 部
潮 田

第53回
(2002)

つ く ば 市

牛  久  市

男単 98 池 田  雄 (関 東 第 一 ) 新 開  慎 士 (関 東 第 一 )

廣 瀬  栄 理 子 (青 森 山 田 )

土 田  匡 泰 r閣 吉 筆 _ヽ
高 木  洋 平

｀内 ^"

山

原

栄

)

)

)

)

山 口  公 洋 (比 叡
庄   旭  明 ( 柏
岩  田  新 菜 (埼 玉
松 尾  静 香 (此 花 学 院
井 上 ・ 新 井 (埼 玉 栄
竹

浅 田  (笠 岡
店 瀬 ・ 今 別 府 (青 森 山 日

女単 98 平  山  優 (聖 ウルスラ )

男複 98 磐1昌  1管 :=(関 東第一)

鬱1 田  借 (岐 阜商業)女複 98
清  水
岡 本

陽  子
望  良

(常 総 学 院 )
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坂 本  修
一 (常 総 学 院



栄 光 の あ と

回数 開催地 種別 参加 1位 2位 3 位

第54回

(2003)

長 崎 市
大 村 市

男単 98 数  野   健  太  (延 暦寺学園比叡山 )

今 別 府  香 里 (青 森 山 田 )

早  り|1  賢 (延 暦寺学園比叡 山 )
川  内
庄

崇  士
旭   明

〈青 森 山 田 )

(柏 原 )

女 単 98 平  山   優 (聖 ウル スラ )
伊

村

東

征 美
可 奈

(熊 本 中 央 )

(金 沢 向 陽 )

男複 98 ■駐五巨■■2
書奮 1裳 孟(風 臓〕

高  木   洋
松  本   久

平
雄
(関 東 第 一 )

女複 98 平   山   優
村  松   咲  希

(聖 ウ ル ス ラ )

木村咲・木村綾
伊 東 ・ 今 井

(金 沢 向 陽 )

(金 沢 向 陽 )

第55回
(2004)

鳥  取  市

男単 98 藤 田  真 生 (関 東 第 一 ) 早  崎   修  平  (延 暦寺学園比叡 山 ) 輛  程
佐  伯

文

祐

也

イテ

(柏 原 )

(水 島 工 業 )

女単 98 今 別 府 香 里 (青 森 山 田 ) 樽  野  恵 (金 沢 向 陽 )
奥

岡
幸 那

み

(岐 阜 商 業 )

(熊 本 中 央 )ひ  と

男複 98 還  藤
山  田
佐 々

水  間

紹
(小 松 原 )

木 彩 香
可 奈 (聖 ウ

ル ス ラ )

早 り|1  賢 一
呈__些L_」医_王

(延 暦寺学園比叡山 )

松  尾   静  香
恵 良 友 里 亜

(比 花 学 院 )

多 浦 窪

堀 川

(柏 原 )

(関 東 第 一 )

藤 井

西

(青 森 山 田 )

(熊 本 中 央 )1岡

女複 98

第56回
(2005)
野 田 市

男 単 98 佐 伯  祐 行 (水 島 工 業 ) 高 島  雅 彦 (札 幌 第 一 )

奥  幸  那 (岐 阜 商 業 )

松  川
早  崎

直

修

弘

平

(  勝  山  )
(比 叡 山 )

女単 98 藤 井  瑞 希 (青 森 山 口 )

三  橋   智 希
林 純   司

(埼 玉 栄 )

樽  野   恵
作 山  智 美

(金 沢 向 陽 )

(上 尾 )

男複 98 斉  藤   祐
斉 藤   真

司

弘
(  足   羽   ) 安 田

石 川
大 滝
平 戸

(柏 原 )

(西 武 台 千 葉 )

女複 98
江

金

淵

山

愛

友

美 (高 岡 西 )

冨  永   翔  子
秋 山 み づ ほ

(越 谷 南 )
松 本

川 西
皆 川
岸 本

(西 武 台 千 葉 )

(香 川 中 央 )

第57回
(2006)
奈 良 市

男 単 98 田 児   賢 (埼 玉 栄 ) 上  田  拓 馬 (埼 玉 栄 )

松

井

川

谷

直 弘 (

和  弥  (
勝

柏

山

原

)

)

女 単

男複

９８

　

一

９８

藤

田

井  瑞 希 (青 森 山 田 )

児 賢

輝
(埼 玉 栄 )

]:(青
森 山 口 )

松 丸  一
藤 井  瑞
垣 岩  令

樽  野  恵 (金 沢 向 陽 )
田  し か (岡 崎 城 西 )

佐

上 田

木  啓
拓  馬
(埼 玉 栄 )

(関 東 第 一 )

|

女複 98
石

中

川

原

育
唯
実

衣
(伊 勢 崎 清 明 )

樺 野

伊 藤

木 村

村 山

(金 沢 向 陽 )

(聖 ウルスラ学院英 智 )

第58回
(2007)

武  雄  市
小  城  市
大  町  町
江  北  町

男単 98 田 児   賢 (埼 玉 栄 ) 和  田  周 (埼 玉 栄 ) 『子 本寸
園 田

健 士 (

啓 悟 (

人

八

代 東 )

代 東 )

女単 98 野尻野匡世(尚 志 )

釈1児  室羅 (埼 玉栄)

級井ち ど了
|(金 沢向陽)

打 田 し づ か (岡 崎 城 西 )

三 木 佑 里
土 井   杏

子

奈

(越 谷 南 )

(滋 賀 女 子 )

男複 98 野  口
山 崎

勝  利
裕  太

(埼 玉 栄 )

( 英

八

明   )

女複 98
打 田 し づ か
藤 田 理 恵 子

(岡 崎 城 西 )

西 山
官 内

米 元
カロ 藤

(青 森 山 田 )

(別 府 鶴 見 丘 )

第59回
(2008)

所  沢  市

男単 98 和  田   周 (埼 玉 栄 ) 佐  藤   黎 (埼 玉 栄 )

末   松
平  池 淳

純

希

(福 岡 大 大 濠 )

(札 幌 第 一 )

女単 98 松 友 美 佐 紀 (聖

"″
学院英智) 佐 藤

星 野
冴 香 (常 磐 木 学 園 )

翔 平
早
(埼 玉 栄 )

/1、 林

三 谷 美

橋  本 |

沢 向 陽 )

(青 山 口 )

男複 98
和
佐

田

藤

周

黎
(埼 玉 栄 )

滝 内
」ヒ ホ末

富 山 (埼 玉 栄 )

」ヒ ,株 (埼 玉 栄 )

女複 98
高 橋  ネL 華
松 友 美 佐 紀

(聖 ウルスラ学院 英智 )
西    友   理
久 後 あ す み

(四 天 工 寺 )

高 橋
橋 本

古 西

米 元
(高 岡 西 )

(青 森 山 田 )

第60回

(2009)
大 阪 市

男単 98 星 野  翔 平 (埼 玉 栄 )

三 谷  美 菜 津 (金 沢 向 陽 )

長 谷 川  達 也 (埼 玉 栄 )

(伊

女 単 98 松 友  美 佐 紀 (聖ウルスラ学院英智) ( 蔭  東  )
(青 山 田 )

男複 98
星
′」ヽ
野 翔  平

早
(埼 玉 栄 )

林

岡  本
塚  木

拓  磨
好  喜

(埼 玉 栄 )
小  高
写暑 木十

相  和 (東 大 阪 大 学 柏 原 )

坂 中 (八 代 東 )

女複 98
高

古
橋
西
沙
佳

也 加

那 子
(高 岡 西 )

新 玉  美 郷
城 口 優 里 花

(名 経 大 市 都 ) 今 野
福 万

脇  野  (聖 ウル スラ学 院 英 智 )

阪 口 (樟 蔭 東 )

第61回
(2010)

糸  満  市

男 単 98 和 田 治 久 (埼 玉 栄 )

高 橋 沙 也 加 (高 岡 西 )

古  賀  輝 (埼 玉 栄 )

小

山

昌

口

拓  也 (東 大 阪 大 学 相 原 )

容 正 (高 岡 第 一 )

女 単 98 福 島 由 紀 (青 森 山 田 )

奥

本

原

村

希

百

望 (

花 (

大 宮 東 )

富   岡   )

男複 98 竹
竹
内
内
′(
■
気
事
(埼 玉 栄 )

大
古

越
智

泉
耀
(埼 玉 栄 )

高 田
倉層 オ|

渡 部 (旭 川 実 業 )

体 藤 (作 新 学 院 )

女複 98
田

市

中
■. 羊

穂

軍
(青 森 山 口 )

高 橋
古 西

沙 也 加
倖 那 子

(高 岡 西 )
清 水
催

野 村
塁  猶 (岡 崎 城 西 )

第62回

(2011)
弘  前  市

男単 98 古  賀   輝 (埼 玉 栄 ) 桃 田  賢 斗 ( 富 岡 ) 激 間
関  口

亮  介
直  巻

(岡 崎 城 西 )

(関 東 第 一 )

女 単 98 奥

斎
〃ヒ

原  希 望 (大 宮 東 )

藤   太  一
田  賢  斗

(  富   岡  )

福 島  由 紀 (青 森 山 田 ) 鳥
星
居 彩  乃
千   智

(聖 ウルスラ学院英智 )

(金 沢 向 陽 )

男複 98
古
千
賀    輝
葉    常

(埼 玉 栄 )

(埼 玉 栄 )

女複 98
篠
福
谷
鳥
菜  留
由   系P

(青 森 山 田 )

小   橋
清 濃

霞
あ か ね

(埼 玉 栄 )
!青

右
水 雲

|ヽ

本| (聖 ウルスラ学院 英智 )
(名 古屋経済大学市郎)

第63回
(2012)

福 井 市
永 平 寺 町

男 単 98 桃 田  賢 斗 ( 富 岡 )

奥 原
金 子
#  「

希 望 (大 宮 東 )

籍里 (埼 玉栄)

小 林  優 吾 ( 富 岡 ) 西
非

本
ト
拳  太
拓 斗

(埼 玉 栄 )

(埼 玉 栄 )

女単 98 渡 邊  あ か ね (埼 玉 栄 )
仲 井  由 希 乃
大   堀    彩

(日 本 橋 女 学 館 )

( 富  岡  )

男複
８

一

８

９

一

９

〃ヒ 田
松 居

賢  斗
十 一 郎

(  富   岡  ) 細 田
三 浦

典 石
岡  村
(関 東 第 一 )

(東 奥 学 園 )

女複
長 谷 川  由 季
星    千   智 (金 沢

向 陽 )
山 口

松

ソ ヨ カ
田   書 (富 山国際大学附属 )

| (埼 玉 栄 )

第64回

(2013)
北 九 州 市

男単 98 常  山   幹  太  (東 大阪 大学 柏 原 ) 保 木  卓 朗 ( 富 岡 ) 小
松

林

本

千圧 吾 (

に 平 (

富   岡  )
埼 玉 栄 )

女単
８

一

８

９

一

９

山  口  茜 (勝 山 )

保  木 卓 朗
′|、 林   僣

(富 岡 )

櫻  本   絢  子  (九 州国際大学付属 )
永   田
大   堀
五 十 嵐

麗

彩
・ 中 里

成 富

(青 森 山 田 )

(富 岡 )

(埼 玉 栄 )

(自 由 ケ 丘 )
男複

下

常

走
幹  太山

(東 大 阪 大 学 柏 原 )

女複 98
官  浦   玲  奈
永 原  和 可 那

(青 森 山 田 )
櫻
寺
本
田
絢  子
桃  香

(九 州国際大学付属 )
松  田
与 谷 川

金 浦
閣 町

(富 山国際大学付属 )

(

第65回
(2014)
千 葉 市

男 単 98 古  賀   穂 ( 富 岡 )

山  口  茜 ( 勝 山 )

下   農
常  山
尾  崎 (埼 玉 栄 )

川1 鳥  里  羅

常  山   幹  太 (東 大 阪 大 学 柏 原 )

仲 井 由 希 乃 (日 本橋女学館 )

塚

桐
本
田

光

禾ロ

希

樹

(札 幌 第 一 )

(柳 井 商 工 )

女単 98
尾

木
暗
萌
沙 織

(西 武 台 千 葉 )

(埼 玉 栄 )

男複 98
渡 辺

橋
勇
催
大
伸.

(富 岡 )
小 川
塚 本

森 川
武 石

(埼 玉 栄 )

(札 幌 第 一 )

女複 98
清   水   望
高 畑 祐 糸己 子

(大 宮 東 )

斉 藤
III

田 )根
未

(青 森 山
(  勝  山 )
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回数 開催地 種別 参加 1位 2位 3 位

第 66回

(2015)

長 岡 京 市

向  日 市
宇  治  市

男単 98 渡  辺  勇  大 (富 岡ふたば未来 ) 小  倉   由  1寄  (東 大阪大学柏原 ) 渡 航  貴
健  也

(埼 玉 栄 )

(富 岡ふ た ば末 来 )

女 単 98 山  口  茜 (勝 山 ) 齋  藤  栞 (埼 玉 栄 )
荒
大

萌  恵
戸  稀

(西 武 台 千 葉 )
(金 沢 向 it島 )

男複 98
渡 辺   勇  大
橋   健  也

(富 岡ふ た ば未 来 )
野  村
浅  原

拓  海
大  輔

(聖 ウルスラ英智 )
小 野 寺 ・ 岡 村
真 山 ・ 山 下

(埼 玉 栄 )

(水 島 工 業 )

女複 98
′|、

田 千  陽
草  縮 (書 森 山 田 )

Rl

山|
鈴

ロ (勝 山 )

太   藤
徳 :・ 保
;・ 松

原
山

(聖 ウルスラ英智 )

(九 州国際大付属 )

第 67回

(2016)
岡  山  市

男単 98

女単 98

男複 98

女複 98

栄 光 の あ と
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バドミントン競技の案内

くバドミントン競技の歴史について 〉

バ ドミントンの歴史については諸説があり、謎が多く残されていますが、幾つかの確かな事実があります。それは、バ

ドミントンは昔の羽根つき遊びから発展したということと、その名前が英国のグロスターシャー (現エイボン)にあるボ
ーフォー ド公爵の邸宅バ ドミントンハウスから名付けられたとのことです。

1893年に競技規則が統一されると急速に発展し、イングランド・バ ドミントン協会が設立されました。続いてアイルラ

ンド、スコットランドにも協会ができ、1899年にロンドンで第 1回全英選手権大会が開催されています。

1893年にイングランドをはじめ、カナダ、デンマーク、フランス、アイルランド、ネザーランド (オランダ)、 ニュー

ジーランド、スコットランド、ウェールズの 9つの団体で国際バ ドミントン連盟 (Intemational Bdminton Federation 略

称 IBF)を設立し、1939年には現在に近い規則を制定しました。1948年からトマスカップ争奪世界男子選手権大会が、

1956年からはユーバーカップ争奪世界女子選手権大会が、ともに3年ごとに開催されていましたが、1984年より両大会と

も2年ごとの同時開催となっています。

オリンピックには、1972年 ミュンヘン大会 。1988年のソウル大会で公開競技となり、1992年のバルセロナ大会から正

式競技として認められました。わが国へ伝わったのは大正から昭和初期といわれ、1946(昭和 21)年に日本バ ドミントン

協会が設立されたことにより全国に普及され、現在ではすべての都道府県に協会がおかれ、登録会員数も20万人を越えて

います。

〈国際舞台での日本の活躍 〉

男子国別対抗のトマス杯には第 3回大会 (1954年 )か ら参加し、第 7回大会と第 11回大会でともに準優勝までが最高

の成績でしたが、第 28回大会 (2014年)において悲願の初優勝を成し遂げました。

一方、女子国別対抗のユーバー杯は第 4回大会 (1966年)に初参加で優勝の偉業を成し遂げ、以後第 5回、第 6回、第

8回、第 9回大会と5度の優勝国となりました。第 25回大会では、33年ぶりに決勝に進出し準優勝を果たしました。

104回の歴史を誇る全英選手権大会での活躍は、日本人として初出場した小宮好雄が単でベスト8以後、秋山真男が2

位、小島一平、池田信孝・栂野尾昌一組、飯野佳孝・土田証雄組、松野修二・松浦進二組が、ベスト4の成績をおさめて

います。女子の活躍はめざましく、湯木博恵と竹中悦子がシングルスとダブルスで、高木紀子、相沢マチ子、竹中 (栂野

尾)悦子、植野恵美子、徳田敦子、高田幹子がダブルスで全英のタイ トルを獲得しています。近年では、2010年の第 100

回全英選手権大会において、男子シングルス田児賢一が

“

年ぶりに準優勝の快挙を成し遂げました。2011年の第 101回

全英選手権大会では、女子シングルスで廣瀬栄理子が 32年ぶりの準優勝、女子ダブルス藤井瑞希 。垣岩令佳組が 20年ぶ

りの準優勝を果たしました。世界で最も歴史のある全英選手権で 2種目決勝進出は 77年以来の快挙となりました。2013

年の第 103回大会、2014年の第 104回大会において、男子ダブルス早川賢一・遠藤大由組が 2年連続準優勝を果たしてい

ます。

また、オリンピックではソウル大会 (公開競技)のシングルスで北田スミ子が銅メダルを獲得しました。バルセロナ大

会では、松野修二、松浦進二、官康二、町田文彦、本山秀昭、陣内貴美子、森久子、鴻原春美、松尾知美、棒匡子、水井

妃佐子の 11選手が、アトランタ大会には、町田文彦、松尾知美、阪本雅子、水井妃佐子、水井泰子、宮村愛子、官村亜貴

子の 7選手が、シドニー大会には、舛田圭太、山田英孝、井川里美、井田貴子、岩田良子、永峰弘子、松田治子、水井泰

子、米倉加奈子の 9選手が、アテネ大会には、佐藤翔治、山田英孝、舛田圭太、大束忠、米倉加奈子、森かおり、田中美

保、中山智香子、吉冨桂子、山田青子、山本静香の 11選手が出場しました。北京オリンピックで、女子ダブルス末綱聡子

。前田美順組がベスト4、 ロンドンオリンピックで、女子ダブルス藤井瑞希・垣岩令佳組が初の銀メダルを獲得していま

す。

2014年に開催されたBWFワール ドスーパーシリーズファイナルズにおいて、高橋礼華 。松友美佐紀組 (現日本ユニシ

ス)が優勝を果たしました。また、同大会女子シングルスでは当時勝山高校山口茜選手 (現くまもと再春館製薬所)が 3

位に入賞を果たしています。

ジュニアでは 2006年に当時埼玉栄高校 2年の田児賢一選手 (元 NTT東 日本)が 日本人で初めてアジアユースバ ドミン

トン選手権大会で優勝を飾りました。2012年には当時富岡高校の桃田賢斗選手 (現 N「r東 日本)がアジアユースバ ドミ

ントン選手権大会。世界ジュニアバ ドミントン選手権大会において優勝を果たしています。2013年
。2014年の世界ジュニ

アバ ドミントン選手権大会において女子シングルス山口茜選手が 2連覇を達成しました。
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2016年に開催された全英選手権大会において、女子シングルス奥原希望選手 (現 日本ユニシス)が 1977年の湯木博江

選手以来 39年ぶりに金メダルを獲得し、女子ダブルスでも高橋礼華 。松友美佐紀組 (現 日本ユニシス)が 38年ぶりの

金メダルを獲得しました。また、男子ダブルスでは早川賢一 。遠藤大由組 (現 日本ユニシス)が同大会で銀メダルを獲得

しました。今後の日本人選手の活躍に一層期待がもたれます。

くバドミントン競技の見方 〉

バ ドミントンはネットをはさみ、ラケットでシャトルコックを打ち合うスポーツで、シャトルは英語で左右、往復とい

う意味があリラリーの中で競い合う競技です。ラリーは緩急の差があり、スマッシュの初速は 400 kmを超えるのですが、

手元では 50 kmほ どになります。シャトルは水鳥 (ガチョウ)でできていて軽量のため非常に風の影響を受けやすい競技で、

今でこそ空調を効かせる体育館も増えてきましたが、以前は影響があることから風をシャットアウトしていました。

日本古来の追い羽根から連想して、軽スポーツだと考えている人が多いようですが、バ ドミントンは前後左右に素早く

動く瞬発力、長時間のゲームに耐えられる持久力、相手の動きを読む予見力が要求され、同時に相手の予測をはずし自分

のペースに引き込むインサイ ドワーク (頭脳的作戦)を必要とするハー ドなスポーツです。このため十分に鍛え抜かれた

選手でも、急激な反動動作による負傷や極度な体力の消耗でけいれんなどを起こすことも珍しくありません。このような

競技なので「より速く」「より高く」「より前で」が勝つための三原則であるといわれます。

試合は、単・複 (混合もある)2種類で、1試合 (マ ッチ)は、 1ゲーム 21点 2ゲーム先取の 3ゲームマッチで行われ
ます。どちらかのサイ ドがラリーに勝ったときに 1点を加算します。サービスは得点が 0も しくは偶数の時右サービスコ

ー トから、奇数の時は左サービスコー トから行います。なお、ダブルスでは、サーブ権のある間に得点したときのみサー

ビスコー トを変えてサーブします。

2006年のルール改正により、バ ドミントンにも他の球技にみられるデュースが取り入れられ、 “延長ゲーム"と 呼ばれ
る制度があります。延長ゲームではスコアが 20点オールに達すると、先に2点 リー ドしたサイ ドが勝者となります。なお、

主審はサービングサイ ドの得点からコールするので、どちらが何点かすぐわかるようになっています。

〈主なフォルト(反則)について 〉

1. サービスの時にサーバーやレシーバーがラインを踏んだり、またいだりしたとき。 (パートナーは構わない)、 足
をずらしたり床から離したとき (一部でもついていれば良い)((フ ットフォル ト》。

2. サービスで最初にシャトルの台を打たなかったとき。サーバーのラケットで打たれる瞬間、シャトルの一部分でも
サーバーのウエストより高かったとき 《アバブザウエスト))。 サーバーの持っているラケットのシャフトがシャトル

を打つ瞬間に下方をさしていなかったとき 《アバブザハンド》。空振りしたとき。

3.サ ービスが始まってから故意に動作を中断したとき 《ディレイ ドサービス》。サービスの際、サーブするのを故意
に遅らせたり、レシーブ態勢を故意に遅らせたりしたとき。

4.サ ービスでもプレー中でも、シャトルがコー トの境界線の外に落ちたとき。ネットを通り抜けるか、ネットの下を
通ったとき、ネットを越え損なったとき。天丼や壁に触れたとき。プレーヤーの身体や着衣に触れたとき。

5. プレー中にシャトルの打点がネットよりも打者側でなかったとき 《オーバーザネット》。
6. プレー中にプレーヤーのラケット・身体・着衣がネットやネットの支持物に触れたとき ((タ ッチザネット》。相手
を妨害したとき。

7. 1回 のストロークで、シャトルをラケットでとらえ保持して振り投げたとき 《ホールディング》。同じプレーヤー
が 2回のストロークで 2回連続して打ったとき 《ドリブル》。ダブルスにおいて、シャトルが同一ペアのプレーヤー

によって連続して打たれたとき 《ダブルタッチ》。
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平成 28年度全国高等学校総合体育大会における
個人情報及び肖像権に関わる取扱いについて

公 益 財 団 法 人 全 国 高 等 学 校 体 育 連 盟
平成 28年度全国高等学校総合体育大会開催県実行委員会

(岡山県 。鳥取県・島根県。広島県・山口県。和歌山県)
平成 28年度全国高等学校総合体育大会会場地市町村実行委員会

公益財団法人全国高等学校体育連盟、平成 28年度全国高等学校総合体育大会開催県実行委員会 (以下「県実行委員会」
という。)及び平成28年度全国高等学校総合体育大会会場地市町村実行委員会 (以下「会場地市町村実行委員会」とい
う。)は、大会参加申込書等を通じて取得する個人情報及び肖像権の取扱いに関して以下のとおり対応します。

1 参加申込書に記載された個人情報の取扱い
(1)大会プログラムに掲載されます。
(2)競技会場内でアナウンス等により紹介されることがあります。
(3)競技会場内外の掲示板等に掲載されることがあります。
(4)組合せ等の内容が大会関連ホームページに掲載されることがあります。
(5)氏名 。学校名・学年については、報道の正確性を期すため、大会開催前に報道機関に提供することがあります。

2 競技結果 (記録)等の取扱い
(1)岡山県実行委員会が設置する記録センターを通じて公開されます。
(2)公益財団法人全国高等学校体育連盟、県実行委員会及び会場地市町村実行委員会又はこれらに認められた報道機関
等により、新聞・雑誌及び関連ホームページ等で公開されることがあります。

(3)大会プログラム掲載の個人情報とともに、県実行委員会及び会場地市町村実行委員会が作成する大会報告書 (以下
「報告書」という。)に掲載されます。
(4)新記録、優勝及び上位入賞結果 (記録)等は、次年度以降の大会プログラムに掲載されることがあります。

3 肖像権に関する取扱い
(1)公益財団法人全国高等学校体育連盟、県実行委員会及び会場地市町村実行委員会又はこれらに認められた報道機関
等によって撮影された写真が、新聞・雑誌・報告書及び関連ホームページ等で公開されることがあります。

(2)公益財団法人全国高等学校体育連盟、県実行委員会及び会場地市町村実行委員会又はこれらに認められた報道機関
等によって撮影された映像が、中継・録画放映及びインターネットにより配イ言されることがあります。また、DVD
等に編集され、配付されることがあります。

(3)この他、公益財団法人全国高等学校体育連盟及び県実行委員会等に許可を受けた写真撮影企業等によって撮影され
た写真等が販売されることがあります。

4 県実行委員会、会場地市町村実行委員会の対応
(1)取得した個人情報を前記利用目的以外に使用することはありません。
(2)参加申込書の提出により、前記取扱いに関する御承諾をいただいたものとして、対応させていただきます。
(3)大会役員、競技役員、運営役員、その他各種委員や補助員、県実行委員会及び会場地市町村実行委員会と大会に関
する契約をしている者、大会運営関係者及び会場に来られた観客の皆様につきましては、前記取扱いに関する御承諾

をいただいたものとして対応させていただきます。

(4)個人情報等の掲載又は公開等に関しての御質問は、以下の事務局まで御連絡ください。

連絡先 。問い合わせ先

公益財団法人全国高等学校体育連盟事務局  03-6268-0027
平成 28年度全国高等学校総合体育大会
岡山県実行委員会事務局         086-226-7475
鳥取県実行委員会事務局         0857-26-7923
島根県実行委員会事務局         0852-22-5926
広島県実行委員会事務局         082-513-5038
山口県実行委員会事務局         083-933-4692
全国高等学校総合体育大会ヨット競技大会

和歌山県実行委員会事務局        073-441-2927
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大会各会場 (開会式・競技会場・練習会場)一覧

タクシー(目 安)最寄り駅。最寄明C 最寄り駅・最寄りICから会場まで
課
市
■   1時 /基1場   |■

OJR「岡山駅」後楽園口(東
口 )

○徒歩 約■0キロ(約 15分 )

○路面電車〈東山線〉「城下 (しろした)」下車
100円

約700円

(約 5分 )

○岡山ICから国道53号線経由約8km(約 20分 )

岡山県
岡山市

8月 7日 (日 )13:00～
岡山シンフォニーホール

岡山県岡山市北区表町1-5-1
TEL086-234-2001

○山陽自動車道 岡山IC

'シ
ー (最寄り駅・最寄りIC 最寄り駅。最寄りICから会場

=●
‐

県
市

会 場

OJR「岡山駅」運動公園口(西
口 )

○西日から北へ約1.5km(徒歩約20分 )

○山陽自動車道 岡山IC ○岡山ICから国道53号線経由約7km(約 15分 )

約900円
(約 10分 )

岡山県
岡山市

ジップアリーナ岡山
(岡山県総合グラウンド体育館)
岡山市北区いずみ町2-1-3
TEL086-253-3944

OJR岡 山駅

OJR岡山駅 (西口)から 約10分
※岡電バス 22番のりば 岡山理科大学行
「スポーツセンター前」下車 200円 (約 10分 )
OJR岡 山駅 (東口)から 約15分
※岡電バス・中鉄バス 7番のりば 津高台団
地行、国立病院行、免許センター行 (ノンストッ
プは停車しません)
「スポーツセンター前」下車 200円 (約 15分 )

○岡電バス
JR「岡山駅」後楽園口(東口)
岡電バス 2番のりば 岡南飛行場行
「浦安体育館前」下車 410円 (約 30分 )

OJR岡 山駅
岡山県
岡山市

岡山市総合文化体育館
岡山市南区浦安南町493-2
TEL086-263-7474

OJR岡 山駅 ○岡山駅から車で約30分
約2,800円
(約 30分 )

凛
市

会場
最寄り駅・最寄りIC 最寄り駅・最寄りICから会場まで タクシー(目 安)

OJR岡 山駅

○バス
新保・万倍線
岡山高島屋前 (バス)発
119号系統両備バス
120号系統両備バス
154号系統両備バス
369号系統両備バス
370号系統両備バス
大東線 (岡電バス)

1940円

(20分 )
岡山県
岡山市

岡山県立岡山芳泉高等学校
岡山市南区芳泉3-1-1
TEL086-264-280

OJR瀬戸大橋線・JR宇野みな
と線 備前西市駅 (びぜんにし
いちえき)下車

○徒歩30分
1060円

(10分 )

OJR岡 山駅

○岡電バス
「岡山医療センター国立病院行」で「跨線橋東停
留所」下車 徒歩2分岡山県

岡山市

岡山市立岡山後楽館高等学校
岡山市北区南方1-3-15
TEL086-226-7100

OJR岡山駅 ○岡山駅東口から徒歩15分 660円

(10分 )

OJR岡山駅 O岡山駅西日から徒歩15分
660円

(10分 )岡山県
岡山市

岡山県立岡山工業高等学校
岡山市北区伊福町4-3-92
TEL086-252-5231

○山陽自動車道 岡山IC ○岡山ICをおりて10分

OJR岡 山駅 ○岡山駅西口から徒歩15分
660円

(10分 )岡山県
岡山市

岡山商科大学附属高等学校
岡山市北区南方5-2-45
TEL086-252-3407

○山陽自動車道 岡山IC ○岡山ICをおりて10分
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会社名 所在地 電話番号

岡山交通田 岡山市南区豊成 1‐ 14‐ 12 086-264-1234

平和タクシーm 岡山市北区表町3… 10…21-201 086-223-4141

両備ホールディングスⅢ 岡山市中区藤原46 086-264-1234

旭タクシーm 岡山市北区西古松西町5-5 086-242¨ 0001

岡山タクシー閉 岡山市南区豊浜町11番 47号 086-264-1234

下電観光バス囲 岡山市南区豊浜町10…33 086-264-4321

新中国交通m 岡山市北区野田5‐ 1-4 086…253-0011

西大寺タクシー (有 ) 岡山市東区西大寺中1-4-13 086…943-1333

東和タクシー (株 ) 岡山市北区東古松2…10-53 086… 231… 2321

(有)玉串タクシー 岡山市東区東平島134-4 086-297-2014

(株)成広タクシー 岡山市北区御津金川439 0867-24-0818

共同タクシー (株 ) 岡山市北区栢谷109卜 2 086-294-2511

稲荷交通 (株 ) 岡山市北区岩井1-10-50 086… 287-3030

ミツワタクシー (有 ) 岡山市北区西山内35-3 086-299-0411

吉備タクシー (株 ) 岡山市北区平野1012-17 086-293-1414

(有)山南交通 岡山市東区神崎町1911-1 086-942-5656

福島タクシー 岡山市南区迫川484‐ 1 0863… 62¨ 0139

彦崎タクシー (有 ) 岡山市南区彦崎2907… 15 0863-62-1616

(株)大和交通 岡山市南区松浜町15… 10 086-200-0777

(有)足守交通 岡山市北区大井2346-9 086… 295-1131

(合)ケイケイシステム 岡山市北区御津金川271‐4 0867… 24-0550

(有)高松タクシー 岡山市北区高松137…9 086-287-2009

プラザ交通 (株 ) 岡山市中区高屋139¨4 086-272-5181

新光タクシー (有 ) 岡山市東区西大寺中1‐ 7‐ 12 086-943-1500

岡山旭交通 (株 ) 岡山市南区芳泉2-4… 26 086-243-2424

吉備交通 (株 ) 岡山市南区松浜町15‐ 16 086-200-0777

両備グレースタクシー (株 ) 岡山市中区国富1-14-14 086-263-3333

日本タクシー(株) 岡山市北区中島田町1-4-1 086-231-1211

八晃運輸 (株 ) 岡山市中区倉益363‐ 2 086-200-0777

(有)藤田タクシー 岡山市南区藤田425-85 086-296-2051

岡南交通 (株 ) 岡山市南区福吉町31… 2 086-728-5610

岡山県個人タクシー協同組合 岡山市南区浜野4-2‐38 086… 264-3355

岡山中央個人タクシー協同組合 岡山市北区大安寺中町2-1 086-214-5401

グリーンキヤブ 086-243-0265
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医療・救護の案内

1 競技会場における医療救護について

・大会期間中は、各会場に救護所を設置し、原則として医師・看護師・救護所担当係

員が競技終了まで常駐します。 (ただし、医師・看護師が配備できない日
・会場があ

ります。)

・救急の場合は、状況により医療機関の紹介及び救急車による搬送手配を行います。

・救急車の出動依頼については、救護所の指示に従ってください。

【救急車での搬送が必要な場合】

。引率責任者等は、必ず患者に同行 してください。 (患者が観客の場合も、各県及び

各チームでの対応をお願いいたします。 )

・病院まで引率した方は、受診後速やかに処置結果等の状況を
「救護本部」及び 「岡

山県配宿センター」まで連絡 してください。

【緊急性はないが病院受診が必要な場合】

・医療機関の紹介を行います。病院までの移動手段は、各県・各チームで手配をお願

いいたします。

2 練習会場における医療救護について

・練習会場には、練習会場係が常駐しており、緊急時に対応します。

0医療機関の紹介及び救急車による配送手配を行った場合、病院まで引率した方は、

受診後速やかに処置結果等の状況を「岡山県配宿センター」まで連絡してください。

3 宿舎における医療救護について
0宿舎で具合が悪くなったときは、状況に応 じ宿舎の責任者に医療機関の紹介、また

は、救急車の手配を要請 してください。

なお、病院まで引率した方は、受診後速やかに処置結果等の状況を
「岡山県配宿セ

ンター」まで連絡 してください。

4 医療費の負担について
0医療機関で受診する場合は、自己負担となります。「保険証」と「医療費」を御持

参ください。
・保険証がない場合は、医療費は一旦全額負担となりますので御注意ください。

救 亮郡殴送 後 の支 診 績 呆 連 絡 元 司・ IF

救護本部 (岡山市実行委員会 )

24時間対応

TEL  086-803-1616

FAX  086-803-1768

岡山県配宿センター 9:30⌒V17:30

24時間対応

TEL  086-234-9561

FAX  086-234-9562

岡山県配宿センターメールア ドレス 24時間対応 Soutai2016-okayama@cs. jtb. jp
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◇緊急時の医療機関案内

おかやま医療情報ネット

ホ…―ムページ http://www.qq.pref.Okayamajp/wPolo1/RP010101BL.do

診療科目や診療時間等さまざまな条件から県内の医療機関を検索したり、医療機関の詳しい情報が確認で
きます。

※受診の際は、必ずあらかじめ電話で確認のうえご利用ください。

岡山市で夜間休日受診・休日歯科受診する場合

●休日夜間急患診療所

医療機関名 所在地/電話番号

岡山市休日夜間急患診療所
岡山市北区東中央町3-14
21086-225-2225

●休日急患歯科診療所

医療機関名 所在地/電話番号

岡山市休日急患歯科診療所
岡山市北区東中央町3-14
21086-225-8280

医 | 機関名 電話番号
ン 086-294-9911 岡山「|]北 区田益 1711-1

(独 )労働者健康福祉 構岡山労災病 1屍 086-262-0131 1-10-25
岡山市立市民病院 086-737-3000 3-20-
総含痛 1堀岡山赤十字病

「
π 086-222-8811 岡山雨北 区言江 2-1-1

岡山済生会総合病院 086-252-2211 岡山市北区国体町 2-25
086-222-6806 岡山市北 区厚生町 3-8-35

心臓病センター榊原病 院 086-225-7111 岡山市北区中井町 2-5-1
086-252-3221 岡山市北 区伊島北町 6-3岡山中央病院

086-272-2121
086-263-6622 2-13佐藤病院
086-282-1211 丞妹 尾 850の

086-264-3111
086-282-5311 田 2¬ 17重井医学研究所附属病

岡山「:]中 丞藤原 21-1
X御津金川 449≧りll病院 086-724-0012 岡山雨北日立病院機構岡山「I】立 1

086-722-0525
区倉田567-1086-276-3231両 LL旭東病院

1086-943-2211
岡山市東 区西大寺上 3-8-63086-943-6555
X西大寺南 2-1-7086-942-9900 岡山市東

086-229-1188岡山東部神経外科病 15
岡山「I]中 区竹 田 54-1086-271-8101ハ ー ニ ツ
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熱中症とは、熱に中る (あたる)という意味で、署熱環境によって生じる障害の総称です。

熱中症にはいくつかの病型がありますが、重症な病型である熱射病を起こすと、適切な措置が遅れた場合、

高体温から多臓器不全を併発し、死亡率が高くなります。

学校の管理下における熱中症死亡事故は、ほとんどが体育・スポーツ活動によるもので、それほど高くない

気温 (25～30℃ )でも湿度が高い場合に発生しています。署い中では、体力の消耗が激しく、トレーニングの

質も低下し、効果も上がりません。熱中症予防のための運動方法、水分補給等を工夫することは、事故防止の

観点だけでなく、効果的なトレーニングという点においても大変重要です。

正しく理解し、熱中症事故を予防しましょう !

0こんなともは要注嵐3 =麹専症が起こりやりり築擦とは?ロ

鋼い高湿度・急な温度上昇などには要注意 :1日中の暑い時間帯は避けて行動しよう ! ―暑熱馴化が必要です―~気
温が高いと熱中症の危険が高まりますが、それほど気温が高くなくても湿度が高い場合は発生します。また、

梅雨明けなどに急に暑くなり、体が暑さに慣れていないときに多く発生します。暑さに慣れるまでの 1週間くらいは、

短時間で軽めの運動から始め、徐々に慣らしていきましよう。発生時刻では、10時から 16時の間に多くみられま
すが、暑い季節は、朝や夕方でも熱中症が発生することがあります。

秦 肥満傾向の人、体力の低い人、暑さに慣れていない人、体調の悪い人は要注意 ! -7割 以上が肥満傾向の人一
肥満傾向の人、体力の低い人、暑さに慣れていない人、体調の悪い人は熱中症を起こしやすいです。特に、学校
の管理下の熱中症死亡事故は、7割以上が肥満傾向の人です。

秦 ランニング、グッシュの繰り返しには気を付けて :

学校の管理下で起きている熱中症の事故は、運動部の活動中に起きているものがほとんどです。種目は野球、ラ

グビー、サッカー、柔道、剣道など多岐にわたります。

練習内容をみると、ランエング、ダッシュの繰り返しによるものが多く、特に注意が必要です。

C麹諄症憾予
‐
助竜:むろ」 =難専症愚随の勝

環境条件を把握し、それに応じた運動、水分補給を行うこと

暑い時期の運動はなるべく涼しい時間帯にするようにし、休憩を頻繁に入れ、こまめに水分を補給する。
WBG丁等により環境温度の測定を行い、下記の「熱中症予防運動指針」を参考に運動を行う。汗には塩分も含まれ
ているので水分補給は0.1～ 0.2%程度の食塩水がよい。運動前後の体重を測定すると水分補給が適切である
かがわかる。体重の3%以上の水分が失われると体温調節に影響するといわれており、運動前後の体重減少が2%
以内におさまるように水分補給を行うのがよい。激しい運動では休憩は30分に1回はとることが望ましい。

厖D)暑さに徐々 に慣らしていくこと
熱中症は梅雨明けなど急に暑くなった時に多く発生する傾向がある。また、夏以外でも急に暑くなると熱中症
が発生する。これは体が暑さに慣れていないためで、急に暑くなった時は運動を軽くして、1週間程度で徐々に
慣らしていく必要がある。週間予報等の気象情報を活用して気温の変化を考慮した 1週間の活動計画等を作成す
ることも大事である。

整D)個人の条件を考慮すること
肥満傾向の者、体力の低い者、暑さに慣れていない者は運動を軽減する。特に肥満傾向の者は熱中症になりや
すいので、トレーニングの軽減、水分補給、休憩など十分な予防措置をとる必要がある。
また、運動前の体調のチェックや運動中の健康観察を行い、下痢、発熱、疲労など体調の悪い者は暑い中で無理
に運動をしない、させない。

D服 装に気をつけること

服装は軽装とし、吸湿性や通気性のよい素材にする。直射日光は帽子で防ぐようにする。

D具 合が悪くなつた場合には早めに運動を中止し、必要な処置をすること

★ 以上のポイントに注意して、体調が悪くなったらすぐに運動を中止し、適切な応急手当など必要な措置をとりましょう !また、一方的に怠けなどと判断して放置せず、冷静に症状を観察・判断し、迅速に対応しましょうl          .

(独)日 本スポーツ振興センター「熱中症を予防しよう―知って防ごう熱中症 ―」から転載 (引用)
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熱 中 痙 対 応 フ ロ 雷鸞騨

□ 四肢や腹筋のけいれん (つる)と筋肉痛が起こる。

□全身倦怠感、脱力感、めまい、畦き気、嘔吐、頭療
などが起こる。

□頻脈、顔面藩自となる。

□足がもつれる。ふらつく・転倒する、突然座り込む。

立ち上がれなtヽ 等

`t場

`●
断も

亀驚

Ｌ
ｒ

麟

ヽ
　
】

「

二
■
‐
デ

`
t k

質問をして応答をみる

□ ここはどこ?
□名前は?
□今何をしてる?

Jしヽ
`″
″

熱中症を疑う症状

な し

意識障害の有無

□応答が鈍tヽ

□言勁がおかしい

□意識がない 等

救急隊を要請

症状改善の有無

脱衣と冷鰺

救急車到着までの間、積極的に体を冷やす。

※できるだけ迅速に体温を下げることが

できれば、救命率が上がります!!

|

y●
ざ
′ν。

碑

☆水をかけたり、

濡れタオルを

当てて扇く.
．

．
　

一■
●
一
‘

できる

水分摂取ができるか

経過観察

.5辣彎1魔鶴鰺

ロロ嘔コ^n鳥轟輌凸凸辮

病院へ !

体を冷やしながら、設備

や治療スタッフが整つた

集中治療のできる病院ヘ

ー刻も早く搬送しましょう!!

鯛門申ヽ 凛

できない
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水分塩分を補給する。
■ 0.1～ 0.2%食塩水あるいはスポーツドリンク
■ 熱けいれんの場合は生理食塩水 (0。9%)など

‐9簿1,)め ,‐拿椰本を鷲1替する |‐   ‐|||

涼しい場所への避難
涼しい場所に運び、衣服をゆるめて寝かせる

氷やアイスパックがあれば、類部
=協の下、足の付け根などの大きい血管

●冷やす01やすい! .■|   ■

/



平成28年度全国高等学校総合体育大会放送予定等
「NH

3「 BS

4 「2016

「

「 ン ハ TV

-114-

シティライ トスタジアム

(岡山県総合グラウンド陸上競技場)

[岡 山県岡山市 ]

15:20^ヤ 16:30
(生放送 )
15:20´ヽ16:30
(生放送 )

NHK Eテ レ

NHK 巨テレ

7月 30日 (土 )

7月 31日 (日 )

陸上競技

(2日 目・ 3日 日)

島根県立浜山体育館
(カ ミアリーナ)[島根県出雲市]

15:00～ 16:15
(録画 )

NHK Eテ レ8月 1日 (月 )
柔道

(男子個人決勝)

広島広域公園
エディオンスタジアム広島
[広島県広島市]

15:00´ヽ́16:30
(録画 )

NHK Eテ レ8月 2日 (火 )
サッカー

(男子決勝)

15:00^ツ 16:20

(録画 )
NHK Eテ レ8月 3日 (水 )

ホッケー

(女子決勝)
鳥取県立人頭高等学校ホッケー場
[鳥取県人頭郡人頭町]

8月 4日 (木 )
レスリング
(学校対抗戦決勝)

東広島運動公園体育館
[広島県東広島市]

15:00´ ンヽ16:20

(録画 )
NHK Eテ レ

8月 5日 (金 )
卓球

(男女シングルス決勝)
総社市スポーツセンター体育館
(き びじアリーナ)[岡 山県総社市]

15:00^‐ 16:30
(録画 )

NHK Eテ レ

8月 24日 (水 )
15:00^V16:00
(録画 )

NHK 巨テ レ

NHK 巨テ レ8月 25日 (木 )
15:00´ ン`16:00
(録画 )

8月 26日 (金 )

水泳競技 (競泳 )

(2日 目～最終日)
15:00´ヽ16:00

(録画 )
NHK 巨テ レ

広島市総合屋内プール

(広島ビッグウェーブ)
[広島県広島市 ]

8月 11日 (木 )
バスケットボール

(女子準決勝)

22:00´ヽ́25:00

(録画 )
J SPORTS 2

8月 12日 (金 )
バスケットボール

(男子準決勝)

22:00´ヽ́25:00

(録画 )
J SPORTS 2

8月 13日 (土 )
バスケットボール

(男女決勝)

広島サンプラザ
[広島県広島市]

14:30´ ンヽ17:30

(録画 )
J SPORTS 2

|■|八担
|■ パ物

8月 28日 (日 )

夢をつかめ !未来の主役
たち ～2016情熱疾走
中国総体～

16:30～ 17:25 BS日 テ レ

9月 10日 (土 ) 特別番組 未定

中国地方の放送局 (西
日本放送・広島テレビ
放送・山口放送・日本
海テレビジョン放送 )

http : / / vlvo*. koukousou Lai. con/ 201 6souta i /
http://kirokukensaku.net/OIH16/index.html

http://klrokukensaku.net/OIH16/mob/index.html

珊
公式サイト

鼈
PC記録

魃
携帯記録

www. inter-hi gh-schoo1. tv 渕
7月 26日 (火 )～ 8月 20日 (土 )

9:00´ ンヽ21:00

086-201-7151

ン

ビス「2016 ン

放送時間 チャンネル放送期1間 競技名等 会場

放送期間 競技名等 会場 放送時間 チャンネル

放送期間| 1競技名等 放送時間 |チャンネル

公式Weもサイト

公式競1蒙記録 (PC)
■公式競豪記録 (携帯電話)

4Yt,4.'l'V Wcbit4 l,

設置期間

案内時間

■●lt講1番舞



祝 平成 28年度全国高等学校総合体育大会バ ドミントン競技大会

平成28年鷹 全日高等学校籍合体育大会

帥堕倉敷中央高等学校 口山腱ホ農工業高等学校 帥贈岡山壻東高等学校
セ子団体疇           男子団体職           口子団体職

■人職七子ダ7ιス     ロA職偶子ダ7Lス      田 義

"7′
ιス

武田 莉奈    藤♯ 議     員山
インター′ヽイに出颯言●鮨輩有は私たちの値れてす☆☆☆

私たちも先菫方を見習って構彗頑‖卜博け′l
監督 幡
=旱
薔  コー手 ―口  TOYG障燿口C―目

●

平成28年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技

大会の成功と出場選手の健闘を祈ります

コ可1魅会  会長 中村浩成
(岡山県立西大寺高等学校バドミントン部OB・ OG会 )

平成28年度全国高等学校総合体育大会

バドミントン競技大会の成功と

出場選手の健闘を祈ります

岡山市バドミントン協会 会長 小松 貴

OSKスポロツクラブ岡山

OSKスポーツクラフ書原

OSKスiFロツクラフ総社

OSK GYM 庭瀬
OSK西 J[イ J〔スこども館

086Ⅲ252‐3111

086‐271…1711

0866‐ 94‐0888

086‐259…0500

086Ⅲ242‐2425

0 @ osKsPoRrs aLUB
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用″大会
学園マスコット

カ・クちゃん イデーくん

選手のみなさんを応援します

′硼L

Ψ撼

全人育成の中国学園大学 0中国短期大学

【大学。大学院】

現代生活学部人間栄養学科 子ども学部子ども学科
現代生活学研究科  子ども学研究科
【短期大学】

総合生活学科  保育学科  情報ビジネス学科
専攻科介護福祉専攻

国際教養学部国際教養学科

翻
岡山県岡山市北区庭瀬83番地 (代表)TEL 086-293-1100(入試広報部)ⅢL 086-293-0541

イベントプロデュース

感動が商品です

CD
オフィスダン 匝到
URL http://www.edan」 p

日6声衝琵EttN 岡山 :岡山市北区今2丁目18-22 TEL086-805-82」 1(本社)FAX 086-805-8233/E― mall info@edan.jp
倉敷 :倉敷市ラ雪富丼456-l TEL086-427-0288

田 |‖
・
|

■饉■ 口
企画・運営   タレント   音響・照明   会場設営    レンタル 遊具   音楽・映像製作 看板・チラシ  広告・告知

祝 ′θノδ″需疾店 崚曰密″

ち
⌒

翻鍮
（
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ノ
′
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一
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地域社 フヽ に貢献す
愛と奉仕の精神を育む

由

A 山陽学園大学大学院

山陽学園大学・専攻科

山陽学園短期大学

山陽学園短期大学附属幼稚園

山陽女子中学校

山陽女子高等学校

■■■   |■ ・
■■・
‐      ‐・・

未来を探す

保健福祉学部 (3学科 )

看護学科/栄養学科
/保健福祉学科 [社会福祉学専攻・子ども学専攻]

専門性と幅広い見識を備えた看護・栄養・福祉・保

育のプロを育成

情報工学部 (3学科 )

情報通信工学科/情報システムエ学科/人間情報工学科

グローバルな視野で高度情報化社会の発展に貢献

する技術者を育成

デザイン学部 (2学科)

デザインエ学科/造形デザイン学科

豊かな生活と新たな文化的価値を創造し、地域と世

界に貢献するクリエーターを育成

URL http:,/,/www.oka-pu.acipl

翻F肇'71
,及 |lj

岡山県立大学

辟

〒719-1197 岡山県総社市窪木¬11

TEL(0866)94-9163

岡山県立大学事務局 教学課

FAX (0866)94-2196
岡山県立大学
《冷質蚤候→の拠点
0
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豫
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閉
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1口山翼科木学 |

〒700-0005 岡山県岡山市北区理大町 1丁目 1番地
TEL 086‐ 256‐ 8412 http://www.ous.ac.jp

SCIENCEFUL I君の ?が明 日を変 える。
玲 理学部    隋 工学部  崎 総合情報学部
玲 生物地球学部 黎 教育学部 玲 経営学部 (仮称)※
※201ア1年141月■開設予定
|☆20171■4■1国際′

‐‐‐‐サⅢルア|(IB)1教員養成コース」開設予定

111:,こ|:輩11‐断訪濡譜雲1:=言ltl
IA童メScienc■常|1新|し,ヽものが生まれ、あふれ続,デる|キ■|シ´ヽス 1
‐
鰈‐
‐
芸術学部 ‐玲産業科学技術学部※ 黎生命科学部
※創立120同年を迎えヽ

|

〒238-002'■千葉県銚子市潮見町3番地.■

|ITIII● 120fr'126 htp://www.cis.adil

人を助けたい、という人の大学
総合的な経験で、あらゆる領域の知識と技術を学ぶ。そして、人を助けるプロフェッショナ

鶉 薬学部  は 危機管理学部  は 看護学部

■

ノ

三
百
、

| | | | | ‐| ‐‐‐| ‐
| ‐| ‐
| ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  |

● □

IIS
1学校法人1加計学目|  |||||

|1議

'織

納漱需潔鼻■



ノートルダム清心女子大学

[文 学 部]英語英文学科/日本語日本文学科/現代社会学科
[人間生活学部]人間生活学科/児童学科/食品栄養学科

入試日程

オーフ
°
ンキャンパス

8/6(土 )・ 8/7(日 )、 9/25(日 )、 3/19(日 )

内容 :教員による学科相談会、在学生とのフリー トーク

入試相談など

[URL]L ttp://www ndsu.ac.ini

[Eメ ー』 ュ12Q幽堕£Q(≧p上ユ:堕2■ld旦」堕旦≦
=ip

〒700¨ 8516 岡山市北区伊福町 2‐ 16‐ 9

[入試広報部]TEL086‐ 255‐5585(直通 )

入試種別 出願期間(消印有効) 試験 日

公募制推薦入試
2016年 10月 12日 (水 )

～ 11月 2日 (水 )
2016年 11月 15日 (火 )

一般入試 【前期】
2016年 12月 19日 (月 )

～1月 11日 (水)

2017年 1月 26日 (本)

・1月 27日 (金 )

一般入試 【後期】
2017年 1月 25日 (フk)

～2月 8日 (水 )
2017年 2月 17日 (金)

センター試験利用 【前期】
2017年 1月 20日 (金 )

～2月 2日 (木 )
個別学力検査等は行わない(大学

入試センター試験の本学が指定す

る教科・科目を受験すること)センター試験利用 【後期】
2017年 2月 22日 (水 )

～3月 10日 (金)
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中国
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済生会●
病院
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《JR岡山駅から徒歩約 10分》
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バドミントンプレーヤーと共に創造するプロショップ!!

日杏′ザ事ィトン専門店会

“

1翠店
全国総店舗数104店舗、当加盟店はパドミントンに関して熟知している

● プロのスタツフやアドバイザーが皆様のこ来店をお待ちしております。

個人の技術相談、地域の活性化から日本バドミントン界のレベルアップ

■・まで日本バ|ミントシ専門店会はお手伝いさせて頂きます。  ・

ご注文は最寄りの加盟店。Webショップで!!瓦戸＼

上記にアクセスして頂きカタログ又はホームページから商品をお選びくださぃ。   できます。

日本パドミントン専門店株式会社は社名をラケットクリエイティブ株式会社通称 ラ・ク・りに

変更しました。ネツトシヨップでは各種メーカーラクリオリジナル商品や限定品を加盟店の協力

でアウトレット商品・廃盤品等のお買い得商品を常時掲載しております!! 又、新製品の情報・

販売も素早く対応しておりますので来店をお待ちしております。

カタログ又はホームページから商品を選んで頂き

FAX専用発注書に必要事項をご記入下さい。
お気軽に最寄りの加盟店迄、

お問い合わせ下さい。

最寄りの加盟店、又はラクリ迄

FAXして下さい。

FAX番号

0774・ 32・ 1041 ラうしトワリIイテイ刀険轟
G廻回因口囲■躍 GEEEEEEEZIII目 躊難| ‐|

嘔憂コ国塑■■磯麟|||||

C謳ロロ圏■■醸

拠 口 回 ■
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一峙̈一
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http:ノ/wwwEbadminton‐ psu.oom
携帯へURLをメールで送る

QRコードで簡単にアクセス

携帯でも注文が出来ます

FAXで、
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BAC(アジアバドミントン連盟)認定球

KOREAナショナルチーム公式練習球
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MASTER NO.2/マスター ツー

¥3′ 600+税   (1ダース)
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ット

嗜辰リ

¥21,000+税

メ額爵リ

トロ
‐

リ
″

レームで、より鋭い振り抜きが可能に。

20× 21ス トリングパターン

独自のストリングパターンで、グリップがよく効き、優れたスピン性能を発揮。

SLIM スリムTジョイント(特許取得)
ジョイント部を可能な限り細くすることで、空気抵抗を約11パーセント削減 (当社比)。

メトリックフレックス・シャフト(特許取得)

■ シャフトの中空部を楕円状にすることで、
フレックスの強弱を設定し、パワーとコントロールを同時に向上。

5H∧FT 6.5 ,")l-6.s
直径6.5mmの極細シャフトを採用し、

しなりを抑え、コントロールを向上。

しなり、

SパTEl』 TE 6.5

フレックス
[三二Z]

空気を切り裂くような優れた操作性をさらに洗練。

YouTubeで公開中 !
匝誦II面高

「

F珊~~~~~~~~~~~~~Ⅷ
で検索 !

軽
く
て
テ
ク
ニ
カ
ル
な
シ
ョ
ッ
ト
も
自
在
。

扱
い
や
す
い
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
モ
デ
ル
。

操
作
性
が
さ
ら
に
向
上
。

幅
広
く
使
い
こ
な
せ
る
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
モ
デ
ル
。

パ
ワ
ー
シ
ョ
ツ
ト
が
冴
え
る
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
オ
フ
ェ
ン
ス
モ
デ
ル
。

圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
。

ヘ
ッ
ド
ヘ
ビ
ー
設
計
の
オ
フ
ェ
ン
ス
モ
デ
ル
。

S´:TE…■6.5

BLAST

¥21,000+税

S´:TEl』 TE 6.5

POWER
S´irl■」TE 6.5

ESSENl・:AL Li・
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¥21,000+税 ¥21,000+税

||

|| |‐ ||

|| |■||

―

（

■
ヽ~T~
＼

www.babolat.jplbadminton
(ラケット・ストリング・′

`ッ
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パワーアップを摯
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るなたのプンバι嵐磁人.T・スある
書しくはホームベーンヘ >>>玖 あなたの面の張人に

何でもご相談ください。
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本体価格¥18,000+税
長   さ:2∞lm(●∞FT)
素材・製法:特殊ナイロンマルチフィラメント、
■‐    高強カモノフィラメント(|‐
・‐    特殊ブレイディング構造t表面特殊樹鮨
‐
ゲ ー ジ:065mm
適正テンション:18～ 271bs

金属音と弾 バ  ( ンアップ

他社主力品

MADE

34.7

|■5
「 0‐ TONE 9」 のミクロフュー

ジョンの膜圧を厚くすること

により金属音と弾きをさらに
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―シコンアツ′

性能比較

83.3 100 1116
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「耐久性」が特徴の G‐TONE。

カスタムエッジバージョン2.01タイプK

本体価格¥25,000円 +税 (フレーム価格・タルケース付)
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待軍19カ言
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甲|■″鷲ンート撃売開坤: 』一̈
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FEEL THE METALL:C SOUND!!

ナチュラルBS0692‐NA

本体価格¥15,000+税
長   さ:200m ttЮFT'
素材・製法特 殊ナイロンマルチフイラメント、 |

―・・ 高強カモノフィラメント、   ・.■ .
特殊ブレイディング構造、表面特殊樹脂

ゲ ー ジ:069mm
遣正テンション:20～ 301bs

試打評価
置

心

音
入

性能比較

′VlADE:N JAPAN

124 1 33.4

―  ■
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214 10.046

攘CすONE 9
■僣
=主
力8

新製法ミタロフューションに
より、今までにない金属質の
高い打球音を実現!

ナデュラル3S0652‐NA

3401 139 Q044 1 11.4 i 36.2
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受注支援

メーリング

商品発送

在庫管理

Smie Comilunrcations for tomotrow

Z:P FULFILLiVIENT SERViCE

ノロヽ

呻 Z CYCLE

ZIP欄
“
魔ジップ

通販事業に関わるあらゆる業務を、一括して代行できます。
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ガットをお好き します。
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繊色 ソランド

ル7:Zヨr勝―γ
岡 山 店

〒7000083耐山市」暉 新野1丁目3‐7
TEL(086)2-419

‖

①

〇 西六寺′」Ⅲ幼 巨大寺中

〒7●颯詢16臓山市東区西大寺中2丁目316
TEL(086)94に卜9002

チッグ蒻r″ザ

西大寺店

‐

慶摯7″Z『″ 鍵轟酬1蹴こ賄器醒圃

今この瞬間も進イ

国立大学法人岡山大学
学部等 :文学部/教育学部/法学部/経済学部/理学部/医学部/歯学部/薬学部/
工学部/環境理工学部/農学部/マッチングプログラムコース

住 所 :岡山市北区津島中 1-1-1
hl日tp://WW.Okayar71a― u.aCjp/

‐ l手響磯

ZIP ARENA OKAXAMA ジップアリーナ岡山

「
lF罰躍璽田||『■ξ

‐
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|「 ξ‐事四 亀 ・
1・  ・   i

販促支援

物流支援
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を1併せ′まつ ″ハ1/EFスNGシツース'に、
新たなモデルが登場。ソールに搭ゴした新機慮 |

ID-Flex Groove]

紫材と構造を見直し、さらなる軽量化を実現。
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Olnter High

A暑 いとき、無理な
■
「
運動は事故のもと 0急 な暑きに要注意

●
失われる水と塩分を
取り戻そう ●

薄着スタイルで
きわやかに

屁h体調不良はV事 故のもと

C困
"匡
甕∋

日本体育協会発行
スポーツ活勤中の熱中症

▼

塩 分

予防ガイドブック」より

＼

′

/

水分補給に

適した

飲料は?

吸収スピートを

速めるための

糖質

ぶどう糖+果糖

′
~ヽ

‐て  ^

)、/フ

スポーツ活動中の
熱中症予防5ヶ乗

日本体育協会発行「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」より

⌒

Ｆ
，

■

■
■

ニ
′

O と思つたら…

熱中症を疑う症状がでたら

身体の冷却`水分補給

症状によつては救急車を…

症状を軽く見てはダメ !

´
´

わヽ
で気をつ

ゼ

けて

ロ

体液に含まれるイオン

[カラダの水分 約60%]

0.1～ 0。2%

40～ 80mg
(100mi中 )~

糖 質

覇ヨ覇冒1爾 熱中症を予防しよう :
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総体プリン 総体ミルクパイ

※全て本大会オリジナル商品です。商品の内容・デザインは変更になる場合がございます。※商品は抜粋です

―ルクッキー   総体ラングドシ予
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公益財団法人 全国高等学校体育連盟

お問合せ :t‐shouhin@yomiuri.com

モバイルはこちらのQRコ…ドからアクセス
htp力″ww.yomiuri‐ eg.ip/speciaV2016interhigV
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菅公学生服株式会社
〒700‐0024岡山県岡山市北区駅元町15番1号岡山リットシテイビル5F

フリーコール0120…712983 FAX 086(898)2510
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バドミントン競技専用バスヮード

1ロロロー1ヨロ5-5口 55-日日目g

インターハイ P&P浜松
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インターハイ・オフィシャルフォトサービス

インターネットからお写真をご購入頂けます

t htt p:.l lwww.pandp-h.com )

お問い合わせ回 sougou@pandp‐ h.COm

zlzl]III曽 lzl`|:|:111L`|:z楊 111,lil〃
7 1F435‐0038 静岡県:〕民彬:市

.F日

口EE三和町 252‐2  Eヨ 053‐464-5110 回 053‐463-0201
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マイナビ

マイナビイメージキャラクター

プロポクサー 村田諫太選手

インタージヽイ2002年 ライトミド″級優勝

2003年 ミド′レ級優勝

%凡オリ
ンピックミドル級金メダリスト

マイナビはインターハイを応援 しています。

ヵyマ :イナに 20コ 7 角y・マイナに進学 角ゼ マイ:ナに学生の窓ロ カyマ イナにハィト ヵJマ イナにニュース ヵyマ |イナ E着護師
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PLuS力″
～日常と旅をつなげる幸せ応援ツール～ 発売30年以上の

ロングセラー商品

毎年の旅
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満期までしつかり貯めてから使う

定期積立プラン

毎年の 残旅行 rt ノ

自由に貯めながらいつでも使える

フリープラン

自分へのご褒美旅行
に

ご夫1吊のtこ
含・口(・

たびたびバンク

JTB旅行積立は、カンタン申込みで
気軽に旅行資金を貯められるおトクな旅行積立プランです。

定期積立プラ は、満期後にカードをお届け。
じつくり貯め 分喜びもひとしお。
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フリープランは申込後に力…ドをお届け。

入金後すぐにご利用OK!※カードのお届:'は的lヵ月後とな嚇す。

たびたびバンクは、旅行券でのお渡しではなく力…ドでご利用いただくタイプの積立です。

積立口座から使いたい分の讚だけ、1円単位でご利用瞑けます。

※カードの受取は、本人瞑定曼取郵使(特定事項伝違型)により、本人様に臓ります。

※サービス額は2016年 5月 1日現在のものです。サービス饉は将来変更される場合があります。

お申込みは、今すぐWEBで !

熙

サービス額 年利換算

%

12～ 60か月の預入れで、大きな旅を実現 !

サービス額 年利換算
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※契約期間中でもサービス額算定料率の変更があります。



● Ols∪ ko大塚製薬

毎
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全国高体連公式 インターハイ応援サイト

supported by

www.inter‐ high‐ school.tv

インターハイの試合を映像と文字情報

(競 技 速 報 )で 、 お 届 け し ま す 。 ※―部配信 できない競技・試合 があり封 。

インターハイの熱戦を

1回戦からネットでLiVE中継 :
選手の雄姿をみんなで応援 !

詳しくは !
「インハイ.TV」 WEBサイト)www.:nter・ high‐ schooLtv
「インハイ.TV」 Twitter )イ ンハイ.tv@inhi_tv

※デザインは昨年のものです。

予告なく変更になる場合があります

「エールと、ともに。」とは、ポカリスエットが、

プカツを頑張る中高生を応援するプロジェクトです。

インハイ
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